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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　謀計　ぼうけい







　酒しゆ杯はい片手に、古めかしい笛を掌てのひらの上で転がしていた佑ゆうは、ふと感じた気配に面をあげた。

「はいれ」

　短い命に応こたえて、庭院なかにわへと通じる格こう子し戸どが音もなく開く。戸の陰かげに潜ひそむように膝ひざを折った人ひと影かげが頭こうべを垂れた。

「御ご前ぜん、失礼」

「前置きはいい──して？」

　口上を遮さえぎり、端たん的てきに問えば、「確かく認にんがとれました」との答えが返る。

「そうか」

　佑はそれに唇くちびるを薄うすく歪ゆがめると、軽く杯さかずきを振ふって退出を促うながした。暇いとま乞ごいとともに戸が閉められるのを見送りながら、弄もてあそんでいた笛をすっと灯台の方へとかざす。

「──清せい籟らい」

　灯あかりにすかした胴どう体たいに、うっすらと文字が浮うかびあがる。

　刻まれたその名に、佑は笑えみを深めた。

「こんなところにいたか、葵き玄げん陽よう。──だれより祠し伯はくにと望まれながら、血筋がそれを許さなかった、稀き代たいの祠し官かん」

　謡うたうように口にしながら、室へやの一角へと視線を投げた。

　この室から笛の音が途と絶だえて、早ふた月ほどが過ぎようとしていた。いつもあの場所で軽かろやかな音色を奏かなでていた小鳥は、今も逃にげたままだ。

「そろそろ、小鳥も歌が恋こいしかろう」

　降こう臨りん節せつ以来、水面下で動いていた者たちもだいぶ騒さわがしくなってきたところだ。材料も揃そろった。そろそろとり戻もどすころあいだろう。

　皇こう帝ていをさし置いて、天てん帝ていにもっとも近いと言われた男が、十五年間人知れず護まもってきたのだ。彼女がこの国の在り方を左右する存在であることは、まず間ま違ちがいない。

　しかし、佑にとってそんなことは瑣さ末まつなことでしかなかった。天の思おも惑わくなど、自分には関係ない。

「──あれは私のものだ」

　盗ぬすつ人との手元に置いておくつもりは毛頭ない、と酒杯を放ほうりだすと、手の中の笛をゆっくりとなでる。耳の奥に残る音色をたどるように、それを口元へと運んだ。

　緩ゆるやかに息を吹ふきこめば、伸のびやかな音色が空気を震ふるわせる。音だけを聞くなら、彼女のものとさほど変わりはない。

　にもかかわらず、すこしも心を震わせない。

　あとにも先にも、感情を揺ゆさぶったのはあの響ひびきだけだ。

　改めて実感したそれに、笛を持つ手に力がこもった時だった。

　…………──ィ…ッ

　耳をかすめた、笛の音以外の音に、佑は演奏する手を止めぬまま、視線を左右に走らせた。

　どこから現われたのか、視界の端はしをさっと白い影かげがよぎる。

　それに、唇が知らず弧こを描えがいた。自然途と切ぎれた音色に、惑まどうように影がさまよう。

　恐おそれるでもなくその様を静かに追ったぬばたまの瞳ひとみが、次の時、わずかに見開かれる。やがて、「……なるほど」という呟つぶやきとともに漏もれたのは、低い、けれど愉しげな笑しよう声せいだった。

「これは、いい」

　手ずから捕つかまえるのはたやすい。

　だが、ここまで手間をかけたのだ。どうせなら、自ら落ちてくるのを待つのも、悪くない。

　一番効果的な方法は……と考えを巡めぐらせながら、佑はうっそりと目を細めた。

「自由な時は終わりだ」




　さあ、逃げた小鳥を捕まえるとしようか──。







　第一章　暗雲　あんうん







「珪けい華かさま!?　なにをなさっておいでですかっ」

　突とつ然ぜん背後であがった叫きよう声せいに、珪華は背を揺らがせた。動かしていた手を止め、見つかったか、と渋しぶ々しぶ肩かた越ごしに振り返る。

「なにって……洗せん濯たくを」

　怒おこっているともおののいているともつかぬ様子で、顔をひきつらせている家か宰さいに告げれば、「お止めください」とすかさず制止が飛んでくる。

「そのようなことをなさる必要はないと、何度申しあげたらよろしいのですか」

「勝手にやってることだから気にしないでください。家事は得意、」

「主人の客人に、下働きの真ま似ね事ごとはさせられません！」

　言いかけた言葉を、邸やしきのいっさいをとりしきる家宰がきっぱりと遮る。

「さあ、室へお戻りください」と追いたてられるように井い戸どをあとにした珪華は、胸に覚えたひっかかりに小さく吐と息いきを零こぼした。

「客人、か……」

　ここ何ヶ月かで否いや応おうなく見慣れた広い邸てい内ないを、ゆっくりと見回した。

　漆しつ喰くいの白しら壁かべに朱しゆ塗ぬりの柱、青く輝かがやく瓦かわらは目に眩まぶしく、隅すみ々ずみまで手のいき届いた邸には傷み一つない。華か美びな装そう飾しよくこそないものの、繊せん細さいな透すかしがはいった飾かざり窓まどや格子戸には油を塗ぬった紙が貼はられ、室内に明かりをとりこんでいる。当然、破れ窓などあるはずもない。夜は夜でそこここに吊つるされた灯とう籠ろうが闇やみを払はらっていた。

　耀よう国こくの上都みやこ・安あん永えいの一画に構えられたこの邸を見れば、それだけで住む者の地位がわかる。

　この邸の主は天てん狼ろう大将、若くして鎮ちん護ご大将軍の位を預かる生きつ粋すいの雲上人だった。

「……どころか、皇子さまだもんね」

　そう、天狼こと利り祥しようは皇族を表す利姓せいを冠かんする、先せん帝ていの第二子でもあった。

　本来なら、上都に準ずる要地の一つを任されてもおかしくない地位にある彼の邸としてはこぢんまりとしているが、珪華が暮らしていた雨風をしのぐのがやっとのあばら屋とは大おお違ちがいだ。比べるのもおこがましい。

「わたしがここにいること自体、場違いなんだけど」

　安永から遠く東にくだった辺境の村で暮らしていた珪華には、本来なら一生縁えんがないはずの場所だった。

　長引く戦いくさに、干ばつ、重い租そ税ぜいに苦しい日々を送りながらも、優やさしい人たちに囲まれてそれなりに幸せだったから、村をでようと思ったこともなかった。

　一年半前、養い親である玄げん陽ようが、いわれのない咎とがを受けて殺されるまでは。

「天地がひっくり返った、ってまさにこういうことよね」

　巷ちまたで流行の語り物になりそうだ、と珪華はこの一年半を思い返した。

　皇こう宮ぐうにある宝笛を吹け。鳴らない笛の音が響いた時、この世の中が救われる──そう託たくされた遺ゆい言ごんを叶かなえるため、安永に上京、忍しのびこんだ皇宮で怪け我がをした天狼と名乗る男・祥と出会った。彼に半ば脅おどされる形で送りこまれた宮城で、この国からすでに天帝の加護が失われた事実にいきついたのだ。

　同時に、自分の身に秘ひめられた謎なぞを知った珪華は、そのせいで皇帝から后にと囚とらわれるはめになり、あわやというところを祥に助けられたのである。

「──ほんとに、わたしにそんな力、あるのかな」

　珪華は口の中で呟き、左胸の上を手で押さえた。

　この身に秘められた謎、それは自分が天帝によって地上に降くだされた『救い手』だということだ。その証あかしが左胸の上にある、梧あお桐ぎりの葉の形をした痣あざだというが……。

「たしかに、老師の言うとおり宝笛は鳴ったし、それが風をとり戻す鍵かぎになるって状じよう況きようも勘かんも言ってるけど……」




　だとしたら、自分は一体『何者』なのだろう？




　かつて「風が輝く国」と外とつ国から称しようされた、風を、天の加護をとり戻そうと決めた。

　それができる力が自分にあるというのなら、努力を惜おしむつもりはない。本当にそんな力があるのかと、自身が一番信じられなくても、だ。

　ただ一方で、『救い手』だと言われるたびに、『珪華』がいなくなっていく気がした。求められているのは国を救う力を持つ者であって、『自分』が必要なわけではないのだと思い知らされる。

　きわめつけが、この客人扱あつかいだった。

　皇帝に狙ねらわれている自覚はある。彼のことだ、簡単に諦あきらめはしないだろう。だから、「邸からでるな」という祥の指示は納なつ得とくできる。

　だが、「なにもしなくてもいい」「おとなしくしていろ」「客人ですから」と言われれば言われるほど、痛感するのだ。

　ここは自分の居場所ではない、と。老師を失った今、帰る場所はもうないのだ、と──。

「あーあ……こんな時、笛があればいいのに」

　いつもなら心慰なぐさめてくれる、老師の形見の笛さえも、降臨節の騒さわぎにまぎれてどこかへなくしてしまった。気づいた時には愕がく然ぜんとしたが、あるとしたら皇宮だ。追われている身では探しにいくわけにはいかない。

　やらなければならないことがあるのに、身動きがとれない。ならばとできることをやろうとしても、やらせてもらえない。心のよりどころさえも失ってしまった。

　そんな状況がかれこれひと月半ほども続き、珪華はやり場のない鬱うつ屈くつを募つのらせていた。

「……大体、祥はなにしてるわけ？」

　外でなにが起こっているのか、祥もその腹心たちもなにやら慌あわただしい。下手をすると一度も顔をあわせない日があるくらいだ。

　にもかかわらず、彼はなにも話そうとはしなかった。

「気を遣つかってるのか、聞かれたら困るのか知らないけど、わたしの力が必要だっていうんなら、なにが起こってるのかくらい話しなさいよね！　これじゃ、協力者っていうより道具扱いじゃない」

　ここひと月半で溜たまった鬱うつ憤ぷんが、珪華のまなざしを不ふ穏おんに揺らめかせる。

「──わたしは、わたし以外のモノになった覚えなんかない」

　こんなところで燻くすぶっているなど、性しようにあわない。

　こうなったらさっさと風を甦よみがえらせて、村へ戻もどろう。老師の眠ねむる、あの場所へ──。

「今日という今日は、絶対聞きだしてやるんだから…っ」

　決意も固く、珪華は屋根のむこうにのぞく、青い空を睨にらみつけた。







「祥！」

　扉とびらを開け放ち様、返事も待たずに室へやへ足を踏ふみいれた珪華は、飛びこんできた光景に大きく息を吞のんだ。

「おまえか……なんの用だ？」

　気怠げに振ふり返った祥の姿に目が釘くぎ付づけになる。

　湯か水を浴びた直後なのか、諸もろ肌はだの肩かたに巾きんをはおり、無造作に髪かみを拭ぬぐっている。濡ぬれて輝くその髪は──蜜みつのごとき黄金こがね色をしていた。

　普ふ段だんはひとまとめにされているそれが艶つややかに肩に落ちかかる様は、どこか神こう々ごうしくも色めいていて、彼を別人のように見せていた。

「髪……」

　思わず零れた声に、祥が、これか、と一ひと房ふさ摘つまみあげる。

「頭から水をかぶったからな」

　淡たん々たんと告げながら、うかがうようによこされた視線に、けれど髪に見入っていた珪華は気づかなかった。

　ひかれるように、祥の方へと歩みよる。蜜色に輝く髪へと手を伸のばし、しっとりした感かん触しよくに指を滑すべらせた。

「ちゃんと見るのはじめてだけど……綺き麗れいな色」

「おい」

　髪をとり戻すように身をひいた祥に、珪華ははっと我に返った。

「あ、ごめん。綺麗だったから、つい」

　彼がこの髪をよく思っていないらしいことを、すっかり失念していた。

　祥は、この髪と光に透すかすと青く輝く瞳ひとみという、人とは違ちがう容色のせいで、父親、つまり先の皇こう帝ていに疎うとまれて育ったらしい。今きん上じよう帝ていと同じ皇后を母に持ちながら、彼は十三になるころには戦場に立っていたという。

　──生まれてすぐ殺されかけたって、ちらっと聞いたことがあるし。

　珪華にしてみたら髪や瞳の色が違うだけのことだ。黒目黒くろ髪かみが普ふ通つうとはいえ、そこまで疎むほど、なにが自分たちと違うのかわからなかった。

　しかし、先帝亡なきあとも髪を黒く染めているということは、彼自身も含ふくめて、そうは思わない人間が多いということだろう。

「……もったいない」

　綺麗なのに、と無意識に零こぼれた呟つぶやきに、祥が軽く目を瞠みはる。ついで、ふいと顔をそらした彼の耳が赤いような気がして、珪華は小首を傾かしげた。

「どうかした？」

「……それはこっちの科白せりふだ。なにか用があったんじゃないのか」

　あれだけ勢いよく押しはいってきておいて、と不ふ機き嫌げんそうに告げた祥に、はたと思いだす。

「そうよ！──祥、一体外でなにが起こってるわけ？　毎日これだけ忙いそがしそうにしてるんだから、なにもないとは言わせないわよ！」

　今日も今日とて、すでに夜も更ふけようかという時刻だ。必ず捉つかまえてやる、と意気込んで様子をうかがっていたのだから、帰ってきていたのに気づかなかった、というわけではないはずだ。基本的に、官かん吏りの仕事は日の出から午ひるまでであることを思うと、いかにも遅おそすぎる。

　今日こそは、と珪華は祥につめよった。

　胸むな元もとに摑つかみかかる代わりに、肩にかかっていた巾の両りよう端たんを摑み、ぐっと顔をひきよせる。逃にがさないとばかりに睨みあげれば、祥は一いつ瞬しゆんぎょっとしたあと、すぐにふっと瞳をきらめかせた。

　そこに宿った企たくらむような色に、嫌いやな予感がよぎる。

　とっさに握にぎっていた布地を放すと後あと退ずさろうとした珪華だったが、相手の方が一呼吸早かった。薄うすく笑えみを浮うかべ、祥の腕うでがすばやくこちらを捉とらえる。

「なんだ？──さっきから誘さそってるのか？」

「！」

　背中に腕が回されたかと思うと、広い胸の中に閉じこめられる。直じかに触ふれる肌と吹ふきこまれた科白に、かっと顔が熱くなった。

「……っなわけないでしょ！」

　今のどこをどうとったらそうなるのだと、祥の胸を押し返そうとする。だが、掌てのひらに触れた肌の感触に、びくっと肩が跳はねた。

　自分とは違う、固く、それでいて温かな感触は、否いやが応でも『男』を意識させた。

　──って、男の人の裸はだかなんて、村で見慣れてるじゃない…っ

　薬を塗ぬったり、布を巻いたりするために、触れたことだって一度や二度ではない。

　珪華は動どう揺ようする必要はないと呼吸をおちつけようとするが、すればしただけ、余計に身体からだを包む温ぬくもりを感じとってしまう。

「違う、ね」

　耳元を笑うような吐と息いきがかすめ、走った震ふるえを誤ご魔ま化かすようにもがく。

「いい加減、放しっ──」

「こんな夜よ更ふけに男の室を訪ねておいて、そんな言い分が通用するとでも？──それもこんな艶っぽい格好で」

　しかし、祥は珪華の抵てい抗こうなど知らぬげに、無防備な脇わきをなでるように指を滑らせた。

「ゃ…っ」
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　ぞくりと走った感覚に、悲鳴が零れる。

　それが悔くやしくて、珪華は唇くちびるを嚙かむとすぐそこにある祥の顔を睨みつけた。

「こんな、って……普通じゃない！」

「……寝しん衣いに上衣をひっかけただけ。髪もおろしてる。これのどこが普通だ、無防備そのものだろう」

　おまけにその目、とぐっと祥の面が近づく。

　直後、目め尻じりに温かななにかが触れ、束つかの間啞あ然ぜんとする。

　──なに、今の……？

「前にも言ったはずだ、煽あおられればその気になる、とな」

「……っ」

　言葉を紡つむぐ祥の唇を見るうちに、徐じよ々じよに思考が戻ってきて、珪華の頭に一気に血がのぼった。羞しゆう恥ちとも怒いかりともつかない感情が渦うずを巻く。

　祥の唇が、触れたのだ。

「ッ──なにする、」

　その事実に思いいたるやいなや、憤ふん然ぜんと口を開いた珪華だったが、

「どうしようもないな、まったく。その頭はからっぽか」

　呆あきれたようなまなざしとともに降ってきた言葉に、違う意味でかっとなった。

　躊躇ためらっていたのも忘れ、突つき飛ばすように祥の胸を押し返す。

「だれがからっぽですって!?」

「おまえ以外、だれがいる？」

　さきほどまでの拘こう束そくはなんだったのかと思うほどあっさりと腕を解きながら、彼は、ああ、と小さく鼻先で笑った。

「ないのは、女らしさか」

「なっ……」

　いかにも莫ば迦かにした態度に食ってかかりかけ、珪華は、おちつけ、と深く息を吸った。

　ここで感情のままに怒ど鳴なりつけたら、彼の言うことを証明しているようなものだ。

「そんなの相手にしかけてきたのは、どこのだれでしたっけ？」

　だからこそ、冷めた表情を作って口元だけで笑って見せれば、祥が軽く眉まゆをあげた。

「なんだ、本当に誘ってたのか？」

　それは悪いことをした、と再び伸びてきた腕に、珪華は全身の毛を逆立てるようにして飛び退のいた。

「違うって言ってるじゃない！」

　けれど、祥は逃がす気はないとばかりに、ゆったりとした、それでいて隙すきのない動きで距きよ離りをつめてくる。

「それもそうか。あれでは誘ってるとは、言えない」

「だったら、なんでこっちにくるわけっ？」

　じりじりとうしろにさがりながら睨にらみつける。壁かべ際ぎわまで追いつめられ、逃げ場は、と左右に視線を走らせた時、すっと伸びてきた腕に肩かたが揺ゆらいだ。

「なに、教えてやろうと思ったまでだ」

「教える……？」

　なにを、と口を突いた疑問に祥が浮かべた凄せい艶えんな笑みに、後こう悔かいした時には遅かった。

「誘うとはどういうことかを、な」

　肩へと落ちかかった髪かみを、首筋をなでるようにしてすくいあげられる。

「……っ」

　肌はだをかすめた指先に、珪華はとっさに声を嚙み殺した。が、薄く笑んだ唇が毛先へと口づけるのに、鼓こ動どうが跳ねる。

　感触など伝わるはずもないのに、髪から温もりが……さきほどの唇の柔やわらかさが伝わってくるようで、反射的に頭かぶりを振ふっていた。

「そんなの、必要ないから！」

「──なら、とっとと室へやに戻もどるんだな。小娘おじようちゃんは寝る時間だ」

　途と端たん、髪から指を離はなした祥は、話はすんだとばかりにこちらに背をむけると、面めん倒どうそうに手を振った。

「言われなくてもそうするわよ!!」

　売り言葉に買い言葉で踵きびすを返した珪華は、開け放したままになっていた扉とびらから足音も荒あらくでていく。

　その姿を追うように落ちた嘆たん息そくは、彼女の耳には届かなかった。

「なんなわけ、あれ！」

　人を子ども扱あつかいするためだけにしかけられたとしか思えない祥の言動に、いらだちが抑おさえきれない。

「あれが帰ってくるのを待って、わざわざ室を訪ねた相手にとる態度？　なんで、わたしがあんな目、に……」

　憤ふん懣まんやるかたないと、怒りを吐はきだすように独りごちていた珪華は、ふとひっかかりを覚えて言葉を切った。

「……って、あーッ！」

　感情に任せて歩いていた足がぴたりと止まる。そのまま頭を抱かかえてしゃがみこみたい衝しよう動どうに駆かられた。

「やられた。はぐらかされた」

　今日こそは現状を聞きだそうとむかったはずなのに、いつのまにか室を追いだされている。

　そう、でていくように祥にしむけられたのだ。

　一いつ瞬しゆん戻もどろうかと頭をよぎるが、おそらくもう室にははいれないだろう。騒さわぎを聞きつけた家宰あたりが、だれもいれないよう言いつけられているに違ちがいない。

　はあ、と息を零こぼして、珪華はうって変わった重い足どりで、与あたえられた室への道をたどりはじめた。

「でも、なんで、こうまでして話してくれないんだろ」

　よほど役にたたないと思われているのだろうか。

「いや、でも、だったらあの人はそう言いそうだし……」

　祥はそういう部分でははっきりしている。

　だとしたら、耳にいれたくないなにかがあるのだ。それが自分を慮おもんぱかっているのか、聞いたら暴走しそうだと思っているのかはわからないが……

「だからって、このままひきさがると思ったら、大おお間ま違ちがいなんだから」

　不ふ穏おんなまなざしが、灯とう籠ろうの火明かりにゆらりときらめいた。
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　珪華はぐるりとあたりを見回し、人目がないことを確かく認にんすると、小走りに塀へいにとりつけられた木戸へと近づいた。一つ深呼吸すると、木戸を押し開ける。

　途端、横合いから鋭するどい視線を投げかけられるが、なにげない素そ振ぶりで目礼し、その脇わきをすり抜ぬけた。

「おい──」

「はい、なにか？」

　かかった呼びかけに、低い声を意識しながら不思議そうに振り返れば、見張りは首を捻ひねりながら「いや、いい」と告げた。基本的に、彼らは侵しん入にゆう者には目を光らせているが、でていく分にはさほど頓とん着ちやくしない。

　再度頭をさげて立ち去りつつ、珪華はほっと息をついた。

　──わたしをだすな、とは言われてるんだろうけど、この格好ならね。

　袍ほう衫さんをまとい、髪をひとまとめにした姿は、使いの少年にしか見えないだろう。直接顔を見知っているわけではない『女』を見張っている彼には、わからないはずだ。

　以前とは違い、邸てい内ないでも女物を身につけている分、この格好はいい目め眩くらましになる。なにより、皇こう帝ていが自分を捜さがしているとわかっていて、素すの姿で町にでるほど無む謀ぼうではない。

「なにも教えてくれないなら、勝手に調べるまでよ」

　自分は十分待った、とちょっとしたうしろめたさには蓋ふたをして、珪華は足早に歩を進めた。

「噂うわさを集めるなら、人の多い市か」

　市にも種類がある。庶しよ民みんや外とつ国の商人が集まる西市と、主に高層階級の者たちが利用する東市だ。

　宮中の情報を得るなら東市の方がむいているだろう。それに貴族たちの邸やしきは、上都みやこを貫つらぬく大通り朱す雀ざく門もん街を境として東側にあるため、西市よりも近い。

　そうと決まれば、と東市へと足をむける。

「……どうしたんだろ？」

　だが、市を目前にして覚えはじめた違い和わ感かんに、珪華は眉をよせた。

　町の様子がなんとなくおかしい。どこかぴりぴりとした空気が漂ただよっているのだ。

　東市には宮中にあがる前にも、必要な品を揃そろえるためにいったことがある。騒がしさは似たりよったりとはいえ、猥わい雑ざつな西市と比べたらまだお上品な印象はあったが、こんな剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを醸かもしてはいなかったはずだ。心なしか賑にぎわいも控ひかえ目だ。

　──やっぱり、なにかあったんだ。

　風が止やんでひさしいとはいえ、真実天の加護が失われたなどとおおっぴらになれば、民たみの間に動どう揺ようが広がるのは想像に難かたくない。『救い手』という存在がいる以上、風が戻るのも時間の問題だと、朝ちよう廷てい及および祠し辰しん殿でんではむだな騒そう動どうを避さけるため、そのことについては箝かん口こう令れいを敷しいていると聞いていた。

　ただ、人の口に戸は立てられない。どこからか漏もれ、その不安がこの空気を作りだしているのだろうか。

「そういった噂を拾うなら、文人が集まる茶さ房ぼうかな」

　茶を片手に賢さかしらに意見を戦わせたり、情報交こう換かんという名の噂うわさ話ばなしに興じる彼らからなら、なにか摑つかめるかもしれない。

　そう考えて歩を早めた珪華だったが、ふと耳が拾った会話に、思わず足を止めていた。

「……が皇こう宮ぐうに現われるって言うじゃないか」

「ああ、聞いた。おかげで皇宮では笛の音が絶えたって、もっぱらの噂だ」

　──皇宮から、笛が絶えた？

　どういうことだ、と思った時には、男たちの間に割ってはいっていた。

「──それ、どういう意味ですか？」

「うおっ、なんだ、この小僮ぼうず！」

　突とつ然ぜん嘴くちばしを突つっこんできた珪華に、男たちがぎょっと目を瞠みはる。

　驚おどろかせたことをなおざりに謝罪して、「で、どういうことなんですか」と先を迫せまった。

　彼女の静かな迫はく力りよくに気け圧おされるように、男たちが顔を見合わせる。

「どういうって……皇宮にな、幽ゆう鬼きが出しゆつ没ぼつするって噂になってるんだ」

「幽鬼？」

「そうさ。なんでも笛を吹ふくと、必ず得体の知れない影かげがどこからともなく現われるんだそうだ。昼夜を問わずな」

「それを怖こわがって、今じゃ皇宮で笛を吹くヤツはだれもいないって話だ」

「……なに、それ」

　思いもよらぬ話に啞あ然ぜんとする。

　珪華が皇宮にいたころには、そんな話は聞いたこともなかった。実際、毎日笛を演奏していたが、お目にかかったことがない。

　自分がいなくなったひと月半の間に、一体なにがあったのだろう。

　笛の音は、聞く者の心を慰い撫ぶし、豊かにするだけでなく、天てん帝ていに捧ささげられるものでもある。その音色が悪あしきものを呼ぶなどとはにわかには信じられない。

「なんだ、小僮ぼうずも笛を吹くのか？」

「……はい。だから、つい、気になって」

　ひどい衝しよう撃げきを受けた様子の珪華に、男が得心したように頷うなずいた。

「そりゃ、そうだ。この噂が広まりだしてから、ここらへんでさえ、笛をあんまり聞かなくなったからな。今のところ皇宮内でしか見たとは聞かないらしいが、その話を聞き知ってる連中が倦けん厭えんするらしい」

　おまえみたいな奏者には痛手だ、と男は珪華の肩かたを叩たたいた。

「ま、そのうちおさまるさ」

「とはいえ、幽鬼に出で会くわしたくなきゃ、念のため皇宮近くでは笛は吹かないことだな」

　彼らは口々に慰なぐさめを言うと、仕事に戻もどっていく。珪華も礼を言って別れた。

　──この空気の原因は、それだったんだ。

　そして、祥が隠かくしていることも、きっと同じことだろう。

　笛を大切に思っている自分が聞けば、傷つくと思ったのかもしれない。なにより──。

「……城へ、いってみる？」

　頭をもたげた考えに、珪華は慌あわてて頭を振ふった。

　いくら格好を誤ご魔ま化かしているとはいえ、近づくのは危険だ。どこに皇帝の手の者がいるか、わからない。西苑こうきゆうから頻ひん繁ぱんに出歩いていた分、内ない侍じ官や武官、さらには祠し官かんたちにはそれなりに顔を知られている。

　多分、祥は自分がそう考えることを恐おそれて、口を噤つぐんでいたのだろう。

　それでも名残なごり惜おしげに珪華が安永城の方へ視線を巡めぐらせた矢先、どんっと正面から肩に衝撃を受けた。短く悲鳴をあげて、うしろへとよろめく。

　よそ見をして歩いていたせいで、だれかにぶつかってしまったのだ。

「ご、ごめんなさい！」

「いや……こちらも悪かった」

　ぶつかった男は小さく頭をさげると、責めるでもなく去っていく。

　──よかった。これが西市あたりだったら、難なん癖くせつけられて面めん倒どうになるところだった。

　騒さわぎを起こしてめだつわけにはいかない、と胸をなでおろしながら、なんとなく男の行方ゆくえを目で追った珪華は、とある一点でぎくりと動きを止めた。

　反射的に思いきり顔をそらす。

　──って、こんな態度とったら、余計怪あやしまれ──

「……おや、どこかで見たような顔ですね」

　内心慌てふためいていると、冷ややかな声こわ音ねが耳に届いた。

　一いつ瞬しゆん、このまま走って逃にげようかと思うが、仮にも相手は武人だ。簡単に追いつかれるだろう。そもそも、見つかった以上、逃げても同じことだ。

「おかしいですね、こんなところで会うはずがないんですが」

　不思議だ、という声がさきほどよりも近くでする。淡たん々たんとしているがゆえに、かえっていらだちが表れている気がする声に、珪華は短く嘆たん息そくした。

　会う機会が多いわけではないとはいえ、出会った時から似たような格好をしているのを見ていた彼の目は誤ご魔ま化かせないらしい。

　珪華はあきらめてそちらへとむき直った。

「……瞭りようさま」

「ここでなにをしておいでです？」

　視線の先で、祥の佐さ将しようの一人である子し瞭りようが、凍こごえるようなまなざしをして立っていた。







　目の前に並んだ男三人に、いつか見た光景だと頭の片かた隅すみで思う。

　東市で瞭に捕つかまり、祥邸へ連れ帰られた珪華は、報しらせを受けて戻ってきた祥と瞭、さらにもう一人の佐将を前にしていた。

「おまえは……すこしはおとなしくしてられないのか!?」

　苦い嘆息混じりの祥の怒ど声せいに、一応しおらしさを装っていた珪華は視線を尖とがらせた。

「してたじゃない！　すくなくとも一ヶ月は待ったわ」

　言外に『どこがすこしだ』と含ふくませれば、祥は「たかがそれだけだろう」と双そう眸ぼうを細めた。

「自分が狙ねらわれてる自覚がないのか、この阿あ呆ほうが」

「お言葉ですけどっ、あるからこうして男の子の格好してるんでしょ」

「──なあ、天狼」

　ここ数ヶ月ですっかり習いになった言いあいがはじまった二人の間に、するりと別の声が滑すべりこむ。

「雷らい牙が」

　祥のもう一つの名を呼んだのは、呆あきれた双眸をよこす瞭とは逆に、こうなると思ったとでも言いたげな苦く笑しようを刻んだ汪おう雷らい牙がだった。

「知りたいってんなら、教えてやったらどうだ？　このままだとまた抜ぬけだすぜ、そいつ」

「そうですね、その方がいいでしょう」

　やっかいなことになる前に、とありありと顔に書いて、瞭があいづちを打つ。

　祥はしばし眉まゆ根ねをよせて考えこんでいたが、目前の少女の求めるまなざしに気づくと、しかたがないと息を吐はいた。

　話してくれる気になったらしい気配に、珪華は彼の方へと身をのりだした。

「ねえ、皇宮から笛の音が絶えたってほんと？」

「……町で聞いたのか」

　口を開きかけた祥の機先を制すれば、その面にかすかな険しさがよぎる。それに、噂うわさは本当なのだと直感した。

「笛を吹くと、どこからともなく白い影が現われるって」

「俺は見たことがないがな」

「だから、わたしに話してくれなかったってこと？　それを調べるために、わたしが皇宮にのりこむとでも思った？」

　心外だ、と批難をこめて睨にらみつけた珪華に、祥が痛くも痒かゆくもないといった顔つきで「おまえならやりかねん」と顎あごをひく。

「失礼ね！　わたしだって、そこまで──」

「──が、邸やしきからでるなと言ったのはほかにもわけがある」

　あげた反論に被かぶさるように続けられたそれに、でかかっていた言葉を吞のみこむ。

　──皇こう帝ていが捜さがしてるってこと？……ううん、そんなのはじめからわかってることだし。

「……ほかのわけって？」

　投げかけた視線が、じっとこちらを見つめる深いまなざしと絡からみあう。

　互たがいに探さぐりあうような沈ちん黙もくのあと、祥がゆっくりと口を開いた。

「一部の貴族たちが、密ひそかにおまえの行方を捜してる」

「え……」

　予想外の報せに、身体からだがこわばる。

　どうして、と言いかけ、珪華ははっと息を吞んだ。

「──その人たちも、皇帝の位を狙ってるってこと？」

「ああ。──今きん上じよう帝ていには天から認められた帝てい位いの証あかしがない。なら、自分が先に天帝から降くだされたという救世主を見つけられれば……という心しん算さんらしいな」

「その人たちは……『救い手』がどんな存在か、わかってるの？」

　珪華自身、救い手がどんな存在なのか認にん識しきしているとは言えない。祥によれば、古の書には風がどうやって甦よみがえったのか、詳くわしいことが書かれていなかったからだ。

　わかるのは、自分が救い手と称しようされ、この国のはじまりの時、天てん帝ていの遣つかいである鳳ほう凰おうから太祖の姉に授さずけられたという、宝笛に選ばれた者であるということ。そして、その宝笛が太祖に授けられた宝ほう剣けんと対をなしているであろうこと。それら二つを揃そろえ、宝笛を奏かなでた時、この地に風が甦るのではないかということだ。

　ほとんどが憶おく測そくでしかない。

　が、はっきりしているのは、自分救い手がいたところで、天から恵めぐみが降ってくるわけでもなければ、皇帝として認められたことにもならないということだ。

　天帝からこの地を任せられた証である宝ほう珠じゆとは、わけが違ちがう。

「わかってるわけがないだろう」

　どこか苦い顔つきの祥もまた、皇帝位を狙う一人だ。

　けれど、彼は『皇帝になる』ことよりも、『風が輝かがやく国』をとり戻したいと願っていることを知っている。そこに民たみを思う心があることもだ。

　だからこそ、珪華はなんだかんだ言いながらも、彼に協力するためにここに留とどまっている。

　──皇帝に追われてるだけでもやっかいなのに、そんな人たちまで救い手わたしを捜してるなんて……。

　見も知らぬだれかに狙われているという事実に、ぞっとする。

　自分の知らないところで、いつのまにか大きな渦うずに巻きこまれている感覚に、珪華は身み震ぶるいした。

「……だから、聞かせたくなかったんだ」

「え？」

　ぽつりと落ちた声に、束つかの間ぼうっとしていた珪華は、慌あわてて瞬またたくと沈しずみそうな気持ちを払はらった。拾い損そこねた言葉を尋たずねるように祥を見返すが、返ってきたのは冷めた瞳ひとみだった。

「ともかく、知りたいことはわかっただろう。宝剣のことはこちらで機会をうかがってる。おまえは余計なことをせず、おとなしくしてればいい」

「っ、わたしは──！」

　関かかわることを拒こばむそれに声を荒あらげかけ──ぐっと掌てのひらを握にぎり締しめて、口を閉とざす。

「そう……わかった」

「珪華？」

　訝いぶかしげな呼びかけにも構わず、席を立つ。踵きびすを返し様、雷牙が笑いをこらえるように肩かたを震ふるわせているのが目にはいったが、気にするだけの余よ裕ゆうはなかった。

　追ってくる三対の視線を無視して、珪華は室へやをあとにした。

　そうして、与あたえられた室に戻もどり、扉とびらを閉めた途と端たん、彼女は顔を覆おおうと、扉によりかかるようにしてずるずるとしゃがみこんだ。

「……わたし、なに、言おうとしたの」

『わたしは──！』

　そう声を荒げた時、思わず言いそうになってしまった。

「わたしはあなたのなんなの」と……。

　どんな答えを期待したというのだろう。

　協力者だと言われれば、満足だったのだろうか。それとも、仲間だと言ってほしかったのか？

「莫ば迦かみたい」

　どんな関係なのか、聞かずともよく知っているではないか。

　利害が一いつ致ちした協力関係、ただそれだけだ。

　祥にとって必要なのは救い手としての価値であって、珪華であろうとだれであろうと関係がない。

　自分だって同じことだ。彼が皇子だろうと、将軍だろうとどうでもいい。望みのために力を貸してくれるだろうから、ともにいる。

　最初からわかっていたことだ。

「……なのに、なんでこんなに、苦しいの」

　冷めた濃こい青の瞳を思いだすと、ひどく息苦しい。そんな自分がわからなくて、気持ちを持て余してしまう。

　それは老師を失ったのとはまた違う胸の軋きしみだった。

　心をおちつけるようにしばらく身体を丸めていた珪華は、深く息をつくと顔をあげた。

「こんなんじゃだめ」

　いつだって、自分にできる精せい一いつ杯ぱいのことをしてきたではないか。こんなところでくよくよしていては、育ててくれた老師に顔向けできない。

「よし！」

　珪華は気持ちをいれ替かえるように両手で頰ほおを叩たたくと、立ちあがった。

「──とはいえ、どうしよう」

　老師の形見もなくし、宝笛を吹ふくわけにもいかず、ひさしく笛に触ふれていない。いざという時に指が動かない、ではどうにもならないから、祥にどこかで手にいれてきてもらえるよう頼たのんでみようか。

　そんなことを考えながら、とりあえず着き替がえようと珪華は袍ほう衫さんの腰こし帯おびを解いた。拍子にひらりとなにかが舞まい落ちて、首を傾かしげる。

「……紙？」

　さし挟はさんでいた覚えはない。一体どこでこんなものがまぎれこんだのだろう、と床ゆかに落ちたそれを拾いあげた。

「？　なにか、書いてある」

　勝手に見てもいいものか逡しゆん巡じゆんするが、これがなにかわからない以上しかたがない。

　二つ折りになった紙をそろそろと広げ──珪華は大きく目を瞠みはった。

「……なに、これ!?」

　干ひ上あがった喉のどから、悲鳴じみた言葉が零こぼれる。瞬きも忘れて、紙面を凝ぎよう視しした。




『笛を預かっている。葵玄陽について知りたくはないか』




　流りゆう麗れいな手で記された文に、紙を持つ手が小刻みに震えた。

「う、そ」

　差出人の名はない。

　だが、祠し辰しん殿でんの騒そう動どうの折になくした笛を、自分のものだと知っている人物は多くはない。その中でも真っ先に思い浮うかぶ顔が、ある。

「ど、して、老師の名前……」

　彼の前で、玄陽の名をだした覚えはまるでない。そもそも、中央から遠く離はなれた辺境の地の、一薬くす師しの名など知っているはずがないのだ。

「わたしのことを、調べたの？　それとも──」

　知っていた？　と養い親の名を凝ぎよう然ぜんと見つめる珪華の脳のう裏りには、かつての祥とのやりとりが甦っていた。

　あれは祥に出会った翌朝だった。笛の話から、老師が元祠し官かんだったのか、と尋ねられたことがあった。

　もしかして、玄陽は本当に元祠官で、彼と面識があったのだろうか？

　だとしても、自分と老師の繫つながりまでわかるとは思えない。

　だが、そんなことより問題なのは……

「これ──いつ、いれられたの？」

　珪華は目まぐるしく記き憶おくを探さぐり、あっと声をあげた。

「市でぶつかった、あの人！」

　直後に瞭に見つかったため印象が薄うすれていたが、邸やしきをでてから接せつ触しよくしたのは彼しかいない。あの時に、スリよろしく懐ふところにいれられたのだろうか。

「……ちょっと、待って」

　そこまで考えて、珪華はぞくりと全身を震わせた。

　あの時自分は、今と同じ少年の格好をしていた。見慣れた人物でもなければ、珪華という少女だとはわからなかっただろう。現に、あれほど間近で話をした男たちでさえ、自分のことを「小僮ぼうず」と呼んだ。

　人ひと違ちがいなどでないことは、ここに記された玄陽の名が証明している。

　彼は自分が葵珪華だと知っていて、ぶつかってきたのだ。

「わたしがあそこにいくなんてこと、だれも知らなかったのに」

　それどころか、再び祥の邸に身をよせて以来、出歩くこと自体がはじめてだった。にもかかわらず、彼は謀はかったように接触してきたのである。

　そこから導かれる結論は、ただ一つ。彼は、もしくは彼らは、この邸を見張っていたのだ。

「──ッ」

　走った戦せん慄りつに、珪華は手にしていた紙を握り潰つぶしていた。

　──あの人に、わたしがここにいるって、知られてる……。

　見方を変えれば、それはいつ祥に彼かの人物の手が伸のびてもおかしくないということだ。

　なにもできないいらだちに燻くすぶりながらも、今日までおとなしくしていたのは、自身が狙ねらわれているからだけではない。祥のことがあったからだ。

　自分を匿かくまっていると知られれば、彼もただではすまない。下手をしたら、謀む叛ほんの疑いをかけられる可能性だってある。

　風をとり戻し、帝てい位いを自分のものにするのが先か、捕つかまるのが先か。祥にとって、救い手が手元にいるということは、諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。

　この紙は、自分を誘さそいだす餌えさであり、警告にほかならない。

　珪華は騒さわぐ胸をおちつけるように深呼吸すると、しわくちゃになった紙をゆっくりと伸ばしていった。

「葵玄陽について、知りたくはないか……」

　最初目にした時は、いろんな衝しよう撃げきであまり意識していなかったが、改めてみる文に心が揺ゆらぐ。笛のことにしてもそうだ。

　しょうがない──そう思ってはいても、老師を偲しのぶよすがである笛をなくしてしまったことは、痛手だった。どうして手を離してしまったのかと、どれほど悔くやんだかしれない。

　それをとり戻もどせるかもしれないのだ。

　さすがに、老師が語ろうとしなかった過去を暴あばくような真ま似ねは気がひけるが、知りたいという欲よつ求きゆうが勝まさった。

　老師のことがわかれば、なぜ自分にあんな遺ゆい言ごんを残したのか──自分が何者なのか、わかるかもしれない。

「それに、虎こ穴けつにいらずんば虎こ児じを得えず、って言うし。──そりゃ、この誘いにのるのが危険だってわかってるけど、ここにいるだけじゃなにもできないもの。このままじゃ、ほしいものは手にいれられない」

　居場所がむこうに知られてしまっている以上、危ないのは同じことだ。ここにいても役にたてないのなら、せめて祥に影えい響きようが及およぶのは避さけたかった。

　それに、珪華を捜さがしているという貴族たちが救い手のなんたるかを知らないように、彼もまた、失われてしまった帝位の証あかしである宝ほう珠じゆの代わりに、手元に置いておきたいだけだ。騒がしい者たちを黙だまらせるための道具にすぎない。

　ならば、殺されるようなことにはならないだろう。宝珠がない今、救い手自分に死んでもらっては困るのはあちらの方なのだから。

「祥だって、実際音が鳴るまで宝笛と宝ほう剣けんの関係に気づいてなかったんだもの。あの人なら宝珠が偽にせ物ものだってまわりにばれた時点で、宝剣を用なしとみなしてる可能性だって高い」

　だとすれば、今度こそ宝剣を手にいれる絶好の機会だ。

「──あっちが利用するつもりなら、逆にこっちが利用してやるまでよ」

　決意とともに固めた拳こぶしの中で、皺しわんだ紙がくしゃりと音をたてた。
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「またあれを使うことになるとはね」

　自じ嘲ちようするように零して、珪華は巡めぐらされた塀へいの方を振ふり返った。視線の先には、木戸にもたれかかるようにして倒たおれている男の姿がある。

　呼びだしに応じることを決めた彼女は、善は急げと夜が更ふけるのを待って室へやを抜ぬけだした。

　昼間は簡単に見張りの目を誤ご魔ま化かすことができたが、今度も同じ手が通用するはずがない。当然、警けい戒かいは厳しくなっているだろう。

　ならば、と利用したのが、眠ねむり薬だった。

　気絶するように眠りに落ちた男に罪悪感を覚えながらも、その横を抜け、珪華は祥の邸をあとにした。

「……ごめんなさい」

　相談もせず、勝手なことをしている自覚はある。

　珪華は届かない謝罪を唇くちびるにのせ、暗がりに身を隠かくすように歩を急がせた。空を仰あおいで方角をたしかめると、北へとむかう。

　あの紙には、差出人はおろか、具体的にどうしろとは書かれていなかった。けれど、自分の推測が正しければ、これでいいはずだ。

　連なる塀の陰かげに身を潜ひそめるようにして、気を抜くと鈍にぶりそうになる足を叱しつ咤たしながら、人気のない路みちを進む。浮かびあがる影が大きくなっていくに従って、否いや応おうなく鼓こ動どうも速まっていく。

　やがて、長大な壁かべを見上げるようになったころ、

「──お待ちしておりました」

　すっと音もなく隣となりに並んだ人ひと影かげがあった。

　突とつ然ぜんのことにあがりそうになった悲鳴を吞のみこんで、珪華は、やっぱり、と横をうかがった。

　自分のことを見張っている人物がいるのなら、ここまでくれば意図を察してでてくると思ったのだ。

　無言のまま頷うなずいた珪華に、若い男らしい人影は「こちらへ」と踵きびすを返した。

　ちらっと今きた方角を見やったあと、一つ深呼吸をしてあとに続く。

　そうして、珪華は再び安永城の門をくぐることになったのである。







　第二章　賭　かけ







　男はそれがあたりまえだというように、珪華がついてきていることをたしかめもせず、灯とう籠ろうにほのかに照らされた路を進んでいく。もともと人気はないが、さらに人目につきにくい場所を選んでいるようだった。

　顔見知りなのか、特別な手形でもあるのか、いくつかとおった門もん扉ぴでも門衛に止められることもなければ、問い質ただされることもない。ただ、興味深げな一いち瞥べつがこちらに投げかけられる程度だ。

　皇こう宮ぐうの広さを証明するように、かなりの距きよ離りを歩いたころ、見覚えのある景観になるにいたり、珪華は密ひそかに喉のどを上下させた。

　──いよいよだ。

　この先に、彼が待っているのだ。

　命を奪うばわれることはないだろうとはいえ、過去に受けた振るまいを思いだせば、自然顔がこわばる。それを解き和やわらげるように、軽く頰ほおを擦こすった。

「……気持ちで負けたら終わりじゃない」

　ただでさえ、圧あつ倒とう的に立場が弱いのだ。つけいられる隙すきはすくない方がいい。

　──宝笛は祥のところに置いてきたし、なくすものがあるわけじゃないもの。

　そう表情をひき締しめた時、前をいく男が肩かた越ごしに振りむいた。

「なにか言われましたか？」

「いえ、別に」

　さきほどの独り言を聞かれていたらしい。

　怪あやしむ視線を知らぬふりで、珪華はなにげなくあたりを見回した。そして、自分が庭院なかにわのような場所にいることに気がつく。

　──いつのまに……。

「……では、こちらに」

　男は前へむき直ると、柱ちゆう廊ろうに面した格こう子し戸どの一つへと近づいていった。

　それに、いよいよ心臓が高く鳴る。思わずついていくことも忘れて凝ぎよう然ぜんと見つめていると、再度振り返った男に、早くこい、と目顔で催さい促そくされる。

　珪華は我に返ると、さすがに緊きん張ちようした面おも持もちであとを追った。

「中でお待ちです」

　一方的に告げた男は返事も待たずに膝ひざを折ると、格子戸に手をかけた。

「失礼いたします」

「……」

　開かれていく戸に、珪華は息をつめた。

　見つめる先に、灯あかりに照らされた、嫌いやでも見慣れた室内が広がっていく。

「さあ」と身体からだを押され、彼女は重たい一歩を踏ふみだした。

「きたか、我が小鳥よ」

「──呼んだのはあなたでしょう、陛下。大体、あなたのものになんかなった覚えはないわ」

　射るような視線とともに投げかけられた声こわ音ねに、ゆっくりとそちらへとむき直る。

　そこには自分を呼びだした張本人──今きん上じよう帝てい利り佑ゆうの姿があった。

　皇こう帝てい相手に叩こう頭とうもせず、まっすぐまなざしをあわせたのみならず、不ふ遜そんな物言いをした珪華に、「きさまっ」と横合いから叱しつ責せきが飛ぶ。

「よい」

　だが、佑は短く制すると、こちらから目を離はなさないまま、手の一ひと振ふりでここまで案内してきた男をさがらせた。

「ひさしいな。おまえの顔が見えぬ間は寂さびしかったぞ」

「そうですか。わたしは、できれば二度と会いたくなかったんですけどね」

　丁てい寧ねいながら皇帝に対するものとは思えぬ口調は、まるで示す礼れい儀ぎはないと言わんばかりだ。そんな彼女に、佑は低く喉を鳴らした。

「それにしても、ずいぶんと可愛かわいらしい格好だことだ」

「それは、どうも」

　怒いかりを見せるでもなく、頭から足元まで視線を巡めぐらせた男に、珪華は、やっぱり兄弟か、と胡う乱ろんげに目を細めた。

　この姿の方が人目をひかないだろうと、ここにくるにあたって着き替がえてはこなかった。つまり、少年の格好をしたままなのだ。

　それを褒ほめるなど、嫌いや味みか皮肉としか思えない。初対面の際、自分を男呼ばわりした祥と同じで、子どもだと思っているのだ。──手玉にとるのもわけないくらいの。

　当の佑はといえば、榻ながいすに悠ゆう然ぜんと座しているにもかかわらず、見る者に恐おそれを抱いだかせる威い圧あつ感かんをまとっている。帝てい位いの証あかしである宝ほう珠じゆがあろうとなかろうと関係ない。自分こそがこの国を統すべる者なのだと、その姿が語っていた。

　──だけど、こっちだってそう簡単に思いどおりになったりしないんだから…っ

　こちらを見つめる漆しつ黒こくの瞳ひとみに吞まれそうになる気持ちを奮い起こし、珪華は改めて目の前の男を見み据すえた。

「あの紙、どういうことですか？」

「夜は長い。そう急せくことはあるまい」

　薄うすく笑った佑が、座ったらどうだ？　と座面を叩たたく。

　しかし、過去に同じ状じよう況きようで痛い目にあっているのに、迂う闊かつに近づくほどおめでたい頭はしていない。

　硬かたい面持ちで微び動どうだにしない珪華に、佑はやれやれというように懐ふところを探さぐった。

「おまえが言うのは、これのことか」

「それ……！」

　カツンッ、と音をたてて卓たくに放ほうられたものに、思わず足が数歩前にでる。ころころと卓上を転がったのは、見覚えのある笛だった。

　ひと月半ぶりに目にした懐なつかしさと、粗そ雑ざつに扱あつかわれた憤いきどおりが、胸の中でせめぎあう。

　すぐにでも飛びつきたい気持ちをぐっと抑おさえ、珪華は佑をうかがった。

　──この人が、こんなに簡単に……ただで返してくれるはずがない。なにが目的なの？

　警けい戒かいもあらわに見つめていると、佑が軽く眉まゆをあげた。

「どうした、これはおまえのものではないのか？」

「……」

　はい、とも、いいえ、とも答えあぐね黙だまりこんだ珪華に、そうか、と彼の手が卓上の笛へと伸のびた。

「ならば、必要はないな」

　冷ややかに言い捨てるやいなや、拾いあげた笛の両りよう端たんに手をかける。あたかも真っ二つにへし折らんとするその動作に、悲鳴が口を突ついていた。

「止めて！」

　とっさに駆かけより、笛へと腕うでを伸ばす。

　けれど、指先が笛を摑つかむより早く、手首を摑まれた。振ふり払はらおうとするが、逆に強くひきこまれ、卓にのりあげる形になってしまう。

「ぃ、た…ッ」

　したたかに打ちつけた膝の痛みに、珪華は唇くちびるを嚙かみ、顔を伏ふせた。固く目を閉じて痺しびれたような痛みをやりすごそうとするが、それも長くは続かなかった。

　節ばった指に顎あごを摑まれ、強ごう引いんに上をむかされる。はっとして双そう眸ぼうをこじ開ければ、涙なみだに滲にじむ視界の先に、こちらをのぞきこむ鋭えい利りな面があった。

　その近さと鋭するどさに、知らず息を吞のむ。

　佑は顎を捉とらえたまま、親指でこちらの目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐうように目元をなぞった。

「案ずるな。この笛はおまえに返す」

　囀さえずらぬ小鳥は面おも白しろ味みが半減する、と唇が耳じ朶だをかすめるように吹ふきこまれる。

「つっ……」

　触ふれるか触れないかという淡あわい感かん触しよくと吐と息いきに、珪華は肌はだを戦慄わななかせた。

　ただ、次の時、うっそりと細められた双眸に、それは別の震ふるえに変わった。

「その代わり──一つ、賭かけを」

「……賭？」

　干ひ上あがりそうな喉のどを小さく上下させ、慎しん重ちように問い返す。

　しかし、自分で言いだしたにもかかわらず、佑は答えることなく唇を歪ゆがめた。

「！」

　刹せつ那な、背中に走った薄ら寒さに、珪華は顎を摑む手を振り払うようにして上体を起こした。それが間ま違ちがいだと気づいたのは、直後のことだった。

「きゃぁッ」

　こちらが身を起こすのを待っていたように、腰こしに腕が回される。そのまま、腕一本で抱きあげられるように足が卓の上を滑すべり、気づいた時には佑に抱きこまれていた。──否いな、膝の上に抱かかえられていた。

「なっ……放して！」

　まるで子どもが親の膝にのっているような体勢に、かっと頭に血がのぼる。かろうじて丁寧だった言こと葉ば遣づかいもかなぐり捨て、珪華は腰に回った腕をはずそうともがいた。

　だが、がっちり腰を捉えた腕は、びくともしない。挙句、

「軽いな。食べているのか」

　女は肉付きがいいくらいがいい、とたしかめるように腰回りをなでられ、珪華はきっと佑を睨にらみつけた。

「余計なお世話よ！　大体、瘦やせてようが太ってようが、あなたには関係ないでしょッ」

　この兄弟はどこまで自分を子ども扱いすれば気がすむのか。

　それでいて、吐息が感じられるほどの近さと肌に感じる熱が、夏の夜を思いださせ、気を抜ぬくと震えが走りそうになる。勝手に早くなる鼓こ動どうが恐れを伝えてしまいそうで、珪華はせめてもとまなざしに一層の力をこめた。

「それより、賭ってどういう意味？　詳くわしいことを聞かないと、答えようがないんだけど」

　嚙みつくように問い質ただせば、佑の双眸が意味ありげに細められる。

「……手て管くだか、鈍にぶいだけか」

　はたしてどちらだろうな、と鼻を鳴らしてわけのわからないことを呟つぶやき、彼は空いた手で放ほうりだされていた笛を拾いあげた。

「最近、上都みやこで噂うわさになっている出来事を知っているか」

「噂？　それと賭になんの関係が……」

「知っているのかいないのかと聞いている」

　いっこうに緩ゆるむ気配のない拘こう束そくにもがくことを諦あきらめ、眉を顰ひそめた珪華に、有う無むを言わさぬ口調が答えを促うながす。
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　あちらの調子にのるのは気にいらなかったが、のるのが一番早く話を進める方法らしいと、思考を巡らせる。とはいえ、ここひと月半、かぎられた人物としか接していなかったため、噂といえば一つしか知らないのだが。

「……皇こう宮ぐうで、得体の知れない影かげが目もく撃げきされてるっていうのなら、聞いてるわ」

「笛の音が関かかわっているということは？」

　信じたくなくてわざと省いたそれを佑に切りこまれ、不承不承顎をひく。

「ならば、話は早い」

　口くちの端はしに刻まれた笑えみと話の流れに、珪華は表情をひきつらせた。

「ちょっと待って。まさか、その正体を探れって言うんじゃ……」

「察しがいい」

「なんでわたしがっ──」

　反射的に拒きよ絶ぜつが口を突きかけ、ふと言葉を切って押し黙る。

　──これを断ったら、老師の笛は返ってこないってこと？　でも、なんでそんなことわたしにさせようっていうの？

　調べるなら、それこそ私兵たちでも使えばすむ話だ。城下に聞こえるほど騒さわぎになっているなら、ほかよりそういうことに詳しそうな祠し辰しん殿でんの祠し官かんたちに公的に指示をだしてもいい。

　そこをあえて、あんな面めん倒どうな手段を使ってまで呼びだし、自分にさせる意味があるはずだ。

「害をなすわけでもないものに、ああまで大おお騒さわぎする者どもの気がしれんが、近ごろでは笛のふの字も口にしないありさまだ。陰いん鬱うつでしかたがない。祠官どもも役にたたん以上、笛のことならばおまえに任せてみようかと思ったまでだ」

「……わたしが影の正体を暴あばいたら、笛を返してくれるってこと？」

　不快そうに眉を顰める佑を注意深くうかがえば、こちらを見下ろす双眸が妖あやしげに閃ひらめいた。

「笛は、賭を受けるかどうかの条件だ」

　つまり、賭を受けねば笛は戻もどってこない上、賭の代だい償しようは別にあるということだ。

　──のってもいい？　結果はどうあれ、あの笛は返ってくる。賭の代償がわからない以上、危険は危険だけど……。

　これまでの様子で、一つ気づいたことがあった。

　佑が宝ほう剣けんを持っていないのだ。ひと月半前までは常に手元に置かれていた宝剣が、榻ながいすの上はおろか、室へや中どこを見ても見あたらない。

　思っていたとおりだ。

　余計な騒ぎになるのが煩わずらわしいから偽いつわっていただけで、佑自身は天の加護などどうでもいいと考えている。人目を謀たばかる必要がなくなった以上、これ幸いとどこかにしまいこんでいる可能性が高い。

　──賭にのれば、影の正体を探る名目で皇宮内を探し回っても不自然じゃない。

　自分にとって価値を見み出いだせないものに、必要以上に注意を払ったりはしないだろう。

　考える珪華の脳のう裏りに、一いつ瞬しゆん、祥の険しい表情がよぎる。

「──賭の内容は？」

　それを振り払うように発した端たん的てきな問いに、得たり、と佑は酷こく薄はくな笑みを浮うかべた。

「期間は次の冬至まで。冬至の儀ぎ式しきにさすがに笛の音なしというわけにはな」

「……」

　そんなこと気にもしないくせに、と皮肉げに思いながら、無言のまま先を促す。

「冬至までに影の正体を暴ければ、おまえの勝ちだ。望むものをくれてやろう」

「……望む、もの？」

　ぴくりと反応した珪華に、佑は、ああ、と笑みを深めた。

「望むものを一つくれてやる。──おまえの養い親についてでもなんでも、な」

「老師について……？　あの紙にもあったけど、それってどういう」

「賭に勝ってからだ」

　そういえば、と口にしかけるが、ぴしゃりと遮さえぎられる。

　珪華は行き先を失った言葉と戸と惑まどいに、なにか言いたげに唇を開きかけたあと、諦めたように嘆たん息そくした。

「──わたしが負けたら？」

　代わりにもう一方の条件を聞く。天てん秤びんは賭にのる方に傾かたむいているとはいえ、そこを確かく認にんしないことには決められない。

「そうなれば、おまえは私のものだ。皇后の位は空けてある」

　やっぱり、と珪華は唇くちびるを嚙かんだ。

　あの紙でも今までも一言もそのことには触れてこなかったが、自分を捜さがしていた以上、諦めているはずがなかった。

　──そんなことしても、むだなのに……。

　だからといって、宝ほう珠じゆをとり戻せるかもしれない唯ゆい一いつの方法を説くことはできない。この男にそれを気づかせるわけにはいかないのだ。

　天の恵めぐみの風を、「なぜ必要なのか」と言う彼には……。

　自分を単なる道具としてしか見ていないのは憤いきどおろしいが、天あまつ風までそんな扱あつかいをさせるわけにはいかない。

　──けど、なんで賭なんて持ちだしてきたんだろう？

　まんまと餌えさにかかった自分を、無む理り矢や理りその地位に押しこめるのは簡単なはずだ。

『賭』という形で選ばせることで、手をとったのは自分だと思わせるためだろうか？

　だとしたら、こちらの性格をよく読んでいるとしか言いようがない。

　底なし沼ぬまのような思し索さくにはまっていた珪華だったが、ふいに顎あごにあたった固い感触に思考が途と切ぎれる。

　それが笛だと気づいた時には、いつのまにか俯うつむけていた顔を、顎をすくいあげられるようにして上向かされていた。

「なにを迷う？　影とやらが、怖ろしいか」

　のぞきこんできた相そう貌ぼうのおもしろがる色に、そんなことで悩なやんでいるわけではないと知っているだろう、と珪華はまなざしを尖とがらせた。

「あなたが言ったんじゃない。害をなすわけでもないって。そんなものより、人間の方がよっぽど怖こわいわ」

　いつの時か祥が言っていた。皇宮は魑ち魅み魍もう魎りようの巣そう窟くつだと。そのとおりだと、今なら実感を持ってわかる。

「たしかに」と喉のどを震ふるわせながらも、瞳ひとみだけは笑っていない目の前の男は言うに及およばず、水面下で蠢うごめいている貴族たちの思おも惑わくを思うと、金属の塊かたまりを吞のみこんだような気分になる。

　冴さえたまなざしで計るようにこちらを見つめる男の思惑は、どこにあるのだろう。

「……もし、わたしが断ったら？」

　試ためしに告げてみると、無言のまま腰こしに回された腕うでに一層の力がこもった。

　──逃にがさない、か。

　わかりきっていたことだが、自分には選せん択たく肢しがあるようでないらしい。

　ただ、もとより断るつもりもなかった。

　こんな賭かけを持ちだしてくるということは、佑には勝つ自信があるのだろう。自分にとって分が悪いことは否いなめない。

　──けど、この賭に勝ちさえすれば……どこにあるか見つけられなかったとしても、宝剣を手にいれられる。

　彼は『なんでも』と言った。

　老師の過去も、佑との関係も気にならないわけではない。今だとて、知りたいという欲よつ求きゆうが疼うずいている。

　しかし、くれるというなら、迷わず宝剣を選ぶ。この国に風をとり戻すことは、自分や祥だけの願いではない。懸けん命めいに日々を生きる人々の悲願であり、玄陽の最期の願いなのだから。

　それに、と内心呟つぶやいて、珪華は佑の瞳をのぞきこんだ。ぬばたまの輝かがやきに、挑いどむような目つきをした自分が映る。

「わたし、腹がたってるの」

「……なに？」

　急にそんなことを言いだした彼女に、さすがに佑の表情が動く。

　いかにも訝いぶかしげによせられた眉まゆに、躍おどらされてばかりでたまるかと作った笑いを浮かべ、顎にあてられた笛を摑つかんだ。

「あなたにとってはどうか知らないけど、わたしにとって笛の音色は、天や亡なくなった老師との繫つながりを感じられる大切なものよ。それをあたかも呪のろいかなにかのように揶や揄ゆされるなんて、冗じよう談だんじゃないわ」

　そんな風に思うこと自体、やましい思いがある証しよう拠こだ。

　言い切った珪華に佑は軽く目を見開いた。落ちた沈ちん黙もくが、笑しよう声せいにとって変わるまで、さほどの時間はかからなかった。

　含ふくみ笑いが常の佑の、珍めずらしい高らかな笑い声が室に響ひびく。

「──ならば、賭は成立だ」

　しばらくして笑いをおさめた佑が、唇を持ちあげた。

　珪華はそれに頷うなずきながら、

「だったら、いい加減放してくれる？」

　逃がさないという意思表示ならもう必要ないだろうと告げれば、佑の片眉があがった。

　──あ……今の表情、祥に似てる……。

　今ごろ、祥たちは自分がいなくなったことに気づいているだろうか？

　仮にも大将軍邸ていだ。倒たおれている見張りの者が朝まで発見されないような、緩ぬるい警備はしていないはずだ。

　また怒おこってるかな、とぼんやり思っていると、するりと頰ほおをなでられた。

「っ、なにするの！」

　いきなりのことに、珪華はびくりと身を揺ゆらした。

　まるで祥のことを考えていたのを見み透すかされたようで、かっと頰がほてる。

「つくづくおもしろい小鳥よな」

　だが、佑の表情には不快の色はなかった。むしろ、さきほどの高こう笑しようの名残なごりなのか、ひどく愉しげだ。

「その口から、私を好きだと囀さえずらせてみたくなった」

　挙句、そそのかすように唇を冷たい指先でなぞられ、肌はだが粟あわ立だつ。

　意識の片かた隅すみに押しやっていた恐おそれが甦よみがえりそうな感覚を必死でこらえていた珪華は、だから、なにを言われたのか最初わかってはいなかった。

　──囀らせるって、この人なに言って……って、え？

　好きだと言わせたくなった、と彼は言ったのか？　その口から、ということは……と考えて、珪華はぎょっと目を瞠みはった。

　同時に、いつのまにか回っているだけになっていた腕を力いっぱい振ふりほどき、膝ひざの上から逃のがれる。

「……っなこと、だれが言うもんですか！」

　勢い、卓たくにけつまずきそうになりながらも飛び退すされば、「だからこそ、おもしろい」といつもの低い笑いが追いかけてきた。

「冬至が楽しみだ」

「──絶対、影かげの正体を突つき止めてみせる」

　賭のことだけでない含みを持った佑をねめつける。

　──なんでもかんでも思いどおりにはならないって、この性悪男に思い知らせてやるんだから…っ

　もう一つできた目的を、珪華は固く胸に刻みこんだ。
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　夜が明けないうちに起きだした珪華は、身み支じ度たくを調ととのえると、人目をはばかるように室へやを与あたえられた宮きゆう殿でんをあとにした。

「まさか、ここに戻もどってくるとは思わなかったけど……」

　息をついた途と端たん、ふっと薫かおった香かに、ほのかな火明かりに照らされたあたりへ目をやる。暦こよみの上では冬にさしかかった時季にもかかわらず、ここ西苑こうきゆうではすくなくない花が宮内を彩いろどっていた。

　初春にでもならないかぎり花が絶えることがないここは、後宮百花──皇こう帝ていのための女たちが咲さき誇ほこる場所でもあった。

　数ヶ月前を思いだすようにぼんやりと視線をさまよわせていた珪華は、遠くから聞こえた鐘かねの音にはっと我に返ると歩みを再開させた。

「いけない、急がないと」

　遅おくれたらどんな文句を言われるか、と容易に想像できるそれに眉を顰ひそめた。

　足早に後宮唯ゆい一いつの出入り口である衆しゆう芳ほう門へむかえば、門もん脇わきにすでに待機している人ひと影かげがある。主に宮中の内向きのことを掌つかさどる内ない侍じ官の一人だ。

「申しわけありません。遅おそくなりました」

「────」

　さげた頭に痛いほどの視線が突き刺ささるが、無言のまま踵きびすを返される。

　ここで宮きゆう妓ぎを務めていた時とは違ちがい、すんなりとおされる門をくぐってあとに続きながら、珪華はでかかった溜ため息いきを吞みこんだ。

　──不ふ審しんに思われてるなぁ。

　しょうがないと思いつつも、なんでこんな目にと思わずにはいられない。

「こんなこと、好きでやってるわけないじゃない」

　とはいえ、こちらの存在が公おおやけになって困るのは、自分の方だ。

　珪華は聞こえないよう苦々しい声でぼやきながら、皇帝の私的な空間である内ない廷ていへと足を踏ふみいれた。

　こちらも探さぐるまなざしをよこす武官に拱きよう手しゆして、戸を抜ぬける。そこここから投げかけられ、まとわりつく好こう奇きとも嫌けん疑ぎとも知れぬ視線が遮さえぎられたことに、わずかに肩かたから力が抜けた。

　ただ、ほっとする間もなく、今度は指示に従って静かに、けれど手早く、手水ちようずや衣い裳しようの用意など朝の準備をしていく。

　それらが大方整ったところで、珪華は促うながされ、一人房室しんしつへとむかった。

　重い気持ちをひきずるようにして、「失礼いたします」と暗い室内へと身を滑すべりこませる。まずは、と外の明かりを採りいれるために、閉められていた蔀しとみを開けた。

　問題は、ここからだ。

　手燭を置くと、珪華は帳とばりのおりた臥牀しんだいへと足をむけた。

「おはようございます、陛下」

　帳の外から声をかけるが、返事もなければ、身を起こす気配もない。

　──だれよ、『陛下は気配に聡さとくていらっしゃるからお声をかけるだけでいい』って言ったのは！

「起きろ！」と怒ど鳴なりつけたい気持ちを殺して、帳を開ける。

「おはようございま──、ッ」

　再度声をかけながら、褥しとねにわだかまる影へと手を伸のばした時だった。急に腕うでを摑まれたかと思うと、ひき倒される。

　珪華はとっさに空いた手と膝を褥の上に突くと、なんとか倒れこむのを防いだ。

　今のは一体、と突とつ然ぜんのことに逸はやる胸をなでおろせば、かすかな火明かりが映りこむ闇やみ色の双そう眸ぼうと目があった。

「──！」

「朝からずいぶんと積極的なことだ」

　やっとその気になったか、と薄うす明あかりの中、寝ね起おきとは思えない表情で片かた笑えんだ佑を、凝ぎよう然ぜんと見下ろす。

　そう、見下ろしていた。つまり、寝ている佑に覆おおい被かぶさる形で馬乗りになっているのだ。

　理解した状じよう況きようと佑の言葉に、かっと頭に血がのぼる。

「そっち──ぐっ」

　ひっぱりこんだのはそっちだろう、と叫さけびかけるが、すかさず大きな掌てのひらに口を塞ふさがれた。

「騒さわげば人がくるぞ？　私は構わないがな」

　正体を知られたくはないのだろうと低い声で囁ささやかれれば、唇くちびるを嚙かむしかない。

　──絶対、最初から起きてた…っ

　この性悪が、と睨にらみつけ、珪華は腕に力をこめて身体からだを遠ざけながら首を振ふり、佑の手からなんとか逃れる。だが、摑つかまれたままの腕のせいでそれ以上起きあがることができない。

「……でしたら、早く起きてください。陛下」

　むきになるから遊ばれるのだと、極力感情を滲にじませない声で促す。

　しかし、佑は聞こえてもいないかのように、馬乗りになったこちらの姿に視線を滑らせた。

「なかなか目に愉たのしい眺ながめだが、なんとも色気のないことだ」

「こんな格好をさせたのは、あなたでしょう」

　どの口が言うのかと、珪華は一昨日おとといの晩のやりとりを思いだし、胡う乱ろんに目を細めた。




「賭かけの間は皇こう宮ぐう内を調べさせてもらうことになると思うけど、どうすればいいわけ？」

　まさかそれも許さず、正体不明の影を探れとは言わないだろうな、と確かく認にんをとると、佑はあっさりと「後宮に室を与えよう」と告げた。

「後宮？」

　賭に負けてもいないのに籠かごの鳥なんて冗じよう談だんじゃない、と珪華は思いきり顔を顰めた。そんな彼女に佑は薄うすく唇を歪ゆがめた。

「なにを期待している？」

「期待!?」

「皇宮内で女たちが寝起きしている場所がそこしかないから言ったまでだ」

　別に意図があるわけではないと言う彼に、さっと頰ほおが赤らむのがわかった。

「不満なら私の隣となりに室を用意させるが？」と揶や揄ゆするように続けられ、「それだけは絶対に遠えん慮りよするわ！」と声が荒あらくなる。

　自分の早はや合が点てんを誤ご魔ま化かすように、珪華は「だけど」と話の矛ほこ先さきを変えた。

「花官や内侍官たちは、降臨節での出来事を知らないの？」

　救い手云うん々ぬんはともかく、姿を消した宮妓がいることは噂うわさになっているのではないだろうか。いくら伏ふせていても狭せまい場所だ。降臨節の騒ぎもどこからか耳にはいっているかもしれない。

「それに、貴族の一部や祠し官かんたちは、わたしの顔を見知ってるはず……」

　そうなれば幽ゆう鬼き騒さわぎの調査どころではない。あっというまに、宝ほう珠じゆの代わりとして祭りあげられるはめに陥おちいるだろう。下手をすると、皇帝位を狙ねらう別の人間に囚とらわれてもおかしくない。

　けれど、佑は珪華の懸け念ねんを鼻先で笑い飛ばした。

「そんなことか。──今のおまえを見て、あの時の娘むすめだとわかる人間はそうはいはしまい」

「……それは、どうも」

　変装した甲か斐いがあったと、我知らず声が低くなる。

　珪華の複雑な胸中を見み抜ぬいたように、佑は口元に笑いを含ふくんだまま言を継ついだ。

「私の侍僮こしようを装えばいい」

「侍僮って……そんなの無理に決まってるじゃない！」

　侍僮とは、貴人に仕える少年のことだ。

　貴族の子し弟ていなどが行ぎよう儀ぎ見習いや皇子たちの学友として、宮中にあがることがあるのは知っている。だが、そんな子どもを装うにはさすがに年がいきすぎている。

「まだ、内侍官だって言った方が、」

「無理？　どこに問題がある？」

　真顔で問われ、でかかった反論が喉のどにつかえる。

　──っ、これならからかわれた方がよっぽどましよ。

　やり場のないいらだちを抱かかえながらも、結局その提案を受けいれるしかなく──だれもが急に現われた存在に訝いぶかしみながらも、『少年』という点を疑われることがなかったのは、珪華の自尊心をすくなからず傷つけることになった。




「あなたのおかげで、別の意味で視線が痛いんです」

　一夜明けて昨日、「この者を余の侍僮とする」と佑が珪華を近侍の者たちにひきあわせた際、「このような得体の知れない者を！」とだれもが反対した。それを佑が「すでに決めたことだ」と一言の下に切って捨てたため、すべての鬱うつ憤ぷんはこちらにむく結果になったのである。

「だから早く起きてください」

　起こすことも満足にできないと嫌いや味みで刺されるのはごめんだと、言外に告げる。

「私がおまえを可愛がっていると知れれば、下手なちょっかいをかけてくるような者はいなくなろうというものだ」

「今のままで十分です」

　にべもなく言い切った珪華に、そうか？　と喉を鳴らした佑が、ようよう手を離はなす。

　その瞬しゆん間かんを逃のがさじと、すばやく臥牀をおりる。

「その気になったら、遠慮なく言うがいい。──着き替がえを」

　続いて起きあがった佑の指示に、隣りん室しつへとむかいかけた珪華は、「ああ、そうだ」という声に足を止めた。

「おまえにこれをやろう、珪陽」

「？　なんですか」

　どこからとりだしたのか、ひらりと眼前に翻ひるがえされた紙を手にしようとした直前、ひょいっと上へ持ちあげられる。

「ただし、『ほしい』と愛らしく囀さえずることができたらの話だ」

「だったら、結構です」

　揶揄するように口くちの端はしを持ちあげた佑に、間かん髪ぱついれずに首を横に振る。

「ふん、つまらんヤツだ」

　口ではそう腐くさしながらも、彼はやりとり自体を楽しんでいる風で、放ほうり投げるように紙から手を離した。

　ふわりと舞まった紙に反射的に手を伸ばした珪華は、訝しみながら紙面に目を落とし、これは、と軽く息を吞のんだ。

　それは、珪華こと珪けい陽ように──ちなみに珪陽とは、佑がつけた侍僮こしようとしての名だ──宮中で起きている笛の音に関かかわる騒ぎについて、調べを任せる旨むねが書かれたものだった。ご丁てい寧ねいに御ぎよ璽じまで押してある。

　つまり、珪華が謎なぞの影かげについて調べるのは皇こう帝ていの勅ちよく命めいだということだ。

「……いいんですか？」

　これがあれば、宮中の人たちに格段に話を聞きやすくなる上、皇宮内を自由に動き回ることができるようになる。自分にとっては願ってもない手形になるが、逆に言えば、彼にとっては自分の首を絞しめるはめになりかねない、ということだ。

「おまえの憂うれい顔を見るのも一興だが……勝ちが目に見えていては、おもしろくない」

　なんでもないことのように言う佑を見つめたあと、珪華はその紙を丁寧に折りたたんだ。

「──ありがとうございます」

　あわせにしまいこみながら、頭をさげる。敵から受けた思わぬ餞せん別べつに、どんな表情をしたらいいのか、わからない。

「ただいま、着替えのご用意を」

「私も落ちたものだな。おまえ相手だと、つい甘くなる」

　戸と惑まどいを誤魔化すように返した背を追ってきた、佑のからかいとも本音ともつかぬ科白せりふに、珪華は聞こえないふりをした。







　宮きゆう妓ぎの時は関わることがなかったため知らなかったが、皇帝の身の回りの世話というのは、厳密に役割が決められている──らしい。

　衣服に携たずさわる者、食事に携わる者など、それを専門とする者たちがそれぞれ従事しているのだ──本来は。

　過去には、うたた寝ねをしていた皇帝に風邪かぜをひかないよう上衣をかけたほかの役職の者が、越えつ権けん行こう為いで処しよ罰ばつされたこともあるほどだという。

「……そんなこと知らないわよ。文句があるなら、元げん凶きように言えばいいでしょ」

　だが、今きん上じよう帝ていにかぎっては、そのかぎりではなかった。

　もともと大勢に侍はべられることを厭いとう彼は、必要最低限の者しか傍そばに置いてはいなかった。彼らにしても、用がない時には席をはずさせるほどの徹てつ底ていぶりだ。

　それが、いきなり現われた一人の侍僮によって一変した。

　人の気配を嫌きらうはずの皇帝が、彼だけは好んで傍に置く。身み支じ度たくを調ととのえることから、食事の給きゆう仕じまで任せるほどだ。仕えて間もないだけに手て際ぎわの悪さがめだつにもかかわらず、無能と切り捨てるどころか、それを愉しんでいる節さえあった。

　そんな、周囲から見れば皇帝の寵ちよう愛あいを一心に注がれている珪陽だったが、当の本人ははじまって数日、すでにうんざりしていた。

「いじるのがおもしろいのかなんなのか知らないけど、こっちの身にもなれっていうのよ」

　家事は得意だが、宮中の作法など付け焼き刃ばで身につけた程度でしかない。しかも、皇帝の身の回りのこととなれば、知らない決まりごとの方が多い。

　佑はこちらの失敗を笑っているだけだが、陰で内侍官たちに色々言われるのは自分なのだ。

　注意を受けるのならいい。だが、教えないでおいて「こんな簡単なことも知らないのか」「あなたなら当然知っていると思っていた」などと嘲あざ笑わらう様は、あきらかに失態をしでかして皇帝の勘かん気きに触ふれることを狙っている。

「後宮の花官もびっくりの陰いん湿しつさだわ」

　かといって、泣なき寝ね入いりするほどの可愛げは珪華にはない。

　嫌味に笑え顔がおで礼をいい、同じ過あやまちは二度とするものかと躍やつ起きになる分、ますます佑に重用されるという悪あく循じゆん環かんに陥っていた。下手をすると政務の場にまで呼びつけられるありさまだ。

「……もしかして、これ、わたしに調べさせないための作戦？」

　今日も今日とて正せい殿でんに呼びだされ、茶をいれてきたところだった。

　珪華はだれに聞かせるでもない文句を呟つぶやきながら、胸むな元もとに手をあてた。

　そこに潜ひそませている紙は、今のところほとんど役にたってはいなかった。だれかに話を聞こうにも、聞く相手が絞しぼりこめていないのだ。

　手当たり次し第だいにこれを見せて、変に噂になるのは避さけたかった。興味をひけばひいただけ、自分の顔を見知った者が気づいてしまうかもしれないと思うと、乱用はできない。

　だからこそ、手始めに噂を集めようとしているのだが、それをするだけの時間がとれないのが現状だった。

「おまけに、聞き耳たてても、聞こえてくるのはわたしの悪口ばっかりだし」

　近くに内侍官しかいないのでは当然だ。花官たちの耳にもどうやら自分の存在が知れはじめているらしく、遠くから見られているのを感じる。

　めだたないようにこの格好なのに、かえって悪めだちをしている。

「あの人付だなんて、内侍官か一部の武官しか知らないんだから、いっそなにかのおつかいを装って皇城の方にでてみるとか。それとも、宮中の噂うわさっていったら、やっぱり後宮？……でも、わたしの顔を知ってる人もいるしな」

　後宮で噂を集めるにしても、場所を選ぶ必要がある。間ま違ちがっても菊きつ花か殿でんあたりには近づけない。

　基本的に妃ひ嬪ひん付の花官たちは、お互たがい牽けん制せいしあっていて仲が悪い。別の夫人付の花官たちのところへいくべきか、と考えを巡めぐらせていた珪華は、ふと前方から近づいてくる足音に気づいた。

　俯うつむきがちだった視線をあげてみると、内侍官の一人がこちらへ歩いてくるのが見える。

　皇帝付とはいえ、侍僮こしようなどなんの地位もない下っ端ぱだ。道を譲ゆずるため立ち止まって柱ちゆう廊ろうの端はしによると、面を伏ふせて拱きよう手しゆした。そのまま、近づいてくる沓くつ音おとがとおりすぎるのを待つ。

　その人ひと影かげが目の前をとおりすぎる瞬間の出来事だった。

「──……花か僮どう風ふ情ぜいが」

「！」

　聞こえよがしに落とされた呟きに、肩かたが揺ゆれた。

　反射的に顔をあげれば、わざと足を緩ゆるめた相手と真っ向から視線がかちあう。ふん、と鼻先で笑った男に、珪華は眦まなじりを吊つりあげた。

「だれが、花僮ですって!?」

　ここ安永城において、皇帝の妃嬪から宮女まで、後宮に住まう女性たちのことを『花』と喩たとえる。皇帝のために咲さく花、と。

　花僮とは、それを元にした隠いん語ごだった。

　皇帝の褥しとねに侍る童だと……身体からだを使って寵愛を得た、と貶おとしめられたのだ。

「言われねばわからないとはな」

「身に覚えのないことで辱はずかしめを受けるいわれはないと言っているんです！」

　こちらを嘲ちよう弄ろうする内侍官に言い返しながら、珪華は内心で佑を罵ば倒とうした。

　──あの人、絶対こうなることをわかってて、わたしを傍に置いてるでしょ……！

　はじめて起こしにいった朝、言われたではないか。『私がおまえを可愛かわいがっていると知れれば』と。あれはこういう意味だったのだ。

「はっ、白々しい。その身体で、一体どんな手て管くだを使ったのやら」

　じろじろと上から下まで舐なめ回すように見つめる男の目にはいやらしさが滲にじんでいて、珪華はその気色悪さに小さく身み震ぶるいした。

「──あなたは、陛下を侮ぶ辱じよくするのですか？」

「なに？」

　湧わきあがる嫌けん悪お感かんのままに口を突ついた棘とげに、内ない侍じ官が眉み間けんに皺しわをよせる。

「わたしには身に覚えのないことだと言ったはずです。にもかかわらず、花僮だと貶めることは、そういう趣しゆ味みだとほかならぬ陛下を貶めているのと同じこと」

「きっさま……！」

　そんなことも気づかないのか、とあからさまな侮ぶ蔑べつを浮うかべた珪華に、男がさっと面を赤らめた。

「すこしばかり可愛がられているからといって、いい気になりおって…っ」

　感情のままに腕うでを振ふりあげた内侍官に、逃にげるものか、と身構えた時、

「──子ども相手に、なにをしている」

　低く割ってはいった声に、珪華ははっと視線をあげた。

　──この声……！

「だれだ!?　邪じや魔まをする、な……」

　振りあげた手を背後から摑つかんで止められた男は、いらだち任せに怒ど鳴なりつけながら振り返り、尻しり窄すぼみに声をなくす。

「……天狼、大将」

　二人の視線の先にあったのは、まぎれもない祥の姿だった。

　まずい、と焦あせる珪華をよそに、祥は「ここでなにを？」と表向きは冷静そのものの声で再度内侍官に問う。

「い、いえ……この子がちょっとした粗そ相そうをしたものですから」

　瞬しゆん時じに分の悪さを悟さとったらしい男は誤ご魔ま化かすように笑いを浮かべると、「今度からは気をつけるように」と言い置いて、そそくさと立ち去っていく。

「よく言うわ」

　逃げる背を忌いま々いましく睨にらみつけた珪華は、だがすぐに、こうしている場合ではない、と前へとむき直った。

「……助けてくださって、ありがとうございました」
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　しおらしさを装い頭をさげたあと、立ちはだかる祥の脇わきをすばやくすり抜ぬけようとする。が、あたりまえのようにそれは手首を摑まれることで阻はばまれた。

「ちょっ、や…っ」

　そのままうしろへとひきずられ、思わず声をあげそうになると、「黙だまってろ」とすかさず釘くぎを刺さされる。いかにも機き嫌げんの悪いそれに押し黙る。

　どうしたら穏おん便びんにおさめられるだろうかと、むだなあがきをするうちに、珪華は人気のない一室へ連れこまれていた。

　扉とびらが閉められるなり、どんっと壁かべに肩を押しつけられる。走った痛みと伝わる怒ど気きに顔を顰しかめながら、そろそろと顔をあげた。

「……祥」

「ここでなにをしてる？」

　見上げる瞳ひとみが、窓明かりを透すかして青く輝かがやく。冷たく冴さえた色にもかかわらず、燃えているかのようだ。

　どうやら彼は、感情が昂ぶれば昂ぶるほど、逆に表情が消えていくらしい。

　無表情に近い面にそれだけ怒おこっているということか、と思いながら、珪華は首を傾かたむけた。

「見てのとおりだけど？　それにしても、よくわかったね」

「珪華」

「しっ、この姿の時は珪陽だよ」

　誤魔化すなというように呼ばれた名に、訂てい正せいをいれる。それに祥の眉まゆがあがった。

「……最近、皇こう帝ていが傍そばに置いて放さないという侍僮は、おまえか」

「もう、そんな方まで噂がいってるの？」

　だとしたら皇城の方にでて噂を集めるのも難しいか、と眉を顰めると、「ふざけるなよ」と顎あごを摑まれ、間近にのぞきこまれた。

「どんな格好だろうと、わからないわけがあるか」

「え……？」

　よこされた思わぬ言葉に、珪華の表情が小さく揺らいだ。

　──今のって、どういう意味？

　それだけ自分のことを見ていると告げられているようで、鼓こ動どうが跳はねる。まるで、特別だと言われているようで……。

「もう一度聞く。なぜ、勝手に邸やしきをでた？　ここで、なにをしている？」

　脅おどしつけるように低くゆっくり繰くり返された問いに、浮かされたように口を開きかけ──珪華は我に返った。

　──なんて言うつもり？　皇帝にわたしの居所がばれて、あなたに累るいが及およぶのが怖ろしくなった、とでも？

　そんな恩着せがましいことが言えるわけがない。第一、祥はなにもかも覚かく悟ごの上で自分をあの邸に置いていたはずなのだ。

　宝ほう剣けんのことにしても、手にいれる好機だと思ったのは間違いないし、後こう悔かいもしていないが、結局は役立たずではいたくないという自分勝手な思いにすぎない。祥がどんな感情を抱いだくかはわからないが、彼にとっては余計なことだろう。

　だったら、と珪華は睨み返すように祥を見つめた。

「皇帝はわたしが必要なんだもの、殺すような真ま似ねはしないって確信があったからきたのよ。それに、宝笛はあなたのところへ置いていったでしょ？」

「……その言い分で、俺が納なつ得とくするとでも？」

　細められた双そう眸ぼうに、やはりわけを話さずにはすまないらしい、と息をついた。

「──笛を預かってる。老師の正体を知りたくないか」

「なんだと……？」

　唐とう突とつに珪華の口から紡つむがれた言葉に、祥が一転、瞠どう目もくする。

「そういう文がきたのよ、あの日」

　差出人はなかったけどね、と軽く肩を竦すくめる。

　ここまで言ってしまったら、勘かんのいい彼のことだ。皇帝が、自じ邸ていに救い手を匿かくまっていることに気づいたのだと、悟るだろう。

　案の定、祥は眉間に険しさをのせた。

「だからおまえは、」

「そうよ。わたしは老師のたった一つの遺品をとり戻もどしたかった。──なにより、老師の正体を知りたかったのよ。そうしたら、なんで老師があんな遺ゆい言ごんをわたしに残したのか……わたしが何者なのか、わかるかもしれないって思ったから」

　だからこそ、珪華は彼がなにごとかを告げる前に、口早に言を被かぶせた。

　これも正直な思いだ。宝剣を優先させただけで、玄陽の正体を知りたいという気持ちは今も変わらずにある。

　ただ、目を見み交かわしていては、言葉の裏にある思いまで見み抜ぬかれてしまいそうで、珪華は気まずさを装って視線をはずした。

　そのせいで、痛みをこらえるような色をたたえた祥に気づくことはできなかった。

「勝手したことは、わかってる。相談しなかったことも、悪かったと思ってる。けど、こんな個人的なこと……宝ほう珠じゆとは関係ないことに、巻きこめないじゃない」

「──巻きこめばいい」

　静かに耳をうったそれに、珪華は、え、と祥へと目を戻していた。

「黙っていなくなるくらいなら、巻きこめばいいと言ったんだ」

　怖こわいくらい真しん剣けんな顔つきに、知らず唇くちびるが震ふるえた。だめだと思っているのに、気づいた時にはそれは零こぼれ落ちていた。

「……それは、勝手にいなくなられると、困るから？」

　救い手がいなくなると困るからか、と漏もれてしまった心に、祥は短く嘆たん息そくした。

「あたりまえだ」

「──っ」

　否定されなかったことに、ずくりと胸の奥が疼うずく。

　──だから、だめだって言ったのに……。

　自分で言っておいて自分で傷つくなんて莫ば迦かみたいだ、と薄うすく自じ嘲ちようが浮うかぶ。

「だが、知っているからだ」

　しかし、継つがれた言葉に、珪華は瞳をしばたかせた。

「知ってる？」

「ああ。形見の笛も老師のことも、おまえにはかけがえのないものだと知っている。それを放っておけるか」

　無む茶ちやをするだろうことは目に見えている、と祥は顎を摑つかんでいた手を離はなすと、顔を挟はさみこむようにして両手を頰ほおに添そえた。

「知らないところで危ない目にあわれるくらいなら、巻きこまれた方がましだ」

　子どもにでも言い聞かすように目をあわせ、「わかったか」と念を押される。

　気け圧おされるように頷うなずきながらも──といっても、顔を摑まれているためほとんど動かなかったが──珪華は小さく口元を綻ほころばせていた。

　いつもなら「子ども扱あつかいするな」と声を荒あらげているだろうが、今ばかりは苦にならなかった。むしろ、頰に伝わる掌てのひらの感かん触しよくを心ここ地ちよくさえ感じる。

　──心配されるって、こんな気持ちだったっけ？

　嬉うれしいような、悔くいるような、面おも映はゆいような、複雑な感情が胸をくすぐる。

　祥とは言いあいになることがほとんどで気持ちに余よ裕ゆうがない分、『心配されている』と実感するのはひさしぶりだった。

　祥は自分を救い手として見ているだけではないと、珪華という存在を認めてくれているのだと、思ってもいいのだろうか？

「……すこし、軽けい率そつだった」

「『すこし』どころの話か」

　胸のうちの動どう揺ようを押し隠かくすように口にした自省に、祥は苦い嘆息混じりに手を離した。

　遠ざかる熱が名残なごり惜おしくて思わず目で追うと、彼は腕うでを組んで肩かたで壁へともたれかかった。

「まあいい。それがわかったところで、そろそろ洗いざらい吐はいてもらおうか」

　まずはその格好からだ、と顎をしゃくった祥に、数すう拍はく啞あ然ぜんとする。

　──……っ、喜んで損した！

　うまく掌で転がされたことに遅おそまきながら気づき、珪華は内心で地じ団だん駄だを踏ふんだ。
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「…すこし、軽率だった」

　わずかに視線をそらしつつ、その唇から零れた声こわ音ねに、祥は目の前の身体からだを抱だき締しめたい衝しよう動どうに駆かられた。素す直なおになりきれない精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいが、いじらしい。

　けれど、直接触ふれている今でさえ、触れてはいけない、と脳のう裏りに囁ささやく声がある。

　祥は湧わきあがる情動を押し殺すと、嘆息しながら、珪華の頰へ触れていた手をさりげなく離した。そのまま感情を抑おさえこむように腕を組み、近すぎる距きよ離りを空けるために壁かべへともたれかかる。

「まあいい。それがわかったところで、そろそろ洗いざらい吐いてもらおうか」

　顎をしゃくったこちらに、珪華はいささか啞あ然ぜんとしたあと、騙だまされたとでもいうようにこちらを睨にらみつけてきた。

　──別段、騙したわけじゃないがな。誤ご魔ま化かしたつもりはあるが。

　だが、この事態の説明をしてもらいたいのは事実だ。

　あの日の晩からこちら、寝ねる間も惜しんで彼女を捜さがし続けてきたのだから。




　深しん更こう、祥は近づいてくる慌あわただしい足音に、ふっと目を覚ました。

「なんだ？」

　枕まくら元もとにある刀を摑みよせながら、すばやく身を起こす。襲しゆう撃げきでもあったか、と神経を張り巡めぐらせるが、それらしい気配もない。

　しかし、匿っている珪華の存在に、兄である皇こう帝ていがいつ気づいてもおかしくはない。降臨節の際は、遠地にいるよう装い、顔も隠してはいたが、欺あざむききれるとはもとより思ってはいなかった。

　いつ凶きよう手しゆの一人や二人送りこまれても不思議はないのだ。

「利祥さま」

「起きてる。はいれ」

　控ひかえ目にかけられた家か宰さいの呼びかけに、祥は臥牀しんだいからおりて手近にあった上衣をはおりながら、扉とびらへとむかった。

「なにがあった？」

「裏口で、見張りが一名倒たおれているのが見つかりましてございます」

「なに？」

　手燭を掲かかげて頭をさげた家宰に、眉まゆを跳はねあげると即そく座ざに室へやをでた。

「侵しん入にゆう者は？」

「現在、男手を使って確かく認にんさせておりますが、今のところは確認できません」

　あたりに視線を走らせながら回かい廊ろうを進む祥に、家宰がわずかに息を切らせながらも遅おくれずあとに従う。

「見張りの容態は？」

「報告によれば、眠ねむっているだけのようだ、と」

「──寝てる？」

　意外な答えに足を止めて肩かた越ごしに振ふり返れば、はい、と重々しい頷きが応こたえた。その様子からして、単に居眠りをしていたというわけではないようだ。

　──まさか、あいつ……！

　祥はよぎった可能性に舌打ちすると、足を速めた。

　家宰を振りきる勢いで回廊を進み、目的の室へとたどりつく。「利祥さまっ」と咎とがめるような呼びかけがかかるが、構わず扉を押し開ける。

「珪華！」

　暗くら闇やみに声を放つ。が、返る声はない。どころか、人のいる気配すらなかった。

　祥は追いついた家宰から奪うばうように手燭をとると、大おお股またで臥牀へと歩みよった。

　おりていた帳とばりを荒い手つきで払はらい、灯あかりをかざす。

「！──やっぱりか」

「……おみえに、ならないのですか？」

　ああ、とあいづちを返すと、なにかあったのでは!?　と家宰が青くなる。

「それはない。あいつは──自分の意思で姿を消したんだ」

　低く告げながら、祥は使われた跡あとのない臥牀へと手を伸のばした。

　その中央に置かれた手しゆ巾きんで包まれたものをとりあげると、おもむろに包みを解く。

「……宝笛か」

　感触からして大体の見当はついていたが、中からでてきたのは、自分たちが手にいれ、珪華が保管していたはずの宝笛だった。

　ご丁てい寧ねいにこんなところに置いてあるからには、攫さらわれたとは考えづらい。念のため、室内を見回してみるが、争った形けい跡せきも荒あらされた様子もなかった。

「眠り薬で見張りを眠らせたか」

　これを置いた上で、自らの足で邸やしきからでていったのだとすると、おそらく行き先は皇こう宮ぐう──兄のところだ。

　──なにがあった？

　昼間、室を去り際ぎわの珪華の様子が脳裏に浮かぶ。

　こちらの言い分に、完全に納なつ得とくしたわけではないのはわかっていた。

　笛の音に現われるという影かげのことを調べにいったのか、と一いつ瞬しゆん脳裏をよぎるが、彼女の身を狙ねらっているのが皇帝だけでないと知った今、そこまで迂う闊かつな真ま似ねをするとは思えない。

　なにか、そうしなければならない理由があったのだろう。あんなことがあった直後だ。言えば反対されると、なにも言わずに抜ぬけだしたのもわかる。わかるが……。

「……念のため、邸てい内ないに異変がないか確認を。それと、幾いく人にんかに皇宮周辺にそれらしき者がいないか探さぐらせろ」

　衛え士じたちに見咎められるなよ、と指示をだす。

　かしこまりました、と去っていく足音を耳にしながら、祥は手巾ごと手にした宝笛を握にぎり締しめた。

　彼女に頼たよられる資格がないとわかっていても、一言もなく消えられた事実が、ひどく悔くやしかった。




　そうして、瞭や雷牙とも手分けして捜した結果、ようやく宮城で見つけた珪華は、なぜか侍僮こしようの格好をしていた。心配をかけさせられた分、説明してもらうのは当然だろう。

「──で、笛を返す条件として提示された賭かけを吞のみ、正体を隠すためにそんな格好をしているというわけか」

　渋しぶ々しぶといった観で頷うなずいた珪華に、「阿あ呆ほうが…っ」と祥は眦まなじりを決した。

「おまえは……どれだけ無む謀ぼうなことをしてるか、わかってるのか？」

　賭というが、あの皇帝が自分の負けるような勝負を迂闊にしかけてくるはずがない。

　ただ、珪華自身も易やす々やすとはいかないだろうことは、感じているらしかった。「あたりまえじゃない」とこちらを見返す表情が硬かたい。

「……」

　それでも、莫ば迦かな真似を、と怒ど鳴なりつけたくなる思いを、祥は寸前で吞みこんだ。気の乱れを鎮しずめるように瞼まぶたを落とす。

　彼女にそんな真似を許したのは、後手に回ったのは、自分だ。本当はこんな賭にのらずとも、玄陽の正体を知る方法は、あるのだから。

　だがそれは、同時に己おのれの罪を暴あばくことだった。彼女の協力を必要としている以上、今はまだ告げるわけにはいかない。

　──それに、おそらく珪華が狙っているのは宝ほう剣けんだろう。

『老師』という言葉を前面に押しだし、あえて触れないようにしているようだが、彼女が風をとり戻もどす鍵かぎである宝剣のことを気にしていないわけがないのだ。風を甦よみがえらせ、この国を救うことこそが、老師の最期の願いであり、辛しん酸さんを舐なめながらも懸けん命めいにこの地に生きる民たみたちの悲願なのだから。

　にもかかわらず、宝剣のことを口にしないということは、こちらに気を遣つかっているとしか思えない。このひと月半、手をこまねいているしかなかった自分を、批難していると思わせないように。

　その事実に、祥は苦く自じ嘲ちようした。

「……わかってる、はずだったがな」

　目的のためなら、自分にできることがあるなら、多少の無む茶ちやも厭いとわない──いや、無茶を無茶とも思わず、全力をつくす娘むすめだと、はじめて会った夜から知っていたはずだ。

　護まもるという名目で物理的にも情報的にも外と遮しや断だんされている状じよう況きように、彼女が甘んじているわけがなかった。

　ここで仮に「玄陽のことなら教えてやる」と告げても、珪華はこの賭をおりたりはしないだろう。無理に連れ戻しても、結局たどる道は同じだ。

　どうやら、彼女を危険から遠ざけようとするあまり、らしくもなく臆おく病びようになりすぎていたらしい。

　ふっと祥は息をつくと、目を開いた。

　途と端たん、どこか不安そうに揺ゆれながらも、譲ゆずらない決意を宿した双そう眸ぼうと視線がからんだ。

「たしかに、ここで賭を放ほう棄きして逃にげたところで、皇こう帝ていがおまえを諦あきらめるとも思えない」

「！　じゃあ──」

　協力してくれるのか、と表情を輝かがやかせた珪華に、祥は頷きを返した。

「放っておくと、なにをしでかすかわからないからな」

「しでかすって……わたしはそこまで考えなしじゃないわ」

「考えだけあってもな。行動を伴ともなわないなら意味はない」

「──それって、感情的だって言いたいわけ？」

「おまえがそう思うなら、そうなんだろう」

　一転、目つきを鋭するどくさせた珪華を鼻先であしらえば、莫迦にするなと食ってかかってくる。

　──子ども扱あつかいするな、とこいつは怒おこるが……。

　祥は適当に相手をしながら、珪華の格好へ視線を走らせた。

　救い手として顔を知られているかもしれない分、変装するというのはわかる。だが、侍僮こしようを装っているからには、花官の時よりも皇帝の傍そばにいる時間が長くなることになる。

　あの兄は『救い手』という存在として以上に、『珪華』に執しゆう着ちやくしている。彼女がそうだとばれる以前から気にいった様子を見せていたことからも、それは間ま違ちがいない。

　そんな男の傍にいることの危険性を、彼女はわかっているのだろうか。

　──おそらく、ないだろう。

　無防備な格好で、夜、平気で男の室へやにのりこんでくるくらいだ。むしろ、格好が格好だけに、危機感が薄うすれていてもおかしくない。

　もともと、子ども扱いすると怒るくせに、自分が男にとって『そういう対象』になると思っていない節がある。

　どれだけ皇帝の前で隙すきを晒さらしているのかと思うと、胸が冷える心ここ地ちがした。

　祥は小さく舌打ちすると、「とりあえず」とまだ言い足りなそうな珪華を制した。

「今、影についてわかっていることを全部話せ」

　認にん識しきをすりあわせなくては手をうつどころではない、と情報を要求する。

　無自覚すぎる彼女を護るためには、一日も早く賭に勝って、宝剣を手にいれるしかない。

　一方、それは自分たちの関係が終わることも意味していた。

　その事実がよぎった瞬しゆん間かん、疼うずいた痛みには気づかないふりをして、祥はなぜか言い淀よどむ珪華を一層強く促うながした。







　第三章　正体　しようたい







　珍めずらしい客人を迎むかえて、牡ぼ丹たん殿でんはひさしぶりの華やぎに満ちていた。

「黄こう賢けん妃ひさまには、ご機き嫌げん麗うるわしく……突とつ然ぜんの訪問にもかかわらず、お目通りをいただき、ありがとうございました」

「なんの。陛下からの使いとあらば、当然のこと」

　恭うやうやしく跪き拝はいした珪陽──珪華に、榻ながいすに腰こしかけた賢妃は手にした団扇うちわのむこうで、鷹おう揚ように頷いた。

　彼女は今、噂うわさの件で、四夫人の一人、黄賢妃のもとを訪おとずれていた。

　後宮の下働きの者たちの間で噂を集めた結果、一番多くあがった名がこの賢妃と牡丹殿だった。どうやら、ここに例の影かげが現われ、女主である彼女がそれを目にしたらしい。

　賢妃は、以前珪華がよく顔をあわせていた子し淑しゆく妃ひの儚はかなげな雰ふん囲い気きとは違ちがう、艶つややかでいて怜れい悧りな美び貌ぼうの持ち主だった。

　普ふ通つうの女性なら、皇こう宮ぐうに現われる幽ゆう鬼きのことについてなどと言えば、会うこと自体拒きよ絶ぜつされてもおかしくない。実際目にしたというのなら、なおさら思いだすような真ま似ねはしたくないだろう。

　いざとなったら皇帝からの書を提示して協力を求めるつもりだったが、彼女は快く入にゆう殿でんを許してくれた。

「陛下が怖ろしい思いをしたのではないか、と気にかけておいででした」

「さようか。陛下にまでお心こころ遣づかいいただけるとは、ありがたいこと」

　珪華の言葉に、牡丹殿付の花官たちは嬉うれしげに声を弾はずませ、当の賢妃もまた目を細めて笑えみを返した。

　──ほんとは、あの皇帝がそんなこと言うわけないけど……円えん滑かつな人間関係のためには、噓うそも方便ってね。

　後宮は女たちの権力争いの場だ。いかに皇帝の寵ちよう愛あいを得るか、次代の皇帝となりうる皇子を産むことができるかが、自らの地位を、ひいては実家の地位を決める。皇帝に気にかけてもらっていると聞いて、気分を害す人間はそうはいない。

　多分に漏もれず、気をよくしたらしい賢妃たちを前に、珪華は感じた手て応ごたえに袖そでの中で拳こぶしを握にぎり締しめた。

　──もうあの人に、莫ば迦かになんてさせないんだから…っ

　思いだしても悔くやしくなるのは、数日前の祥のまなざしだ。

『とりあえず、今、影についてわかっていることを全部話せ』と言った彼に、珪華が言えたことは、市し井せいに流れる噂と変わらない程度のものでしかなかった。侍僮こしようとして忙いそがしく、調べる暇ひまがなかったため、当然と言えば当然だったが、突つき刺ささった祥の視線は冷たかった。

「勝手をしておいて、その様か？　この数日、なにをしてた？　本気で勝つ気があるのか」

　彼にしてみたら呆あきれたくなるのもわかる。珪華自身、本ほん末まつ転てん倒とうなことはわかっているだけに、言い返せない自分が歯は痒がゆかった。

　唯ゆい一いつの成果とも言えない成果が、敵から与あたえられた御ぎよ璽じだけなど、情けないにもほどがある。

　祥の言うとおり、こんな調子では勝つものも勝てないと、現状を打破し、今までの遅おくれをとり戻もどすべく、珪華は牡丹殿を訪れたのだった。

「陛下におかれましては、現状を憂うれいておられます。皆みなさまを案じておられるのはもちろんのこと、皇宮から笛の音が絶えるなどあってはならぬことと仰おおせです。思いだされるのもご不快のこととは存じますが、陛下の御おん為ために話をお聞かせ願えないでしょうか？」

「……うむ。今思い返しても胸の凍こごえる心地がするが、陛下のためとあれば、語るのもやぶさかではない」

　いいように話をでっちあげた珪華の願い出に、そうとは知らない賢妃がその地位にふさわしく毅き然ぜんと応こたえる。だが、小刻みに震ふるえるほどに団扇を握り締めた手は、胸のうちを表すように血の気がひき、真っ白だった。

　さきほどまで華やかだった室内は、うって変わって静まりかえり、花官たちも当夜の恐きよう怖ふを思いだすように青ざめた顔で身をよせあっていた。

「聞くところによれば、観月の会を開いておられたとか──」

　本来ならむこうが口を開くのを待つべき立場だったが、虎とらの威いを借りて、謎なぞの影に遭そう遇ぐうしたという当夜のことを切りだす。それに賢妃は、是ぜとあいづちを返した。

「そのすこし前、西苑こうきゆうに侵しん入にゆう者騒さわぎがあったのを知っておるか？」

「……いえ。わたしが皇宮にあがったのは、最近ですので」

　一いつ瞬しゆん、自分が『珪華』だとばれたのかとひやりとするが、賢妃は「そうだったか」と幾いく度どか頷うなずく素そ振ぶりをみせた。どうやら、どこから説明すればいいのかを計るための問いかけだったらしい。

　珪華は内心ほっとしながら「それがどうかしたのですか？」と先を促した。

「この西苑に侵入者があるなど、前ぜん代だい未み聞もんのこと。当然、その日から宮内外の警備が強化されての、妾わらわらも窮きゆう屈くつな思いを強しいられたものよ。だが……降臨節のあとだったか、咎とが人びとは捕とらえられたと通達があって、それまでどおりの生活に戻ったがの」

　──……あのあと、そんな風におさめたんだ。

　今思うと、あの警けい戒かい態勢は侵入者があったからというより、救い手である自分を逃のがさないためのものだったのだろう。自分が消えたあと、その態勢が解かれたことがいい証しよう拠こだ。

　──そういえば、あのころから皇こう帝ていは、祥とわたしの繫つながりを疑ってた。

　だとしたら、なぜ、ひと月半も彼はなんの動きも見せなかったのだろうか。

　確証がなかったからかと思うものの、すっきりしなかった。

　彼の性格と立場なら、怪あやしい者に適当な罪状をなすりつけて捕らえることなど、造作もない。たとえ、血の繫がった弟であろうとだ。

　佑という存在の得体の知れなさに、改めて背筋が震える。

　──けど、今はそんなこと考えてる場合じゃない。

　賢妃の話からすこしでも手がかりを得なければ、と珪華は彼女の話へと意識を集中させた。

「降臨節でもなにやらあったと小耳に挟はさんだが……まあ、おちつかない出来事が色々とあっての。気晴らしにと、幾いく人にんかの妃ひ嬪ひんも呼んで、観月の宴うたげを催もよおしたわけじゃ」

　あの晩は見事な月だった、と賢妃はその美しさを思いだすように目を細め、ついで小さく身み震ぶるいした。

「妾に仕える花官の一人に、笛をよくする者がおる。ゆえに、この月にふさわしい曲を、と奏かなでさせたらの……どこからともなく、アレが現われたのだ」

「それは、どのような……？」

　本気で恐おそれているらしい彼女たちには申しわけないが、具体的に語ってもらわなければ参考にならない。

　なるべく詳くわしく、と言葉を挟めば、批難するような視線が方々から投げかけられるのを感じたが、珪華は構わず賢妃に促うながした。

「そうじゃ、な……白い、ふわりふわりとした……ああ、これ以上は思いだせぬ…っ」

「賢妃さま！」

　短く悲鳴をあげて頭かぶりを振ふった主を、傍そばにいた花官が抱だき締めるようにして支える。同時に、きっとこちらを睨にらみつけてきた。

「覚えているわけがないではありませんか！　あの時は現われた得体の知れぬモノに、その場にいた者のほとんどは正気を失っていたのですから」

　つまりは、恐きよう慌こう状態に陥おちいったか、目にした途と端たん気を失ったということらしい。

　──笛を奏でたっていう花官の人にも話を聞きたかったんだけど……この調子だと無理か。

　彼女も覚えているとは思えない上、さきほどまでの歓かん迎げいの空気が一変、でていけと言わんばかりの険悪な雰囲気だ。

　しかたがない、と溜ため息いきをついて、珪華が暇いとま乞ごいを口にしようとした時だった。

「あ、あの……！」

　緊きん迫ぱく感かんを孕はらんだ静せい寂じやくを割るように、震える声が落ちた。

「わ、私……声を……声みたいなのを、聞きました」

　声が聞こえてきた方を振り返ると、血の気のひいた顔で裳も裾すそを硬かたく握り締めている花官の姿があった。

「声、ですか？　どんな感じだったとか……」

　言えます？　とこれ以上周囲を刺し激げきしないよう、控ひかえ目に尋たずねた珪華に、彼女は震わせた唇くちびるを開いた。

「あの、笛の音、みたいでした」

「笛？」

　それは単に笛の音をそうと錯さつ覚かくしただけではないのかと、密ひそかに訝いぶかしむ。

　花官はこちらの胸のうちを見み透すかしたように頭を振った。

「聞き間ま違ちがいなんかじゃ、ありません！　その時、笛を奏でていたのは、私なんですから」

「じゃあ、さきほど話題にでていた花官というのが……」

「私のことです。──あの影かげが現われた時に、聞いたんです。自分の笛の音とは違う、笛に似た声みたいなものを……」

　無理かと思っていた矢先の当夜の奏者の登場に、珪華は目を輝かがやかせた。

　これですこしは情報が得られると勢いこみそうになる気持ちを抑おさえ、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「声みたいなもの、というと……意味のありそうなことをソレが言ったわけじゃ、ないんですよね？」

「はい……声は声でも、鳴き声みたいな……」

　花官は淀よどむように言い止さすと、ただ、と力なく続けた。

「たしかに、あの影のものとは、言い切れないのですが……」

「──いえ。大変参考になりました。話してくださってありがとうございました」

　謝意を示した珪華に、彼女はほっとしたように肩かたの力を抜ぬいた。そんな花官に礼の気持ちをこめて笑え顔がおを浮うかべると、賢妃へとむき直る。

「陛下の御為といえど、不ぶ躾しつけなことをお聞きしてしまい、申しわけありませんでした。これにて失礼させていただきます」

「こちらこそ、たいした役にもたてず、申しわけない」

　陛下によろしく伝えてほしいという言葉を拝はい跪きして受けとり、珪華は牡ぼ丹たん殿でんをあとにした。







　──うーん……声、鳴き声ねぇ。

　珪華は今日聞いた花官の話を思いだしながら、小さく首を捻ひねった。

　鳴き声、それも笛の音に似ていたということは、ピィーとかヒューといった類たぐいの、高い音なのだろう。

「……なんだか、鳥の鳴き声みたい」

　得体の知れない影とやらは、白い鳥なのだろうか？

　しかし、笛の音ねによってくる鳥など、聞いたこともない。いや、鷹たかや鷲わしなどのある種の鳥を扱あつかう時、笛の音おとを利用すると耳にしたことがある気はするが、笛であればなんでもいいわけではないはずだ。

　第一、昼夜はおろか、室内外さえ問わないのに、鳥であるわけがない。皇こう宮ぐう内にしか現われないというのも不自然だ。

「大体、なんで皇宮内にしか……」

「調べは芳かんばしくないようだな」

「！──つっ」

　ふいに降ってきた声に、思し索さくを断たち切られる。と同時に、うしろから伸のびた手に顎あごを摑つかまれ、無む理り矢や理り振りむかされた珪華は、痛みに眉まゆを顰ひそめた。

　──しまった…っ、この人がいたんだった。

　のぞきこんできた剣けん吞のんに光るまなざしに、失敗を悟さとる。

　政務から戻もどった佑が正装を解くのを手伝ううち、つい考えに耽ふけってしまっていた。

「だからといって、私に侍はべる時に考えごととは、おそれいる」

「申しわけありません」

　よこされた皮肉に口では殊しゆ勝しように謝りながら、顎を摑む手を離はなそうと佑の手首をとる。離せ、と横目で睨みつけながら手に力をこめるが、いっかなはずれない。

　逆に、その手までも反対の手で摑まれ、ますます身動きがとれなくなる。

「陛下！　お戯たわむれはお止めください。周囲になんと言われているか、ご存じないんですか？」

　外に響ひびかぬよう抑えながらも、声を荒あらげた珪華に、佑はくつりと喉のどを鳴らした。

「ああ、噂うわさになっているな。花か僮どうを囲っていると」

　捕とらえた繊せん手しゆに、唇をはわせるようにして囁ささやかれた吐と息いきに、びくっと肩が震ふるえる。それが指先から伝わる感かん触しよくのせいなのか、怒いかりのせいなのかは、わからなかった。

「っ──離して！　大体、悔くやしくないわけ!?」

　振り払はらえないならせめてもと、珪華は自らを捕らえる手に爪つめをたてる。

　だが、佑は仔こ猫ねこに爪をたてられたほどの感覚もないらしく、小こ揺ゆるぎもしない。むしろ、ますます愉しげに指先に唇を落としながらこちらを見下ろした。

「なにが悔しい？」

「莫ば迦かにされてるのがわからないの？　わたしだけじゃなく、そんなやつなんだって、あなたも貶おとしめられてるんじゃないっ」

「なんだ、私のために怒おこっているのか？」

「そんなわけないでしょ！」

　どうしたらそういう解かい釈しやくになるのかと肩を怒らせると、佑は「つまらんな」と軽く鼻を鳴らした。
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「言いたい者には言わせておけばよい。所しよ詮せん、負け犬の遠とお吠ぼえにすぎぬ」

「あなたがそんなだから、わたしがいわれのないことでからまれるのよ」

「いわれのない、ね」

　喉の奥で笑った佑は怪あやしげに瞳ひとみをきらめかせると、つっと唇を珪華の手首へと滑すべらせた。

　袖そでから剝むきだしになった皮ひ膚ふの柔やわらかな部分に伝う濡ぬれた感触に、ぞっと肌はだが粟あわ立だつ。

「やめ……！」

「ならば、噂を真実にしてみるか？」

「だ、れがっ──賭かけの条件に、そんなことまで含ふくまれてない！」

　艶つやめいたまなざしにかっとして、珪華は無理な体勢に節々に痛みが走るのも構わず、空いたもう片方の手を思いきり振りあげていた。

　けれど、顔めがけて振りおろしたそれを、佑はこともなく避よけると、拘こう束そくしていた手と顎をあっさりと離した。

「そうだったか？──ならば、賭に勝つまでとっておくとしよう」

「……そんな日は、こないから」

　珪華は反動によろめきそうになるのを踏ふみ止とどまると、目の前にある余よ裕ゆうの顔をきつく睨みあげる。

　そんな彼女に佑は「せいぜい、はりきることだ」とふっと唇を歪ゆがめ、手近にあった榻ながいすへと身を投げだした。

「とはいえ、このままではおもしろくないからな。明日、祠し辰しん殿でんへ出向くがいい」

「祠辰殿へ……？」

　摑まれていた方の手を無意識に擦さすりながら、不可解さに眉を顰める。

「例の幽ゆう鬼きの件だと話はとおしてある。笛に関することと言えば、あれらの右にでるものはない。すこしは有意義な話が聞けるだろう」

　ずいぶんと苦労しているようだからな、とさきほどの物思いを揶や揄ゆされ、珪華は探さぐるようなまなざしを佑へとむけた。

　──祠辰殿に話がとおしてあるって……御ぎよ璽じのことといい、この人一体どういうつもり？

　よほど勝つ自信があるのか、なりゆきを楽しんでいるのか、賭を持ちかけた張本人が、こうまで協力的なのが理解できない。──否いな、気味が悪いのだ。なにを企たくらんでいるのかと疑いたくなるのは当然だろう。

　だが、いくら見つめてみても、泰たい然ぜんと座す様からはなにも読みとれなかった。

　──けど、この事態をどう見てるのか、祠し官かんには直接会って話を聞く必要があるのはたしかだし……。

　この際だ。利用できるものは利用させてもらおうと決意する。

　ただ、祠辰殿といえば、たしかめないわけにはいかないことがあった。

「……一つ聞くけど、話がとおしてあるっていうのは、祠し伯はく？」

　笛といえば、祠辰殿。それはこの国の人間なら、だれもが真っ先に思いつくことだ。

　にもかかわらず、今日まで珪華があそこへ足をむけなかったのにはわけがある。それこそが祠伯の存在だった。

　──あの人には、ほかの祠官と違ちがって間近で顔を見られてるもの。

　珪華が皇こう宮ぐうを訪おとずれるきっかけになった、市でぶつかったあの人物は、牙がと呼ばれる皇こう帝ていの私兵だったとあとから聞かされた。降臨節の折、近この衛え武官たちに代わって珪華をとり囲んでいたのも、彼らだ。

　その牙が今と同じように男装していたのを見破り、接せつ触しよくしてきたのだから、祠伯が気づいても不思議はない。

　けれど、『救い手』として祭りあげられる気がない以上、あの時の娘むすめだと悟られるわけにはいかなかった。

　そんな珪華の思いを見み透すかしたように、佑は「心配するな」と片笑む。

「いくら余の使いとはいえ、侍こ僮しよう風ふ情ぜいにつきあうほど祠伯も暇ひまではない。実際に幽鬼を見た者をだせと告げてある。でてくるのはおそらく祠し楽がく師しだろう」

「そう……」

　祠楽師とは、祠官の中でも天てん帝ていに奉ほうずる舞ぶ楽がくを専門にする者たちのことだ。

　彼らならば、影かげを幾いく度どか見ている可能性があるし、牡丹殿の花官が言っていた『声』についてもなにか聞けるかもしれない。

「──なら、明日、祠辰殿へいかせてもらいます」

「ああ。どこまでやれるか、せいぜい楽しませてもらおう」

　片胡座あぐらをかいた上に頰ほお杖づえを突ついた佑が、悠ゆう然ぜんとこちらを見上げる。

　獲え物ものをからめとるように不ふ穏おんにきらめいたそのまなざしに、ぞくりと覚えた寒気に、珪華は我知らず肩かたを震わせた。







　頰がげっそりと削そげ、目の下に濃こい隈くまを作った男に、彼の方こそ幽鬼だと言われれば信じそうだと、珪華は胸のうちでこっそりと思いながら拱きよう手しゆする。

「本日はお忙いそがしいところ、お時間をいただきましてありがとうございます」

「……いえ、陛下のご指示とあらば」

　どうぞ、と力ない勧すすめに従って座りながら、あまりの顔色の悪さについ様子をうかがってしまう。

　呉ごと名乗った祠楽師は自分も腰こしをおろしつつ、「それに」と自じ嘲ちようをその顔に浮うかべた。

「笛が吹ふけない祠楽師に、できることはありませんから」

「それは……噂に聞く、影が現われるから、ですよね？」

　ほぼふた月ぶりに訪れた祠辰殿は、以前とはがらりと雰ふん囲い気きが変わっていた。

　大なり小なり聞こえていた笛の音はいっさい聞こえず、あたりはしんと静まりかえっている。神聖さを感じさせた空気は、どこか重苦しく、皇宮内で一番清すんでいるはずの場が、淀よどんでいるような気さえした。

　神域とはほど遠い姿に、珪華は衝しよう撃げきを隠かくせなかった。

　天帝に捧ささげるための笛を奏かなでないだけで、こうも違いがでるものなのだろうか、と。

　だが、その答えはまもなく呉の口から語られることになった。

「ここでは、その、やっぱり頻ひん繁ぱんに目もく撃げきされたんですか？」

　男の憔しよう悴すいぶりに思わず声を低めると、ええ、と頷うなずきが返った。

「私も三度ほど目にしました。笛を奉じている最中に、すぅっと視界をよぎった白い影に、一度目は錯さつ覚かくかと。二度目は、そんなことがあるはずがないと思いながら笛を握にぎり、得体の知れぬ声まで聞こえる始末。……三度目は、ならば天帝に仕えるこの笛の音で、悪あしきものを払うのだと……！」

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　三度が三度とも現われたのだと語る呉は、最後は大きく語ご尾びを震わせて、組んだ手を握り締しめた。一呼吸置くと、こちらの声など耳にもはいっていない様子で、そろそろと開いた両手を凝ぎよう然ぜんと見下ろす。

「あれからです……笛に、触さわることもできなくなったのは。自分の音色は、なんと無力なのかと」

　さきほど『笛が吹けない』と言ったのは、単に演奏を止められているというだけでなく、そのままの意味だったのだ。

　同じ奏者としてその苦しさが伝わってきて、珪華は身をのりだしていた。

「そんな……影が現われるのは、あなたのせいではないではありませんか！」

「いいえッ」

　けれど、打てば響ひびくように返った悲鳴じみたそれに、気け圧おされるように息を吞のんだ。

「私は……私は、恐おそろしいのです！」

「……恐ろしいって、影が、ですか？」

　刺し激げきしないようゆっくり言葉を紡つむぎながら、珪華は内心で苦みを抑おさえきれなかった。

　──祠辰殿の祠官がこの調子なんだもの、幽鬼だなんだって噂うわさが広がるわけよ。仮にも祠官なんだから、この人たちこそ、もっと毅き然ぜんと対応するべきなんじゃないの？

　それとも実際に目にするとそんなに恐ろしいものなのか、と先ほどよりも冷めた思いで見つめていると、呉は呻うめくように声を絞しぼりだした。

「これは、天の怒いかりです」

「……はい？」

「天帝から授さずけられた宝ほう珠じゆを失い、あまつさえ、神を讃たたえるべき降臨節で起こったあの騒さわぎ……我々は天の不興を買ったのです……！　天帝との縁えんの深い、笛を奏でた時だけアレが現われるのが、いい証しよう拠こです！」

　私の笛にはその勘かん気きを鎮しずめるだけの力がないのだと、震ふるえながら呟つぶやく呉に、啞あ然ぜんとするしかなかった。

「天の、不興ですって？」

　そんなものは、とうの昔に買っている。それこそ、先せん帝ていの時代、この国から宝珠が失われたのがその表れだ。

　たしかに、あの降臨節は天帝に捧げるにふさわしい儀ぎ式しきではなかった。

　しかし、偽いつわりの宝珠を用意して儀式に臨のぞむ方が、よほど天帝を蔑ないがしろにしているではないか。にもかかわらず、今までなにも起こらなかった理由を、彼はどう説明する気なのだろう。

　宝ほう剣けんを叩たたきつけるなど、自分の行いが不敬にあたることは重々承知だが、あれで天の怒りを買ったとすれば、宝笛が鳴ったはずがないのだ。

　だが、それを口にするわけにはいかず、珪華は強く胸むな元もとを握った。

「それは……祠辰殿の総意、なのですか？」

　祠官とは風や星を読み、天の意を人々に知らしめる役割も担になっている。祠官全員が彼のように考えているのなら、なんらかの兆候が彼らに示されたということだ。

　そう、硬かたい声で尋たずねた珪華に、呉ははっと我に返ったように目を見開いた。興奮気味に上気していた顔が、見る間に青ざめる。

「い、いえ、めっそうもございません！　今のは、その、すこし気が昂ぶってしまい……あらぬことを口走ってしまいました。陛下を批難するようなつもりは、決して…っ」

　口早に言い訳じみた言葉を並べる呉に、なにを言っているのかと眉まゆを顰ひそめそうになり、はたと気づく。

　──そうか、この人、わたしが皇帝に告げ口すると思ってるんだ。言われてみれば、さっきの言葉は皇帝の行いを責めてるみたいだし。

　彼は天の神よりも、地上の皇帝の不興を買うことの方が恐ろしいのだ。

　思いいたったそれに、珪華は奥歯を嚙かみ締めた。「あなたたちが仕えてるのは、天帝なんじゃないの！」と怒ど鳴なりつけたい気持ちを、ぐっと押し殺す。

　──この人たちさえ……祠し辰しん殿でんだけでも皇帝の顔色をうかがうような真ま似ねをせず、行いを正してたら、この国はここまで荒あれずにすんだかもしれないのに…っ

　無む茶ちやを言っていると、わかっている。

　彼らとて、我が身は可愛かわいい。十七年前、前祠し伯はくが一族諸もろ共とも殲せん滅めつされ、上位祠官たちが揃そろって退官させられた記き憶おくは、薄うすれつつあるとはいえ、消えない事実だ。地上にいるかぎり、命があるかぎり、皇帝に逆らう真似は容易ではない。

　けれど、天てん帝ていを祠官たち自身が蔑ろにしておきながら、天の怒りを買ったのだと恐れる様は、ひどく腹立たしかった。

　実際、影かげに接した呉だけの考えかもしれなかったが、──認めるのは悔くやしいが──子ども相手とはいえ、皇こう帝ていからの使いに口を滑すべらせるくらいだ。祠辰殿内である程度認にん知ちされている意見とみても、あながち間ま違ちがいではないだろう。

「……では、祠辰殿としては、その影の正体はまだ摑つかめていない、ということですか？」

「──ぇえ、ええ、そうです！」

　怒りをこらえながら紡いだ言葉に、こちらに皇帝に今の意見を伝えるつもりがないことを悟さとったのだろう。呉がとりすがるように大きく首を縦に振ふった。

「ですが、祠辰殿といたしましても、このまま笛の音が献けん上じようできない状じよう況きようが続くのはゆゆしき問題と、調べを進めております。なにか判明次し第だい、陛下にはお伝えさせていただきます」

　必死に言い募つのる大の男に、期待できないな、と心中で溜ため息いきをつきつつ、珪華は席を立った。

「よろしくお願いいたします。陛下にもそのようにご報告させていただきます」

　おざなりに拱手し、なにやらまだ言葉を重ねる相手を無視して踵きびすを返した。足早に静けさに満ちた殿でん舎しやをとおり抜ぬけ、柱ちゆう廊ろうへとでる。

「なにが天の不興よ…っ、自分たちにやましいことがあるから、そんな風に思うんでしょ」

　周囲には人がいないのをいいことに、珪華は小さく毒づいた。

「結局、なにもわかってないんじゃない」

　佑はすこしは有意義な話が聞けるだろうと言っていたが、有意義どころかなんの役にもたたなかった。これならあの花官の話の方がまだ意味があった。

　やはり、噂や人づてに話を聞くだけでは限界がある。

「こうなったら、笛を……」

　冬至まではまだ日があるとはいえ、糸口を摑めないままでは調べもままならない。こんなことを続けていては、あっというまに月日は過ぎてしまうだろう。

　それに、こんな場所は一日でも早くでていくにかぎる。いつ正体がばれるかとひやひやしどおしの上、人をからかうのが趣しゆ味みだとしか思えない佑の近くにいるのは気が休まらない。

　やっぱりこの方法しかないか、と考えこんでいた珪華は、すこし前をいく官かん吏りが廊の脇わきへとよるのを目に止めた。

　濃のう緋ひの官服をまとっているということは、そこそこ高い地位の者のはずだが……とその先を見やれば、遠目にも見覚えのある姿がこちらへと歩いてくる。

「しょ……っと、天狼大将」

　皇宮ここでうっかり呼ぶわけにはいかない、とでかかった音を吞みこみ、久々の名を口にする。

　まるで考えていることを読まれているような現われ方だと目を細めつつ、珪華は自らも道を譲ゆずるために回かい廊ろうの端はしへとよった。

　──とはいえ、こんな人目があるところで話しかけてきたりはしないだろうけど。

　宮きゆう妓ぎとして後宮にはいっていた時から、彼は珪華が一人の時を狙ねらってふらりと現われた。ひいては、こちらの動向をよく摑んでいるということだが、今日にかぎっては偶ぐう然ぜんなのだろう。

　そう思った矢先だった。

「……明日あす、今時分、麗れい景けい殿でん西へ」

　面を伏ふせた珪華の前をとおりすぎ様、聞こえるかどうかという声で落とされたそれに、ぴくりと肩かたが跳はねる。

　──明日、今時分、麗景殿西……？　それって、明日の今と同じ時刻にそこへこいってことよね？

　簡潔にすぎる、祥にしては珍めずらしい呼びだしに、珪華は首を捻ひねった。

　足音がとおりすぎるのを待ち、うしろ姿へと視線を投げる。当然といえば当然のことながら、振り返ることもなく小さくなっていく背を見送って、南西の方角へと目を移した。

　麗景殿とはそちらの方にある、内ない廷ていにほど近い殿舎のことだ。普ふ段だん、建物を横目にとおりすぎることはあっても、いったことはない。

　密ひそかに会うのに適した場所でもあるのだろうか？

「……ま、いけばわかるか」

　西、とはまた曖あい昧まいな指示だが、いけばむこうが見つけるだろう。

「あのことも、相談してみよう」

　珪華は一つ頷うなずくと、どこか軽くなった足どりで柱廊に歩を刻んだ。
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　目の前に広がった光景に、珪華は思わず息を零こぼしていた。

「こんな場所、あったんだ」

　祥の指示に従い訪おとずれた場所には、菊きくが白や黄、中には赤みがかったものまで、とりどりの花を咲さかせていた。

　菊きつ花か節とも呼ばれる重ちよう陽よう節もとっくに過ぎた今は終わってしまった花も多いが、遅おそ咲ざきのものが最後とばかりに咲き誇ほこっている。

　珪華は庭のようにあつらえられたそこに、麗景殿の塀へいにそって足を踏ふみいれながら、一番眺ながめのいい場所で足を止めた。一時、なにをしにきたのかも忘れて景色を楽しんだあと、ぐるりと視線を巡めぐらせる。

「それにしても、どこにもいないけど……」

　早くつきすぎたか、と時をたしかめるよう太陽を仰あおいだあと、再びあたりを見み渡わたした。

　あるのは菊と、景観のための低木や置き石ばかりで、人が身を隠かくせるような木や建物はない見晴らしのいい場所だ。祥の姿を見落とすようなことはあり得ない。

　きたらわかるか、と背後の壁かべに背を預けた時、

「きたか」

　突とつ然ぜん湧わいた声に、珪華は驚おどろいて背中を浮うかせ、慌あわてて周囲を見回した。が、姿はどこにも見あたらない。

「祥？　どこに……」

「うしろだ」

　大声で名を呼ぶわけにもいかず、低く呼びかけると、言葉どおり背後から声が返る。とっさに振り返ろうとしたところを、「振りむくなよ」とすかさず制された。

　それでも横目でうしろ──壁を見れば、すぐ傍そばに花の型をした透すかしがいれられている。そこからかすかにのぞく横顔は、ほかのだれでもない。祥だ。彼は壁の向こう側、麗景殿の中にいるのだ。

「庭を見てるふりをしてろ」

　そこなら人が近づいてきたらわかる、という言葉に、なるほどと悟る。

　壁かべ越ごしに話をすることで、一いつ緒しよにいるところを見られなくてすむということだ。

「俺とおまえの繫つながりがあの男にすでに知られているとはいえ、接せつ触しよくは極力人目につかない方がいい」

「それはそうだけど……わたしがここにこなかったら、どうするつもりだったわけ？」

　珪華は背後の壁をコンコンと手の甲こうで叩たたいた。

　さすがに透かしがなければ、他人に聞かれないよう潜ひそめた声を壁越しには聞きとれない。

　けれど、珪華の疑問に、祥はそんなことかとでも言いたげに鼻を鳴らした。

「なら聞くが、どうしておまえはそこに立った？」

「わたし？　そりゃ、この辺が一番景色がよかったから……あっ」

　言いながら、そういうことか、と気づく。

　おそらく、ここは麗景殿の中から透かし越ごしに見て、美しく見えるよう作られているのだ。だから、もっとも景観を楽しめる場所に足を運べば、自然透かしの近くに陣じん取どることになる。

「おまえならそうするだろうと思ったまでだ」

「……ああ、そう」

　自分の行動を見透かされているようで面おも映はゆいような気分になりながら、珪華は視線を前へと戻もどした。

「それはそうとして、どうかした？　こんな風に呼びだすなんて」

「調べの具合をたしかめようと思ってな」

　まさかあれから進んでないなどと言わないだろうな、と言う祥に、ぐっと言葉につまる。

「……進んでないわけじゃ、ないけど」

「芳かんばしくない、か」

　濁にごした語ご尾びに、嘆たん息そくが重なる。

　予期していたと言わんばかりのそれにカチンとくるが、本当のことなので言い返せない。

　もう莫ば迦かにさせないと思っていたのに、と溜ため息いきをこらえながら珪華は言を継ついだ。

「後宮と祠し辰しん殿でんで影かげを見たって人たちに話を聞いたけど、噂うわさ以上の情報はこれといって……。しいて言うなら、演奏していた本人たちはなにかの鳴き声みたいなものを聞いたって話だけど、どんなものか具体的にわからない以上、正体にあたりもつけられない」

　大体、と上空へと視線を投げた。

「昼も夜も、屋外・屋内も関係なくどこにでも現われるっていうのに、皇こう宮ぐう内しか現われないってどういうこと？」

「でたらしいぞ」

「屋根があるわけでも……って、」

　聞かせるというより独白めいた調子で話していた珪華は、さし挟はさまれた祥の言葉に、しばし沈ちん黙もくした。

　さりげないそれに、一いつ瞬しゆん理解が追いつかない。『でた』ってなにが……と反はん芻すうし、ぎょっと目を瞠みはる。

　反射的に祥の方へ顔をむけかけ、寸前で衝しよう動どうを押し留とどめた。

「……でたって、例の影が？　皇宮の、外に？」

「ああ。皇宮のすぐ傍ではあるらしいがな」

「皇宮では、笛が聞こえなくなった、から？」

「そんなことは影にでも聞け。──だが、まあ、そう考えるのが妥だ当とうだろう」

　祥からもたらされた情報に、珪華は目まぐるしく考えを巡らせた。

　皇宮の中なら時間も場所も関係なく現われるのに、ほかの場所には出しゆつ没ぼつしないということは、離はなれられない理由があるのだと思っていた。それが崩くずれたということは……

「それだけ、笛の音に執しゆう着ちやくしてるってこと？」

　問題は、なぜそこまでその影は笛の音色に固こ執しゆうするのか、ということだ。逆を言えば、それがわかれば正体についても搾しぼりこむことができる。

　──だめ。やっぱり、考えてても埒らちがあかない。

　こうなったら、と珪華は一面の菊に目を据すえながら「祥」と硬かたい声で呼びかけた。

「わたし──笛を吹ふいてみる」

「……そう言いだすだろうと思ってた」

　返った苦い声こわ音ねは、けれど『しかたがない』という諦てい念ねんを含ふくんでいた。

　持っているのかという問いに、是ぜを返すと、「ここではまずい」と制される。

「だからといって、一人で吹くような迂う闊かつな真ま似ねはするなよ」

「それくらい、わかってる」

　ここからは今は人ひと影かげが見えないが、近くに門があり、人の出入りがすくなくない。そんな場所で笛を奏かなでて、例の影を呼びこんだりしたら、無用な混乱を招くことになりかねなかった。

　影がなんなのかわからない以上、一人で対するのも避さけた方がいいだろう。今のところ害はないようだが、今後もそうだとは言い切れないのだ。

　なにより、笛を奏でること自体、今の皇宮では危険な行こう為いだった。

　笛の音が途と絶だえるくらい、だれもが得体の知れない影に恐おそれを抱いだいている。不用意に笛の音を響ひびかせれば、恐きよう怖ふにとりつかれた人々になにをされるかわからない。最悪、袋ふくろ叩だたきにされてもおかしくない。

「おまえの『わかってる』は信用ならない」

　だが、祥はあくまで懐かい疑ぎ的だった。

「……それでもやらなきゃいけない時っていうのは、あるのよ」

　身に覚えがありすぎるほどにある珪華は苦しまぎれに反論するが、彼は聞いてもいないように「そうだな」と思案げに呟つぶやいた。

「皇城がいいだろう」

「皇城？──そうか、あそこは官かん吏りの仕事場だから、宮城と違ちがって住んでる人はいないんだ」

「ああ。それに、官吏の仕事は基本的に午ひるまでだ。衛え士じはいるが、午後ならほとんど人気もない。笛を吹いてもよほど大だい丈じよう夫ぶだろう」

「あとは、昼か夜か……」

　影を見た人間は一様に『白っぽい影』と言った。ならば夜の方が、姿を捉とらえやすいかもしれないが……。

「日が暮れてから宮門を使えば衛士に不ふ審しんがられる。忍しのびこむのは手間だ」

　暗に昼にしろと告げる祥に、珪華はあいづちを返した。

　あの書があれば夜だろうと門をくぐることは可能だろうが、怪あやしまれることは間ま違ちがいない。下手に佑に報告がいって、祥と一緒にいるところを見つけられでもしたら、やっかいだ。

「昼夜問わず目もく撃げき情報があるってことは、昼でも見えるってことだしね」

　影を追うのなら夜の方が見失いにくいのかもしれないが、すべては影をたしかめた上でのことだ。

　そうと決まれば、と二人は細かな点を打ちあわせると、一度も顔をあわせることなくその日の会合を終えた。







「こっちだ」

　わずかに肩かたで息いきをしてあたりを見回していた珪華は、ぱっとそちらを顧かえりみた。

　建物の陰かげから横顔をのぞかせる佑に、ほっと胸をなでおろして近づいていく。

「ごめん。ちょっとあの人に捕つかまっちゃって」

　おまけに、慌ててでてきたら、似たような建物ばかりで迷ってしまった。場所を間違っていたり、すでに帰ってしまっていたらどうしようかと思っていただけに、無事におちあうことができて安あん堵どする。

　祥は珪華の言葉にわずかに眉まゆをあげたが、なにも言わず周囲に視線をむけた。

「このあたりの人間はだれも残ってないのは確かく認にんした。──おまえが連れてきてなければな」

　つけられたり、姿を見られたりしていないだろうな？　と言外に告げる祥に、珪華は柳りゆう眉びを逆立てた。

「そこまで間ま抜ぬけじゃないわ」

　焦あせってはいたが、ことがことだけに周囲に気は配っていた。門衛以外に見み咎とがめられるようなことはなかったはずだ。

　祥は「どうだか」と油断なくあたりを警けい戒かいしながら、近くにあった扉とびらに手をかける。珪華がむっとして言い返すより先に、その腕うでを摑つかむと有う無むを言わさず中へと押しこんだ。

「ちょっ、なにす──」

「外で吹く気か？」

　いきなりのことに文句が口を突つきかけるが、よこされた指し摘てきに言葉につまる。

　たしかに、外で奏でればそれなりに音が響くだろう。噂を恐れて近寄ってこないならいいが、恐怖に過か敏びんになるあまり止めさせようと駆かけつけられても困る。

「──そんなこと、口で言えばいいじゃない」

　それでも言いなりになるのは悔くやしくて睨にらみつけると、薄うすく開いた扉の隙すき間まから外をうかがっていた祥がちらりとこちらを一いち瞥べつした。

「それはすまなかった」

　まったくそうは思っていないだろう声音に募つのるいらだちをまぎらわせるように、珪華は室内へと目をやった。

　さほど広くはない室へやだ。窓はあるが、別の建物の影になり、薄うす暗ぐらい。

「これなら、影が姿を見せたらすぐわかる」

「ああ、野外だと警戒する範はん囲いが広すぎるが、これくらいの場所なら室の隅すみに立っていればこと足りる。現われる方角も手がかりの一つだからな」

　同意するように続いた科白せりふに、驚おどろいて視線を戻もどすと、祥が扉とびら脇わきにもたれかかるようにしてこちらを見ていた。

「おまえはそこで笛を奏でればいい。影の詳しよう細さいはこっちで確認する」

　なんでもないように告げる彼に、珪華は密ひそかに舌を巻いた。

　自分では単に笛を奏でればいいとしか思っていなかった。どんなものか、この目でたしかめられれば、という程度の意識だった。

　だが、祥は屋外で笛を奏でることの影えい響きようから、より的確に影と言われるものを捉える方法まで考えていたのだ。

　珪華は己おのれの甘さを嚙かみ締しめつつ、わかったと頷うなずくと、持ってきた笛をとりだした。

　──ひさしぶり、老師。

　笛を持つ手が震ふるえる。この笛を握にぎるのは、実にふた月ぶりだ。

　手元に戻ってきてから手入れはしていたが、騒そう動どうのせいで吹くことができない日々はじれったいものだった。何度、奏でてしまおうかと口元にあてがったかしれない。

　それを、影かげをおびきよせるために吹くことになるとは……。

「……お願いね」

　笛にとも、祥にとも知れず呟いて、珪華は笛を構えた。

　震えを止めるように、大きく息を吸いこむ。脳のう裏りに響く理想の音色にそうように、そっと息を吹きこんだ。

　最初の一音が空気を震わせた瞬しゆん間かん、身体からだ中が歓かん喜きするのがわかった。ああ、自分はこれを求めていたんだ、と実感する。

　思うように動かない手に、離れていた月日の長さともどかしさを覚え、けれど感覚という感覚が、完かん璧ぺきにはほど遠い音色に酔よいしれる。

　束つかの間、頭から目的が消え失うせ、ただ音を奏でることだけに夢中になる。

　そんな珪華を我に返らせたのは、意識に割りこんだカタッという小さな物音と──

　──ィ……ッ

　かろうじて耳が拾った、かすかな異音だった。

「──！」

　いつのまにか閉じていた瞼まぶたを、はっと押し開く。と同時に、視界の端はしを白いものがよぎった。

　驚きに身体からだが揺ゆらぎ、音がぶれる。だが、それも一いつ瞬しゆんだった。

　──ここで止めたら、意味ないじゃない！

　珪華はすぐに音階をたて直すと、演奏を続けた。

　心臓が早はや鐘がねを打つのを感じながら、慎しん重ちように視線を動かす。扉脇にいた祥へと目をやれば、彼は身構えるように身体を浮うかせていた。さきほどの物音は、これだったらしい。

　視線を感じたのか、ちらりと深い瞳ひとみがこちらを見る。「続けろ」と唇くちびるだけで告げる彼に、わずかに顎あごをひいた時、目前をすっと白い影がよぎった。

　さすがに間近にしたソレに、ぎょっとする。

　またも乱れる音に、自らを叱しつ咤たしながら、珪華はソレへと意識をむけた。

　──たしかに、あんなものがいきなり現われたら、驚くだけじゃすまないかも……。わかっててもびっくりしたし。けど、いやな感じは、しない──。

　話を聞いた彼らに、役にたたないと思っていたことを内心詫わびながら、祥へと視線を戻す。彼も油断なく構えながら影を目で追ってはいるが、それ以上の動きを見せない。だとしたら、彼もまた悪意や敵意の類たぐいを感じていないということだ。

　──白っぽい影……たしかに、影としか言いようがない。

　動き回っているせいもあって形がはっきりとしない。輪りん郭かくもおぼろで、動く端から糸ひくように残ざん滓しが空気に溶とけていく。まるで、霧きりが凝こごってなにかを形作っているかのようだ。

　そして、はじめに聞こえたあの、笛の音にも似たかすかな音が、時折聞こえてくる。いや、聞こえるというより、頭の中に響ひびいてくる感覚の方が近いかもしれない。

　──聞いてると、胸がざわめくような、切ないような……。

　珪華を中心に、つかず離はなれず飛び回っている様は、なにかを探し求めているようであり、たしかめているようでもあった。

　──……え、あれ……この感覚、どこかで感じたことがあるような……？

　遠くないどこかで、似たような感覚が胸を震わせたことがある気がした。あの時は、胸だけでなく──

「……ぁ…っ」

　記き憶おくの淵ふちをのぞきこんだ次の時、頭の中を揺さぶられるような感覚が襲おそってきて、珪華は思わず笛を離していた。とっさに頭を押さえる。

「珪華ッ」

　突とつ然ぜん、音が途と切ぎれたかと思うと、顔を顰しかめて頭に手をあてた彼女に、祥が驚いたように駆けよってくる。その姿のむこうに、ふっと壁かべへと消えていく影が見えた。

「あ、れは……」

「どうした、痛むのか？」

　茫ぼう然ぜんとそれを目で追っていた珪華は、のぞきこんできた顔に、はっと瞬またたいた。

「あ……ううん、だい、じょうぶ」

　なんでもないと首を横に振ふるが、こちらを見つめる表情は険しいままだ。

「なんでもないなら、今のはなんだ？」

　なにがあったのかとっとと吐はけ、と言葉以上に雄ゆう弁べんなまなざしに、どうするべきかと逡しゆん巡じゆんする。けれど、この感覚が正しいのであれば、彼にもけして関係ない話ではない。

　──だけど、ただの勘かんでしかないし。先入観を与あたえて、ほかの可能性を見誤るのも……。

「珪華」

　だが、焦じれたように呼びかけてくる低い声こわ音ねは、誤ご魔ま化かしを許さない。

　しかたがない、と腹をくくって珪華は祥を見上げた。

「これは、あくまでそう感じたっていうことでしかないんだけど……あれ、鳳ほう凰おうなんじゃないかな」

「！　鳳凰、だと……？」

「う、ん──鳳凰っていうか、宝ほう剣けん？」

　目を見開いた祥に、やはり突とつ飛ぴすぎるか、と影が去っていった方を見つめた。

「祥には聞こえなかった？　鳴き声みたいなの」

「いや……俺にわかったのは、おまえが笛を奏かなではじめてまもなく、壁をすり抜ぬけるようにしてあの影が現われたということだけだ」

　聞こえたのか、と目顔で問われ、頷く。

「花官や祠し官かんも笛を演奏していた人だけが『聞こえた』って言ってたから、もしかしたら、吹ふいてる本人にしか感じられないのかもしれない。聞こえるっていうより、直接頭に響いてくる感じだったし」

「それだけ、笛の音と親和性が高い──関かかわりが深いってことか」

「そこはわたしじゃなんとも言えないけど……笛の音に似た、でも違ちがう音。たしかになにかの──鳥の鳴き声に似てた」

「……まあ、動きも鳥じみてたと言えば言えるが」

　まさか根こん拠きよはそれだけかと、むけられた胡う乱ろんな顔つきに、「そこまで単純じゃない」とむっとする。

「その声を聞いてると、胸の奥がざわめく感じがして……なんて言うの？　切ない、胸にぽっかり穴が開いたみたいな」

　あるべきものがない。そんなえもいわれぬ喪そう失しつ感かんがあった。

「それが、あの時感じたものに、よく似てた」

「あの時……宝笛を吹いた時か」

　祥がやっと得心がいった表情になる。

　そう、鳴らない宝笛が響き渡わたったあの時、空気の鳴動とともに、声が聞こえた気がした。

　強い喪失感を伴ともなった、寂さみしげな、なにかを探し求めるその感覚は、程度の差こそあれ、さきほど襲った感覚と同じと言ってもいい。

　あの時は、宝笛が対ついとなる宝剣を、半身とも呼べる存在を、探しているのではないかと思った。

「だったら──宝剣も、片割れを探してるんじゃないかと思って」

　そう考えると、皇こう宮ぐう近辺にしか現われないのも納なつ得とくがいく。

　あの影がどういうものであるのかは不明だが、宝剣ほんたいがここにある以上、どこへでも自由にいくというわけにはいかないだろう。影は所しよ詮せん影、本体からは離れられないのだから。

「笛を吹くと現われるっていうのも、そう。片割れが『笛』だから、その音色に惹ひかれて現われるんじゃないかな」

　珪華の言葉に、祥が軽く眉まゆをよせて黙だまりこんだ。

「……おまえの言うことが、仮に本当だったとして、なぜ、今ごろ？」

　宝ほう珠じゆを失ってから十七年間、一度も今回のような騒さわぎが起きたことはない。それがなぜ今ごろになって、という疑問は当然だろう。

　珪華は「これも推測でしかないけど」と前置いて、考えをまとめるようにゆっくりと口を開いた。

「アレが現われだしたのは、降臨節以降なのよね？」

　だからこそ、祠官が「天てん帝ていの怒いかりだ」などと言いだしたのだ。

「ああ……だが、まさか偽にせ物ものの宝珠を壊こわしたことと関係は──、いや」

　降臨節という言葉に眉み間けんの皺しわを深くした祥が、ふと言い止さす。

「宝笛か」

　なるほど、ときらめいた双そう眸ぼうに、珪華はあいづちを返した。

　降臨節のあの日、安永城にいるほとんどの人間が与あずかり知らぬところで、宝笛が奏者を得て、音色を甦よみがえらせた。

　なにも知らない人々には、降臨節、もしくは新皇こう帝ていの即そく位いをきっかけに、影かげが現われだしたように見えるが、事件は別にもあったのだ。

「あの宝笛を吹いた時、空気が鳴動したでしょ？　なにかを探し求めるみたいに、笛がナいた。──それが、皇宮に届いてたとしたら？」

「あの余波で、宝剣が目ざめた──そう考えてるのか？」

「実際には、わからないけど……」

　そもそも、剣けんと笛を揃そろえた時、宝珠が甦るのではないかと考えているが、真実なにが起こるのかだれも知らないのだ。すべては伝説や状じよう況きようからの憶おく測そくでしかない。

　珪華はあの時を思いだすように、手の中の笛に目を落とした。

「けど、宝笛にあんな力があるんだもの。宝剣だって、なにかの力を秘ひめてたっておかしくないと思う」

　むしろ、宝珠がただの帝てい位いの象しよう徴ちようではなく、天帝の加護の証──恵めぐみの風をもたらすものだとすれば、御み使つかいから授さずけられたという宝剣や宝笛にも、それなりの力があると考える方が自然だろう。長い年月の間に風化し、忘れ去られてしまっただけで。

「……ただ、あの宝笛の音で宝剣が目ざめたっていうんなら、あの時、宝笛は喪失感なんか感じる必要はなかったはずなのよね。喜びはしても」

「宝剣にしたって、手当たり次し第だいに笛の音色につきまとうあたり、おかしいだろう。片割れだというなら、音を聞けばわかりそうなものだ」

　一応納得はいくが、やはり解げせないという様子の祥に、珪華もまた首を捻ひねるしかない。

　情報も状況も、決定打に欠ける。なにもかもが中ちゆう途と半はん端ぱなのだ。

「！　そうか、中途半端……」

　内心の呟つぶやきに、はたと閃ひらめく。思わず声にだしていたそれに、祥が訝いぶかしげに口を開きかけ──思案げに目を眇すがめた。

「なるほど……覚かく醒せいが中途半端だとしたら、頷うなずける」

「そう、だからあんな形でさまよってるのかも」

　見えた気がした光明に、珪華の表情が明るくなる。が、祥の次の言葉に、瞬く間に曇くもることになった。

「問題は、それをどう証明するかだ」

　そうだった。これは『影の正体を突つき止められるか、否いなか』の賭かけなのだ。憶測だけで解決、とはいかない。「勝手な考えだ」と切り捨てられたら終わりだ。

　だとすると、この影の正体は宝剣だ、とはっきり示す必要があった。

「……祥」

　珪華がおもむろに名を呼べば、彼は返事の代わりに溜ため息いきを落とした。

「わかった」

「え？　まだ、なんにも言ってないけど」

　唐とう突とつな了りよう承しように瞬くと、「おまえの考えそうなことくらいわかる」と呆あきれと諦あきらめの混じった視線が返ってきた。

「どうせ、今度は影を追うと言うんだろう」

　考えていたことを過あやまたず指し摘てきされ、啞あ然ぜんとする。

「どうしてわかったの？」

「後先顧かえりみないおまえが、いかにも考えそうなことだからな」

「っ、この間から……人を考えなしみたいに言わないでくれる？」

「なら、違うのか？」

　莫ば迦かにしたような物言いについ嚙かみつくと、違うなら言ってみろと水をむけられる。

　どうせ違わないだろうと確信に満ちたそれに、反論したいのは山々だったが、そんなことで案が浮うかぶのなら苦労はない。

「…………違わない」

　結局、長い沈ちん黙もくのあと肯こう定ていするしかなかった珪華は、そらみろ、というまなざしを甘んじて受けるしかなかった。

「──夜、ついでに月明かりがない方がいい」

　人目につきづらく、アレも視し認にんしやすい。

　唐突にそう言いだした祥に、え、と顔をあげる。

「手を貸して、くれるの？」

「俺は『わかった』と言わなかったか？」

　あれが返事だったというなら、たしかに言った。ただ、止められるか、嫌いや味みの一つや二つは覚かく悟ごしていただけに、拍ひよう子し抜ぬけの感が否めない。

　そんな珪華を見下ろした祥が、ふいと顔を背そむけた。

「──巻きこめばいいと言ったのは、こっちだからな」

「祥……」

　宝ほう剣けんのこととなれば、彼にも無関係ではない。だが、宝剣のため、とは言わず、珪華じぶんのためだと言う彼に、胸の奥がじわじわと熱くなっていく。

　一人ではないのだと、言ってもらえたような気がした。

「──ありがとう」

「無関係なことじゃない。礼には及およばん」

　自然と口を突いた礼に、祥はそっけなく言い捨てて、「それより」と話を戻もどした。

　珪華は「お礼くらい素す直なおに受けとればいいのに」と憤ふん慨がいした素そ振ぶりを見せつつも、彼なりの照れ隠かくしなのだろうとわかるから、それにのっかることにする。

「決行は新月前後としても……問題は、宝剣がどこにあるのか、ってことよね」

　現在、佑は宝剣を手元に置いていない。それが宮城にあるのか、皇城にあるのかは重要な問題だった。

　宮城と皇城は同じ皇宮内であるとはいえ、厳密に空間がわけられている。門をとおり抜ぬけなければ行き来はできないし、すべての門には門衛がいるのだ。

　もし、今日のように皇城で笛を奏かなでた結果、影が宮城へ消えた場合、追うのは一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　しかし、珪華の心配に祥は、いや、と首を横に振ふった。

「宝剣は皇城内──おそらく、太たい廟びようにある」

「太廟？……って、天子の祖そ霊れいを祀まつってる廟でしょ？　なんでそんなところに……」

「耀を開いた祖霊を祀る太廟は、国の魂たましい、国そのものと言ってもいい場所だからな。御使いから授けられた宝剣をそこにおさめておくのは、別段おかしいことじゃない。それに──」

　彼は一度言葉を切ると、視線を影が消えた壁かべの方へ転じた。

「例の影は、あの方角から現われて、あちらへ消えた。太廟の方角とも一致する。すくなくとも行き先は宮城ではあり得ない」

「たしかに……あっちは南東、宮城とは逆方向だわ」

　安永城において、皇帝の座いまし所──宮城は北側にある。

　影の出入りが同じ方角だったということは、宝剣云うん々ぬんの推測が正しいかどうかは別としても、そちらに影に関かかわるなにかがあるということだ。それが南東なら宮城はかすりもしない。

「皇城内なら門に阻はばまれず動けるし、楽じゃない」

「あいもかわらず、前向きなことだ」

「……それ、莫迦にしてるでしょ？」

　またしても、と眦まなじりを吊つりあげた珪華には、祥の「そう簡単にいけばいいが……」との呟きは届いていなかった。
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　笛を奏でた際に現われた影かげが、どこへ戻るのか──。

　それを突き止めることができたら、件くだんの影が宝剣と関わりがあるのかがわかる。あとは、佑と宝剣を前に笛を奏でてみせれば、これ以上ない証明になるはずだ。

「そのためには、影を追わないとはじまらない」

　珪華は独りごちると、笛を握にぎり締しめ、耳をすませた。

　そろそろだと思うんだけど、とわずかに窓からはいる火明かりだけが頼たよりの暗がりで、その時を待つ。

　ここは皇城内の、普ふ段だんあまり使われていないという建物の一室だった。まだ人の多いうちに皇城へ渡わたった珪華は、それから今までじっとここで身を潜ひそめていた。

　時を追うごとに、うまくいくだろうかという焦あせりと緊きん張ちようが増してきて、心臓がうるさい。加えて、なかなか訪おとずれない合図に、いらだちより不安が募つのってくる。

　約束の場所か時が間ま違ちがっていたのだろうか。なにかあったのだろうか。

　そんな気持ちに珪華がとりつかれはじめたころ、突とつ然ぜん喚かん声せいのようなものが空気を震ふるわせた。

「！──なに？」

　遠くはあったが、あたりが静まりかえっていた分、驚おどろくのには十分で、思わず肩かたが揺ゆらぐ。なにかあったのかという予感があたったのかと腰こしを浮かせかけた時、コンコン、と薄うす闇やみに響ひびいた音に、びくっと動きを止める。

　だが、すぐにそれがなにか思いいたると、珪華は静かに、かつ、足早に戸口へとむかった。

「いるか」

　外からかかった声に、薄うすく扉とびらを開く。視線を左右に走らせ、認めた人ひと影かげに、ようやっと外へと身を滑すべらせた。

「祥」

「うまく抜けだしてこれたようだな」

　闇やみに溶とけこむように濃こい色をまとった祥に、我知らずほっと息が零こぼれた。

「皇こう帝ていにはどう言ってある？」

　やはり佑の動向が気になるらしい祥に、なにも、と珪華は首を横に振った。

「勝ち負けのかかった賭だしね。横よこ槍やりをいれられたくないから、こっちのことはいっさいなにも言ってないし、好きにさせてもらうってあらかじめ言ってあるから」

　それより、といまだ聞こえる騒そう動どうの方へと視線を巡めぐらせた。

「なにかあったの？」

「城じよう壁へきの近くですこし騒さわぎをな」

　夜は音が響く、となんでもないことのように告げられる。

　どうやら物言いからして、笛の音やこちらの動きから警備の目をそらすため、酔よっぱらいに銀子おかねでも握らせて、軽い騒動を起こさせたということのようだ。

「じゃあ、早くしないと」

　衛え士じたちが駆かけつけて騒ぎを鎮しずめてしまっては、せっかくの目め隠かくしの意味がない。

　珪華は建物の陰かげからでて、足早に視界の開ける位置へと移動した。今回は影を追わなくてはならないため、多少の危険を冒おかしても、見失う要素は極力排はい除じよする必要がある。

　祥が油断なく周囲を警けい戒かいしながらあとに続くのを視界の端はしで確認して、笛を構えた。彼が傍そばにいるのなら、自分は安心して笛に集中できる。

　横目で、いくよ、と合図して、珪華は最初の一音を響き渡らせた。

　こちらへこい、と空気を震わせて、影を呼ぶ。

　一人は寂さびしいだろう、と語りかけるように、気持ちを音にのせていく。

　それが届いたのかどうか、「きた」と祥の呟つぶやきが耳に届いたのは、吹ふきはじめて間もないころだった。

　演奏する手は止めないまま視線をあげれば、夜闇の中、白い影がまっすぐにこちらにむかってくるのが見える。そうしてみると、影はまさしく鳥がはばたいているかのような動きをしているのがわかった。

　そして、聞こえてくるのは、なにかを求めて止やまない鳴き声めいた音。

　──宝剣は御み使つかい……鳳ほう凰おうから授さずけられたものだから、あんな形で具現化してるってこと？

　だとしたら、あれは鳳ほうだろう。鳳凰は雌し雄ゆう一体の鳥、つがいである凰おうを探しているのだと、そんな確信めいた思いが頭をよぎった。

「──そろそろいいだろう」

　十分影をひきつけたところで、あまり長く音を響かせていては衛士まで呼びよせる、と祥が止めるよう合図を送ってくる。

　珪華はそれに笛をおろすと、すばやく胸むな元もとへと押しこんだ。ちらりと祥と瞳ひとみを見み交かわし、どちらからともなく影へと駆けだす。

　影はふいに止んだ音色に、しばらくその場を旋せん回かいしながら留とどまっていたが、やがて諦あきらめたように翼つばさ（？）を返した。

　この世にあらざるものだけあって、動きが速い。おまけになんの障害もない空をいく分、地をいく珪華たちにはなおさら不利だ。

　追いつくどころか、見失わないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「降りるぞ」

　祥の指し摘てきに目を凝こらせば、たしかに白い影はすうっと高度を下げていく。すぐにそれは建物の陰かげに遮さえぎられて見えなくなってしまった。

　追おうなどと思ったのがやはり無む謀ぼうだったか、と臍ほぞを嚙かむ。その一方で、たしかな予感に胸が逸はやった。

「あっちは……」

「ああ。太廟だ」

　祥のあいづちに珪華は確信を深めた。

　安永城において、開祖の御み魂たまを祀まつる太廟は、もっとも南東に──つまり角に位置する。あの白い影がそちらへ消えていったということは、太廟にむかった可能性が高い。

　高鳴る心臓を押さえながら、ここを曲がれば太廟はもう目の前、という角を折れた瞬しゆん間かん、珪華は反射的に足を止めた。

　──っ、人が……！

　警備と思おぼしき人影が、太廟の前に立っているのだ。

　影の秘密を暴あばくことだけを考えていたが、そこに宝ほう剣けんがあるというなら、護まもりが敷しかれていてもおかしくない。

　おまけに、すぐ横手には門がある。門衛にも自分の姿は捉とらえられてしまっているはずだ。

　──しまった！

　失態を悟さとって即そく座ざに後あと退ずさろうとする。

　けれど、その珪華の背をぐっと前へ押しだす手があった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　あれが見えないのか、ととっさに咎とがめようとした言葉は、低く囁ささやくおちついた声こわ音ねに霧む散さんする。どういうことかと問う前に、祥はこちらの腕うでをとって人影の方へと無造作に歩きだした。

「雷牙」

　響かないよう低く発せられた呼びかけに、珪華は、あ、と小さく声をあげた。わずかに届く火明かりに浮うかびあがった見覚えのある顔がこちらをむき、よお、と片手をあげた。

「きたぜ、例の」

　指し示すように、太たい廟びようへとむけられた指に、瞬しゆん時じに例の影のことだと理解する。

「はいっていったの!?」

　雷牙に、上うわ擦ずりそうになる声を極力抑おさえてつめよれば、「ああ、中に消えた」とはっきりした答えが返る。

「じゃあ、やっぱり……」

　緊張に喉のどを上下させ、珪華は太廟の両開きの扉を見つめた。

　──この中に、宝剣があるかもしれない……。

　そう実感した途と端たん、賭かけなど放ほうりだし、宝剣を手にいれればいい、と脳のう裏りに囁く声が聞こえた。賭に勝ったとしても、佑が本当になんでも望みを叶かなえると思うのか、と。

　珪華はその誘ゆう惑わくを、迂う闊かつなことはしない方がいい、と懸けん命めいに抑えこんだ。

　正々堂々と手にいれられる方法があるなら、その方がいいに決まっている。

　──奪うばった挙句、皇帝と祥の全面対決なんてことになったら、どうするの。自分たちだけでおさまるならいいけど、軍を巻きこんだ争いになったりしたら、罪もない人々が大勢巻きこまれることになる。

　とりあえず、ここにあることさえわかれば──と考えていた珪華は、ふとなにかひっかかりを覚えた。

　かすかに、胸むな騒さわぎがする。

　なんだろう、と眉まゆをよせた時、祥が「様子はどうだ？」と張りつめた声で問うのが聞こえた。それに、覚えた違い和わ感かんが、正体を摑つかむ前に霧散する。

　──様子は……？　今、影かげが中に消えたって聞いたのに。異変がないかってこと？

　どういうことだと二人へ視線を戻もどすと、その疑念に応こたえるように横合いから声があがった。

「手て筈はずどおり、太廟と門の衛え士じには眠ねむってもらいました。門の表には、こちらの手の者がつめています」

　暗がりから姿を現わしたのは瞭だった。

「ほかは？」

「事前に周囲を確かく認にんしましたが、特には」

　密ひそかに交わされる主従のやりとりに、「なにが？」と首を傾かしげる。

　だが、祥は「こっちの話だ」と硬かたい表情で言うばかりで、口を割ろうとしない。

　──なによ、教えてくれたっていいじゃない。そりゃ、衛士たちのことまで気が回らなかったのは事実だけど……。

　声にすれば拗すねているように聞こえそうで、珪華はでかかったものを吞のみこむと、胸をかすめた寂しさを払はらうように、太廟を見上げた。

「──なにはともあれ、ここに宝剣があるかどうか、だわ」

　あれば再度笛を奏かなでて、影が出現するか確認すればいい。なければ……ほぼ振ふりだしに戻ることになる。

「のぞいて見えるもんじゃねえしな。まずは、あいつをどうにかしねえと」

　珪華の言に、雷牙が扉とびらの一点へと視線を転じる。そこには扉を護る重々しい錠じようがかかっていた。

「衛士が鍵かぎを持っている……わけもありませんしね」

「別にそんなの必要ないし」

　思案げな瞭の科白せりふに、珪華はこともなく言い置くと、堂へあがる階きざはしに足をかけた。

「珪華？」

「まあ、見てて」

　止めるような訝いぶかるような祥の呼びかけに、ちらっと振り返ると、彼女は巾きんでまとめている髪かみへと手をやった。飾かざり気のない簪かんざしのようなものをひき抜ぬく。

　それを手に珪華は扉の前へとしゃがみこんだ。

「これなら、そんなにかからないかな」

「……まさか、開けるのか？」

　祥の、できるのか、という驚おどろきが背後から伝わってくる。

「これくらいならね。──老師に教わったから」

「教わった？」

　うしろにいる男三人が絶句するのをよそに、珪華は暗い手元を探さぐるようにして、錠の側部にある鍵かぎ穴あなに細長い針をさしこんだ。

　指先に神経を集中させ、感覚を頼たよりに針を動かす。

「──きた」

　覚えた手て応ごたえに慎しん重ちように針を操あやつれば、カシャンと軽い音が響ひびいて、錠は彼女の前に呆あつ気けなく陥かん落らくした。

「まじかよ……」

　雷牙のものだろう呟つぶやきを聞きながら、よし、と自分の仕事に満足して立ちあがる。

　扉を開けるため、役目をはたさなくなった錠を手にかけながら、それにしても、と珪華は軽く首を捻ひねった。

　──さすがに新しい型だったら開けられなかったから助かったけど、こんな古いので役にたつ……あ、別に見張りがいるから、いいのか。

　そう自問自答して納なつ得とくしかけ──さきほどと似た違和感を覚える。

「見張り……？」

「珪華、待て。あとは──」

　うしろからかかった制止にも気づかず、珪華は摑んだ違和感を手た繰ぐりよせるように考えこんだ。

　そう、宝剣を護るため太廟には衛士は常にいたはずだ。その彼らが、ここに出入りする影の存在に気づかないものだろうか？

　入り口を背に護っているにしても、噂うわさになるほど頻ひん繁ぱんなら、多少なりとも気づきそうなものだ。門衛だっている。影の出入りを目もく撃げきした者がいないというのは、不自然に思える。

　だが、太廟に関係があるのでは、などという噂は一つも耳にしなかった。

「え……それって、どういう……」

　取っ手にかかる珪華の手に、無意識に力がこもった。

　太廟が怪あやしいなどという、不ふ名めい誉よな噂が広まるのを恐おそれた上の人間が、口止めをしたのか。

　もしくは、噂になるほど前から、ここに宝剣はなかった。──つまり、宝剣がここにおさめられたのが、影を恐れて笛が途と絶だえてからだとしたら……？

「──っ！」

「待て、開けるな！」

　戦せん慄りつが駆かけ抜けた背に、鋭するどい声がかかる。

　だが、あっと思った時には、遅おそかった。

　ギィ……と両開きの扉が重々しく暗い口を開ける。刹せつ那な、

「珪華ッ」

　叫さけびが耳を打ったかと思うと、強くうしろへ腕をひっぱられた。その勢いのままに、身体からだがうしろへと傾かたむき、堂上から投げだされる。

　目一いつ杯ぱい開いた双そう眸ぼうに、様々なものがいっぺんに飛びこんできた。

　手の中から滑すべり落ちていく錠。細く開いた扉のむこうに広がる闇やみ。その中に一いつ瞬しゆん走った鋭いきらめき。それらを遮さえぎるように立ちはだかった逞たくましい背中。

　すべてが、やけにゆっくりと映った。耳から音が消え、落ちていく恐きよう怖ふもなく、ただ目の前で起こっていることだけに意識が釘くぎ付づけになる。

　廟びよう堂どうの中から飛びだしてきた光を弾はじいたなにかが、まっすぐ、立ちはだかる人ひと影かげへと吸いこまれていく。あの背中は──

「──ょうッ！」

「く…っ」

　喉からほとばしった擦かすれた叫びに、鈍にぶい呻うめきが重なる。直後、ドンッと背中を襲おそった衝しよう撃げきに、息が止まった。

　身体が叩たたきつけられた圧あつ迫ぱく感かんと痛みに視界が真っ暗になり、きんと耳が遠くなる。ただ自分の心臓の音だけがひどくうるさかった。

　──ッ、祥は……!?

　それでも涙なみだに霞かすむ目をこじ開ければ、堂上に片かた膝ひざを突ついた祥の姿があった。

「……ぁ、っ」

　ざっと全身から血の気がひく。

　どくり、と心臓が嫌いやな音をたてた。すぐに駆けつけなければ、そう思うのに、身体が思うように動かない。

「ぃ、や」

　珪華が背中に走る痛みも無視して、もがくようにして身を起こした時、肩かた越ごしに祥が振りむいた。その右みぎ腕うでが鈍く持ちあがる。

「い、けッ」

「な、にを──っぐ!?」

　なにを言うのだと反はん駁ばくしようとした口を、なにかに覆おおわれる。

　離はなせ！　と反射的に振り回そうとした手を、身体ごと締しめつけられるように塞ふさがれ、ついで抱かかえられるようにしてうしろへひきずられる。

「ん──っ」

「おとなしくしてろ！」

　首を振って逃のがれようとすれば、鋭い舌打ちとともにいらだった声が降ってくる。それがだれか認識するより先に、耳が物ぶつ騒そうな物音を拾った。

　金属が擦れあうような音に、複数の足音──穏おだやかならざるそれらは、気づけばすぐそこに迫せまっていた。

　──あれ、は……。

　見開いた目に揺ゆらぐ火ほ影かげと影が映った時には、珪華は灌かん木ぼくの中にひきずりこまれていた。

　遮られた視界の中、忙せわしなく瞳ひとみだけを動かすと、隣となりに瞭らしき横顔が見える。垣かい間ま見みえる険しさに、なにが起こっているのかわからないまま、自然に息をつめる。

　三人分の密やかな息いき遣づかいが落ちる中、ぴたりと足音が止やんだ。

　一瞬落ちた静けさに、珪華の心臓が一ひと際きわ大きく鳴った。

　──祥っ、逃にげて……！

「天狼大将。あなたを逆ぎやく賊ぞくの疑いで拘こう束そくする!!」

　だがその願いも虚むなしく、重々しくも無情な声が夜闇にこだました。







　第四章　決起　けつき







「……逆賊って、なんで……」

「太たい廟びようを正当な理由もなく暴あばけば、そうとられてもしかたがありません。帝てい位いの証あかしの一部である宝ほう剣けんがあるとなれば、なおのこと」

「くそっ、抜ぬかった！　ヤツらの狙ねらいは最初からこれだったってことか」

　今は遠くなった足音に、珪華が目前で起こったことを理解するのを拒こばむように茫ぼう然ぜんと呟けば、淡たん々たんとした瞭の声が返り、雷牙が呻くように吐はき捨てた。

「見張り一人残さず、錠じようだけつけ直して去っていったことを鑑かんがみれば──天狼が狙いだったと考えるのが妥だ当とうでしょうね」

　冷静を装う瞭に、抑おさえきれない悔くいが滲にじむ。

　いつのまにか自由になっていたことも気づかず座りこんでいた珪華は、耳に届いた「天狼」の名に、あ、と声を零こぼした。

「──……けなきゃ」

　こんなところでぼうっとしている場合ではない。

　力の抜けた足あし腰こしを叱しつ咤たして立ちあがろうとしたところで、強く左ひだり肩かたを押さえこまれた。

「なにをするつもりです」

　急なことにびくりと身を揺らがせてそちらを仰あおげば、冷たい表情をした瞭と目があう。

　その奥にある焦しよう燥そうに気づけないまま、珪華は声を荒あらげていた。

「なにって……祥を、あのままになんてしておけない！」

「では、いってどうするんです？」

「どうするって、助けるに決まってるじゃない！　なんでそんなこと──」

「ですから、どうやって？　あれは近この衛えですよ」

「それ、は……」

　小こ娘むすめ一人になにができると言外に告げられたそれに、とっさに言葉につまった珪華は、きつく奥歯を嚙かみ締めた。

　瞭の言うとおりだ。自分がでていったところで、あの人数の近衛に太刀たち打ちできるとは思えない。

　だが、こんなことになったのは、もとはと言えば、自分のせいだ。皇こう帝ていとの無む謀ぼうな賭かけにのったのも、彼を巻きこんだのも、不用意に扉とびらを開けたのも、すべて。

「──けどっ、祥、怪け我がしてた。放っておいたら……」

　自分で言って、頭をよぎった最悪の事態にぞっとする。

　あの時、開いた扉の奥から、なにか鋭えい利りなものが飛びだしてきた。おそらく、戸を開けると罠わなが作動するようになっていたのだ。

　直接は見えなかったが、状じよう況きよう的にそれが祥に刺ささったのは間ま違ちがいない。

　──わたしを、かばったから…っ

「あれは、怪我したからってわけじゃねえよ」

「……え？　でも、」

　いらだちを内包しながらも、平かな雷牙の科白せりふに、珪華は瞬またたいた。

「しかけられてた矢があたったのは、間違いない。が、あんなもん、天狼にとってみたら怪我のうちにははいらない」

「毒ですよ、察するに痺しびれ薬の類たぐいが塗ぬられていたんでしょう。毒に耐たい性せいのある彼をして動きを止めるほどのものとなれば、相当の」

「！」

　二人の説明に、ひゅっと喉のどが鳴った。

　薬を扱あつかう珪華だから、わかる。それほど強力な麻ま痺ひをもたらす薬など、普ふ通つうの人間なら呼吸すら止める危あやういものだ。

「そんなの、怪我するより危ないじゃない！」
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　なおさら放ってはおけない、と肩かたにかかった手を振ふり払はらおうとした珪華は、ぐっと食いこんだ力に小さく苦鳴を漏もらした。

「だから、あなたがいってどうしようというんです？　捕つかまる人間が増えるだけです」

「っ──だからって、どうして黙だまって見ていられる!?　全部、わたしのせいなのに…っ」

「……あなたのせい？」

　どうしてそこまで冷静でいられるのだと睨にらみあげ、かちあった視線に息を吞のむ。遠い火明かりを映しこむ瞭の双そう眸ぼうは、静かに怒いかりに燃えていた。

「思い違ちがいもはなはだしい。天狼はこうなるかもしれないことを読んでいましたよ」

「なに、言って……読んでたら、こんなことには」

「だからこそ、我々の手て抜ぬかりだと言っているんです！」

「瞭の言うとおりだ」

　珪華の言い分を遮さえぎった、瞭の叫さけびに雷牙の苦々しいあいづちが重なった。

「おれたちは、天狼から太廟の周囲を警けい戒かいするよう指示を受けてた。皇帝が負ける賭をしかけるはずがない、手先が張ってる可能性があるってな。だから、門衛もいれ替かえたんだ」

　門の外まで気を配ってこの様だ、と吐き捨てる。

「あの近衛たちは、おそらく東側の門の外で待機していたんです。そこから太廟までは、即そく座ざに踏ふみこめる距きよ離りにはありませんから、『まさか』と思うだろうこちらの心理を利用してね」

「あいつらは天狼さえ足止めできりゃよかったんだ。そのための毒矢で、天狼ならこの娘じようちゃんをかばうだろうことも計算のうちだったってわけだ」

　万が一、珪華にあたっても、見えた矢の形状からして殺傷能力はさほど高くはない。加えて、薬に耐性があるのは天狼と同様だ。解毒剤ざいさえ彼らが持っているなら、小こ柄がらな珪華の方が毒が効きやすいにしても死ぬにはいたらない。

「くそっ、太廟にあんなもんしかけやがるとは……」

「罰ばちなど歯し牙がにもかけない今きん上じよう帝ていらしいといえば、らしいですがね。それを読み切れなかった、私たちの甘さ……失態です」

　聞かせるというよりは、自分たちの過あやまちをあげつらうように語る瞭と雷牙は、口調に違たがわぬ悔かい恨こんを滲ませている。

　そんな彼らへ、珪華は「じゃあ、やっぱり……」と瞬きを忘れたまなざしをうつろわせた。

「皇帝は……影の正体に、気づいてたの？　気づいてて、謀はかってた？」

　廟びよう堂どうの扉を開ける寸前、脳のう裏りに閃ひらめいたそれは、思い違いなどではなかったのだ。

　佑は宝剣が影の正体だとわかっていて、こちらに賭を持ちかけた。祥が手を貸すだろうことまで見み越こして、だ。

　その上で、待っていたのだ。自分たちが罠にかかる瞬しゆん間かんを──。

「っ……だから、あんなにも」

　御ぎよ璽じも祠し辰しん殿でんへの手回しも、一方的な勝ちはおもしろくない、などという理由だったわけではない。確実に罠にはめるための準備だったのだ。

　瞭や雷牙は珪華じぶんのせいではないと言うが、とてもそんな風に考えることはできなかった。すべてはなにもできない、動かない現状に焦じれた、己おのれの軽挙に端たんを発はつしているのだから……。

「このままじゃ、祥は……」

　逆ぎやく賊ぞくで捕とらえられた者の末路など、一つしかない。

　死罪──それだけだ。

「──っ」

　脳裏に浮うかんだその単語に、珪華は大きく身を震ふるわせた。手足から血の気がひいていく。

　罪状さえあれば、佑は実の弟を手にかけることすら迷わないだろう。

　いや……自分の地位を揺ゆるがしかねない目め障ざわりな存在を消すためにしかけた罠だ。迷う迷わないという次元などとっくに過ぎている。

　天に認められていないとはいえ、今この国の皇帝は佑だ。彼の胸三寸で祥の命は今にも儚はかなくなってもおかしくない。

　──祥が、いなくなる……？

「……んなの…っ」

　だめだと叫ぶ、心がある。

　彼がいなくなったら、この国をだれが救うのだ。風などなくていいと言う佑より、自分たちの地位さえ護まもれればいいと市し井せいには目もむけない貴族たちより、この国の民たみに心を傾かたむけている彼しかいない。

　たとえ、この手で風をとり戻もどすことができたとしても、戦いくさに搾さく取しゆと民が虐しいたげられるのなら意味はない。下手をすれば、また失うだけだ。

　──……違う。そんなの体ていのいい言い訳だ。

　自分が、嫌いやなのだ。彼を、祥を失いたくない。

　あの温ぬくもりを、また失うことなど耐たえられない！

　いつのまに、自分の中で彼の存在がここまで大きくなっていたのかと、愕がく然ぜんとする。

　けれど、そうと認にん識しきしてしまえば、なおさらこのままではいられなかった。

「考えなきゃ……」

　早く、早くと心が急せく。恐おそれが、焦あせりが胸を灼やく。

　珪華は祥たちが消えていった方を睨みつけながら、なにか打つ手は、と祈いのるように考えを巡めぐらせた。

　──大だい丈じよう夫ぶ、『疑い』だって言ってた。仮にも皇子だもの。そんなすぐには殺されたりしない。第一、寝ねてる皇帝あの人を叩たたき起こしてまで……。

「……あ！」

　閃いたそれに勢いよく立ちあがる。

　いつのまにか額を突つきあわせていた瞭と雷牙が、怪け訝げんそうにこちらを振りむいた。

「いかなきゃ」

「は？　あなたは、まだ──」

　そんなことを言ってるのか、と伸のびた瞭の手から、珪華は逃にげるように後あと退ずさった。

「わたしなら、助けられるかもしれないもの」

「なに莫ば迦かなこと言ってんだ。あいつが、なんのためにあんたを逃がしたと思ってる。第一、あんたになにができるんだ」

「じゃあ、逃げてどうするの？　あの邸やしきに戻ったところや、あなたたちと一いつ緒しよのところを近衛に踏みこまれでもしたら、今度こそ祥は逆賊の名から逃のがれられなくなる。今のわたしは、宝ほう珠じゆに代わる存在なんだから」

　宝珠を盗ぬすむのと同じことだ。見つかれば、皇こう帝てい位簒さん奪だつの意志ありとみなされるのは間違いない。

　いくら自分が己の意志で彼のもとにいるのだと喚わめいてみても、意味はないだろう。重要なのは事実だけ。多くの人間にとって、自分は『救い手』という存在にすぎず、そこに意志のあるなしはどうでもいいのだ。

「それに、わたしだからできることもある」

　目を据すわらせた珪華は、じりじりと二人から距離をとりながら静かに息を吸いこんだ。

「待ちなさい！　あなたまで皇帝の手に落ちたら、」

「どうせいるんでしょ!?　でてきなさいよ！」

　瞭が投げかけた制止を振り切って、周囲を見回しながら声を張りあげる。

「なにをっ」と目をむいた瞭と雷牙は、だがすぐにはっとしたように身構えると、あたりに視線を走らせた。

　寸の間落ちた静せい寂じやくに、じゃりっと沓くつ裏うらが砂を踏みしめる音がかすかに届く。

「……お気づきでしたか」

　三人がいっせいに顔をむけた先──太たい廟びようの裏手からすっと人ひと影かげが姿を現わす。

「！　牙がか」

　雷牙の舌打ちを耳にしながら、珪華はやっぱりと視線を尖とがらせた。

「別に気づいてたわけじゃない。ただの勘かんよ」

　自分の行方ゆくえを彼らに探さぐらせていたことといい、佑の救い手に対する執しゆう着ちやくといい、手をだすださないは別として、目を離はなすような真ま似ねはしないだろう。

　そう、今さらながら思いいたっただけだ。

　──だから、祥はあんなにも警戒してたのに…っ

　瞭や雷牙が悔くいるように、各おの々おののちょっとした油断が重なった結果、相手につけいる隙すきを与あたえる形になってしまったのだ。

「それで？」

　なんの用だと先を促うながす牙に、珪華は小さく喉のどを上下させた。

「──今すぐ、皇帝のところへ連れてって」

「おい、娘じようちゃん！」

「なにを言うんですッ」

　すかさずあがった制止の声に、ちらりと祥の佐さ将しようたちを一いち瞥べつする。

「見張られてる以上、逃げてもむだでしょ。だったら、こっちからのりこんでやるまでだわ」

「……死人に口なしですよ」

　冷ややかな空気をまとって牙へとむき直った瞭に、相手が鼻先で笑ったのがわかった。

「主が主なら部下も部下だ。せっかく見み逃のがしてやろうというものを」

「なるほど、一人じゃねえってことか。そっちこそ、たかだかはみだし者部隊の佐将二人に、ご大層なこった」

　雷牙のあからさまな挑ちよう発はつに、場に剣けん吞のんな空気が漂ただよう。

　一いつ触しよく即そく発はつとまではいかないものの、穏おだやかならざる雰ふん囲い気きに、珪華の背中に汗あせが伝った。

　このままでは祥を助けるどころか、瞭と雷牙まで失うはめになりかねない。そうなれば祥邸に保管されているはずの宝笛すらも危あやうかった。

　──そんなことさせない。……これ以上、なにもあの人に奪うばわせたりはしない！

　脳のう裏りに浮かぶ酷こく薄はくな双そう眸ぼうを振ふり払はらうように、珪華は声を張りあげた。

「今すぐって言ったのが聞こえなかった？」

　そのままだれの反応も待たず、さっと踵きびすを返す。

　自分が声をかけなければでてくるつもりがなかったのだから、「見逃す」という言葉はでまかせなどではないはずだ。意識さえこちらにむけさせてしまえば、その場しのぎにしかならないとわかっていても、今日のところは手出しをさせずにすむ。

　これ以上、だれも傷つかずにすむ──。

　目の奥に焼きついたように離れない最後の祥の姿に、珪華はきつく目を瞑つぶった。

　だが、すぐに瞼まぶたを押し開くと、かかった制止に背中を押されるようにして、宮城へむかって駆かけだした。
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　音もなく開いた格こう子し戸どのむこうに、いつかと同じ光景が見える。

「きたか」

　かかった声まで同じなのには嗤わらいだしたくなるが、実際には頰ほおがひきつったように動いただけだった。

　こんな夜中に、待ち構えていたように──違ちがう。ように、ではない。彼は実際待ち構えていたのだ。今日起こるだろうことを見み越こした上で。

　珪華はおもしろそうにこちらを見つめる瞳ひとみを見返し、おもむろに口を開いた。

「──賭かけは、わたしの勝ちよ」

「……なに？」

　薄うす明あかりの灯ともる室内で榻ながいすに座し、杯さかずきを弄もてあそんでいた佑は、わずかに目を細めた。きっと彼は、自分が怒いかりに任せて怒ど鳴なりこんでくるか、泣きついてくるかとでも思っていたのだろう。

　意外そうな反応に、普ふ段だんなら多少なりとも溜りゆう飲いんがさがりそうなものだったが、今の珪華にはそんな余よ裕ゆうはどこにもなかった。

「あの影かげの正体は、宝ほう剣けんだわ」

　余計なことはいっさい言わず、ただ事実のみを突きつけながら、視線を佑の隣となりへとずらす。

　さきほど武官が持ち帰ったのだろう。そこには、あの日、賭を持ちかけられた時にはなかった宝剣の姿があった。

　それに珪華は軽く唇くちびるを嚙かんで、まなざしを戻した。

「なんなら、今ここで笛を吹ふいて証明しましょうか？」

　笛をとりだす素そ振ぶりをしてみせれば、黙だまってことのなりゆきを見ていた佑が、低く喉を震ふるわせた。

「その必要はない」

「なら、認めるってことでいいのね」

　たたみかけた珪華に、薄うすく唇を吊つりあげる。

　それを諾と受けとって、「だったら」と本題にはいろうとした矢先、

「──おまえは、本当におもしろい」

　こらえきれないとでもいうように落ちた笑しよう声せいに、出で鼻ばなを挫くじかれる形になった。

「てっきり、こんな賭は無効だと怒鳴りこんでくるかと思えば……、そうくるとは」

「そんなこと、賭を受けるかどうかの選せん択たく肢しを与えてから言ってくれる？」

　半ば強制的に参加させられた賭だ。無効だなんだと言ってどうにかなるくらいなら、最初からそうしている。

　なにより──今は無効になどされては困るのだ。

「とにかく、賭はわたしの勝ち。約束は守ってもらうわ」

　誤ご魔ま化かされないとまっすぐ睨にらみつけると、佑は無言のまま眉まゆをあげた。

「なんでも望むものをくれるって約束よ」

「それで？」

　色のない促しに、珪華は一つ息を吞のんだ。

「あの人を……祥を今すぐ解放して」

　はっきりと願いを口にして、相手の反応を見逃すまいと、食い入るように冷たい相そう貌ぼうを見つめる。

　当の佑は顔色一つ変えるでもなく杯を口に運んだあと、ゆっくりと卓たくへと戻もどした。

　カツン、と夜光杯はいが乾かわいた音をたてた。

「祥、か。──気にいらんな」

「……は？」

　言われたことの意図が摑つかめず、間の抜ぬけた声が零こぼれる。

　──気にいらない？　祥を助けろって言ったことが？……って、まさか、約束を反ほ故ごにする気!?

　思わず大きく目を見開けば、鋭するどいまなざしがこちらを射い貫ぬいた。

「おまえはいつから、その名を呼ぶようになった？　ほかの男の名など、口にするな」

「……」

　ますます意味不明のそれに、もはや返事のしようもなく、ぽかんと口を開けるしかない。

　普段からなにを考えているのかわからないが、今度のはきわめつけだ。

　なにが言いたいのかわからず混乱をきたす珪華に、佑は「大体」と続けた。

「聞いていなかったのか？　『その必要はない』と言っただろう」

「……どういう、意味？」

　声の帯びた不ふ穏おんな色に、すっと表情がひき締しまる。

「はじめから結果のわかっている賭など、賭ではないということだ」

「！」

　突つきつけられた答えに、自分でも顔から血の気がひくのがわかった。震えそうになる手をきつく握にぎりこむ。

「どうしてっ、さっきは認めるって──」

「そんなことを言った覚えは、欠片かけらもない」

　にべもなく言い切られ、珪華は戦慄わななく唇を白くなるほど嚙み締めた。

　ここにくる間にも、薄うす々うす感じていた。すべてはしくまれていたことなら、賭の勝ち負けなど佑は歯し牙がにもかけないだろう、と。

　けれど、祥を助けるためにはこの一いち縷るの望みに、それこそ賭かけるしかなかったのだ。

「──卑ひ怯きよう者！」

「それこそ今さらだ」

　はじめからわかっていたことだろうに、と浮うかんだ笑えみに、嫌いやな予感が背を伝う。

　はっとして、はいってきた格子戸に飛びつけば、それはびくともしなかった。閂かんぬきは内側にあるにもかかわらずだ。

　──しまった…っ

　開いていたはずの戸が閉まったことに気づかなかった己おのれに歯は嚙がみする。

　──外から押おさえこんでるなら、別のは開くかもしれない。

　悩なやんでいる暇ひまはないとばかりに隣の格子戸へ駆けよろうとした珪華は、ふいにさした影にぎくりと動きを止めた。

　とっさにむきを変えようとするが、背後から伸のびた腕うでにそれは叶かなわなかった。

「珪華」

　拒こばむように硬かたくした身体からだを、あっさりとひきよせられる。閉じこめるように抱だきこまれ、耳元に落ちた呼びかけに、足元から震えがはいのぼってくる。

　背中に感じる似て非なる熱と感かん触しよくに、これじゃない、と肌はだが総毛立つ。

「いやっ、放し、」

「──好きなのだろう？　あれが」

　必死に身をよじるが、次の時に吹きこまれた科白せりふに、珪華は動きを止めていた。

　頰をくすぐった今はおろされたままの佑の髪かみに、胸の奥底まで触ふれられた気がして、心がざわめく。

「好、き……？」

「でなければ、ここへくるものか」

　零れた戸と惑まどいに、ほのかないらだちの滲にじむ声こわ音ねがきっぱりと断言する。

　それにますます混乱する。

　──ここにきたのは、祥を助けたいからで……好きって、わたしが？……祥、を？

　浮かんだ名に、脳のう裏りにさきほどの光景が甦よみがえり、どくりと心臓が嫌な音をたてた。

　この、失いたくないという気持ちが、それだというのだろうか。

　わからない、というように無意識に首を振ふった珪華に、けれど佑はそんな抵てい抗こうはむだだとばかりに、今度は甘い囁ささやきを吹きこんできた。

「おまえの心を奪うばったことは気にいらん──が、おまえが私の皇后となるのであれば、あれのことは助けてやろう」

「……皇、后」

　浮き足あし立だつ心ここ地ちに冷や水を浴びせかけるようなその言葉に、身体の芯しんが震えた。

「おまえさえ手にはいるなら、愚ぐ弟ていのことなどどうでもいい。助けてくれと言うのであれば、かわいい后の願いだ。叶かなえてやるのもやぶさかでない」

　耳の奥へと流しこまれる誘ゆう惑わくという名の毒に酔ようように、珪華は、ああ、と遠く思う。

　佑の目的は、祥だったのではない。はじめから自分だったのだ。

　煩わずらわしい周囲を黙らせるためには、救い手が必要になる。しかし、無む理り矢や理り皇后の座につかせても、おとなしくしているはずがない。どんな手を使っても逃にげだそうとするだろうし、祥と謀はかって現朝ちよう廷ていの転てん覆ぷくを目もく論ろむ獅し子し身中の虫となりかねない。

　彼はそう考えたのだろう。

　だからこそ、珪華に自ら自分の手をとらせるよう、しくんだのだ。祥の命をちらつかせ、いつでもどうとでもできるとわからせた上で、選ばせた。

「好いた男を、助けたいだろう？」

　──この人には、見えてたんだ……。

　嫌けん悪おしている、もしくはどうでもいい人物の命とひき替えに、この身をさしだしてもいいと思えるほど、自分は聖人君子ではない。

　祥だから、助けたいと思う。祥だから……自身とひき替えにしてでも、失いたくないと願う。




　自分は、祥が好きなのだ──。




　珪華自身気づいていなかった想おもいを、佑はとっくに見み抜ぬいていた。

　──いつから、こんな…………一人で生きていくんだって、思ってたのに。

　もう、だれもいらないと思っていた。また失うくらいなら、だれの手もとらないと。

　時折ふっと見せる心や優やさしさ、与あたえられる温ぬくもりに育っていく惹ひかれる気持ちに、腹立たしさで目め隠かくしをして、気づかないふりをしていた。

　その間に、祥を想う気持ちは、こんなにも大きくなっていたのだ。

　珪華はあふれそうになるものに蓋ふたをするように目を閉じたあと、こわばっていた肩かたからゆっくりと力を抜いた。

「──信用できない」

「ほう？」

　彼女の様子に一いつ瞬しゆん緩ゆるんだ気配が、再び形容しがたい圧あつ迫ぱく感かんをかもしだす。

　それに息いき詰づまるような心地を覚えながら、珪華は努めて平静に声を絞しぼりだした。

　擦かすれないように、揺ゆれないようにと願いながら。

「賭かけのことだって、なかったことにされた。ここでわたしが頷うなずいても、あなたがしょ……天狼を解放してくれる保証はないもの。仮に解放したとしても、そのあと、わたしの知らないところで殺すかもしれない」

「……なるほど？　約束しよう、と請うけ負ったところで、信じるに値あたいしないと」

　くっと笑った佑の吐と息いきが耳じ朶だにかかり、肩が揺らぐ。しっかりしろ、そんな自分を叱しつ咤たする。

「今までの自分を顧かえりみてみたら？」

　なにがおもしろいのか、しばらく低く喉のどを震ふるわせていた佑が、笑いをおさめたかと思うと、「では、こうしよう」と珪華の顎あごを捉とらえた。

「なに、を……！」

　抗あらがいも虚むなしく、首をうしろへ捻ひねる形で無理矢理視線をあわせられる。

　鋭えい利りでいて愉ゆ悦えつが滲むまなざしに、額を突きあわせるほどの距きよ離りからのぞきこまれ、珪華はつい息を吞のんだ。

「あれを放ほう免めんする際、立ちあえばよい。宮門に見送りにでるくらいは許そう」

「……それで？　わたしの目が届かなくなったところで、どうにかするって寸法？」

　だがここで吞まれてはだめだと、あえて強気な言葉を選ぶ。

　ただ、そんな反はん抗こうも佑にとっては戯たわむれにすぎないらしく、彼は薄うすく唇くちびるを歪ゆがめた。

「そんな真ま似ねはせん。なにせあれは──祥は大事な人ひと質じちだからな。おまえを鳥とり籠かごにおさめておくための」

「──ッ」

　物ぶつ騒そうな命の保証に、絶句する。

　逃げたらどうなるか──わかりやすい脅おどしに、珪華は冷えきった掌てのひらを、強く握った。

　こんな脅きよう迫はくに屈くつするべきでないのは、重々承知している。一度鳥籠にはいってしまえば、佑が必要なくなるか、彼が倒たおれるまで、でることは叶かなわない。

　そうなったら、彼が宝ほう珠じゆをとり戻もどすつもりも、こちらに渡わたすつもりもない以上、この国は風を失ったままだ。むしろ、自分がここにいることで、佑に大義名分を与え、今まで以上の苦難が待っているかもしれない。

　それでも、自分はもう、祥を選ばない道を選べない。

　──……ううん、どのみち祥を失えば、国は救われないんだもの。これでいい。

　祥さえ生きていたら、何年かかろうと彼がなんとかしてくれる。それは、信じられた。

『──珪華。改めて、頼たのもう。この国を救うために、おまえの手を貸してくれ』

　ただ、今も鮮あざやかに甦る、あの約束が果たせなくなるだけだ。

　彼の傍そばにいられなくなる、それだけのこと……。

『わかった』

　にもかかわらず、たったその一言を搾しぼりだすのが、ひどく息苦しい。

　こちらの葛かつ藤とうすら愉たのしむように、急せかすでもなく見つめてくる双そう眸ぼうに悔くやしさを覚えながら、珪華はぎこちなく顎をひいた。

「…………わかった」

「なにを？」

　すかさず挟はさまれたそれに、わかってるくせにっ、と拳こぶしを震わせて、きつく睨にらみあげる。

「皇后になる。それでいいんでしょう？」

　勢いに任せて言い切った珪華に、佑は得たりと口元に笑えみを浮うかべながらも、うっそりと目を細めた。

「──それほどまでに、あれが好きか」

　自分でしかけておいて不ふ機き嫌げんそうな皇こう帝ていに、彼女は無言のまま鮮やかに笑みを浮かべてみせた。

　それが答えだと言うように。
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　常とは違ちがう、胸むな元もとの大きく開いた異国風の上衣に、裾すその長い石榴ざくろ裙くん、肩からは軽い絹の披ひ帛はくをはおり、耳朶と首元を金に玉をあしらった飾かざりで装う。髪かみは高く髻もとどりを結ゆい、歩くたびに飾られた歩ほ揺ようが涼すずやかな音をたてた。

　布や革かわとは違う、底の高い慣れない木屐くつで、ともすれば転びそうになりながら、珪華は宮門へと急いでいた。

「なんで、わざわざこんな格好させるわけ？　大体、冬至も間近の格好じゃないでしょ」

　独り言にしては大きな悪態をつき、心こころ許もとない胸元に披帛をかきあわせた。

　本当はわかっている。今日だからこその格好だ。

　激動の一夜が明けた今日の午ひる過ぎ、大方の官かん吏りたちが辞去したこの時刻、祥が解放される手て筈はずになっていた。

　幸いというより、それすらも計画のうちだったのだろう。祥が逆ぎやく賊ぞくの疑いをかけられ、近衛に捕とらえられていたことは、城内の大半の人間は与あずかり知らぬことだった。

　あのあと、珪華が眠ねむれぬ夜をすごした後宮でも、花官たちはおろか内ない侍じ官ですら、そんな騒そう動どうがあったことなど気づいてもいなかった。むしろ、急に現われた彼女に怪け訝げんな色を浮かべていたくらいだ。

　──上の方の人間は知らされてたんでしょうけど。じゃなかったら、室へやが用意してあるわけないし。

　なによりの証しよう拠こがこの衣い裳しようだと、珪華は足を止めないまま、胸元へと視線を落とした。

　普ふ段だんのあわせ襟えりのものとは違う、ほとんど肩まで剝むきだしの上衣は、左胸の上部にある痣あざを見せつけるようにあらわにしていた。

　その痣の意味を知っている者なら──降臨節に参加していた者なら、自分が何者なのか嫌いやでもわかる。佑はあの時はっきりとこう言った。梧あお桐ぎりの印のあるこの者こそが、天から降くだされた救世主だと。

　さらには、飾りたてられたこの格好だ。よほど鈍にぶくない者なら、その意味するところは明白だろう。

　救い手は皇帝のものだと、珪華自身が雄ゆう弁べんに物語っていた。

「それほどお急ぎにならずとも、あなたが到とう着ちやくなさらないかぎり、天狼大将は門をくぐりはいたしません」

　つき従う牙がの一人が、品位のない振ふるまいを咎とがめるように告げてくるが、『だからこそだ』と珪華は内心で言い捨て、足を緩ゆるめようとはしなかった。

　そもそも、輿こしか車を用意すると言われたのを断った時から、彼らは渋しぶい表情だったから今さらだ。

　それに、彼らの求める皇后らしい立ち居振るまいをする気はさらさらなかった。周囲にどう思われようと関係はない。皇帝が恥はじをかくというのならかけばいいのだ。

　珪華にできる精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうが、自分は佑を皇帝とは認めていない、と態度で示すことだけだった。

　角を曲がったところで見えた門の脇わきに、認めた幾いく人にんかの人ひと影かげに、足が止まった。

　目を凝こらした先で、見覚えのある顔がこちらへ首を巡めぐらせたと思った瞬しゆん間かん、珪華は木屐が脱ぬげるのも厭いとわず地面を蹴けっていた。

「お待ちください！」

　うしろから追ってくる声など耳にもはいらず、ひたすらに駆かける。遠目にも驚きよう愕がくのあらわな彼を一心に見つめた。

　自らの足で立ち、こちらにむかってこようとするように身をのりだして、近衛らしき武官たちに押し留とどめられている姿からは、毒の影えい響きようも、ひどい怪け我がをしている様子も見られない。その姿に、一応安あん堵どする。

「祥！」

「珪華っ、これはどういう──」

　こちらの声に驚おどろきから立ち返った祥が、面を険しさに染めた。

　まさか、と青に輝かがやく双眸が語るのを見ないふりで、珪華は息を切らして彼の眼前へと走りよった。

「身体からだは、大だい丈じよう夫ぶなの？　矢が、あたったところは!?」

　呼吸を整える間も惜おしく、全身に目を走らせながら矢や継つぎ早に問う。

「身体はなんともない。それより、珪華、答えろ」

「天狼大将、お控ひかえください」

　押さえようとする近衛を振り払はらうように、こちらに踏ふみこんできた祥に、さっと人影が割ってはいる。それが牙だと気づいた祥の気配が、ますます剣けん吞のんなものを帯びた。

「珪華！」

「……そこをどいてください」

「しかし、これは」

「わたしに、あなた方の言うことを聞かなければいけないいわれはありません」

　男の拒きよ絶ぜつを遮さえぎって、珪華は目前の背を押し退けるように前にでた。

　気づかれぬよう呼吸を整えると、笑みを浮かべる。

「祥。大丈夫そうだけど、わたしの持ってた荷物に万が一に備えての毒消しがあるから、なにかあったら使って」

「……おまえはどうするつもりだ」

　瞳ひとみの奥をたぎらせて、祥の声が地をはう。

　けれど、胸元に浮かびあがった痣を食い入るように見つめる視線が、すでに答えを知っていることを伝えていた。

　だからこそ、珪華はそらすことなく、まっすぐに祥を見上げた。

　そこに迷いがあったら、きっと彼は己おのれを責める。抱いだく想おもいが違っても──自分のことを仲間だとしか思っていなくても、利用したことに言い訳もせずに頭をさげた彼なら、そうするだろうと思うから。

　祥をこの目にすれば、疼うずく想いがある。だが、それとは昨晩決別をすませた。

　だから大丈夫、と自らに言い聞かせ、毅き然ぜんと顎あごをあげる。

「ここに残る」

「っ……それがどういう意味か、」

　珍めずらしくも感情をあらわにした彼が憤いきどおりを剝むきだしにするのを、逆に珪華は淡たん々たんと押し留めた。

「わかってる。でも──信じてるから」

「……なに？」

　唐とう突とつな言葉に、虚きよを衝つかれた祥が目を瞠みはるのに、静かに、けれどはっきりと続ける。

「いつか、って」

　なにを、とも、だれを、とも言わないそれに、沈ちん黙もくが落ちる。

　やがて、祥がぐっと拳こぶしを握にぎり締しめたのがわかった。

　珪華は祥が口を開く前に、笑え顔がおを浮うかべて頷うなずくと、彼の背後へと視線を移した。

「さあ、約束よ。この人を解放して！」

　祥を拘こう束そくしている武官たちに、うって変わって鋭するどいまなざしを巡らせれば、彼らは互たがいに目配せしたあと「こちらへ」と彼を促うながした。

　祥は一いつ瞬しゆんなにか言いたげに唇くちびるを開きかけ──無言のままひき結ぶと、踵きびすを返した。

　──これで、いい。

　武官に囲まれ、門へと歩いていくうしろ姿に、珪華もまた唇を固く閉とざした。

　かけられた合図に、宮門が重く軋きしみをあげて開かれる。そのむこうへと吞のみこまれるように遠ざかっていく背に、ふいに大きく胸が震ふるえた。

「ぁ……」

　ギィ…ッ、と再び門もん扉ぴがあげた軋みが耳に届いた瞬間、

「っ、祥！」

　珪華はたまらず駆けだしていた。

「待てっ」と背後から伸のびた手に、はためいた披ひ帛はくが攫さらわれる。しかし、それも彼女の足を止めることはできなかった。

「珪華!?」

　こちらをむいた背が、弾はじかれたように振り返る。

　門の左右にわかれて控えた武官たちが、ぎょっとして止めようと動くのをすり抜ぬけ、珪華は勢いのまま祥の首へ抱きつくように腕うでを回した。

　体当たりのようなそれを、だが祥は揺ゆるぎもせず抱き止める。

　珪華は、さすがに驚きを隠かくさない彼の耳元へと唇をよせた。

「……アレは、あなたが預かってて」

　相手にだけ聞こえるよう囁ささやけば、ぴくりと肩かたが揺れた直後、強く抱だき締め返される。

「──必ず」

　裏に秘ひめた「宝笛を皇こう帝ていに渡わたさないでくれ」という頼たのみに返った力強い答えに、珪華が安堵したように腕を緩めると、同様に背に回った腕から力が抜けた。

　言いたいことはすべて言った。あとは腕を放して、うしろで喚わめいている牙たちのところへ戻もどるだけだ。

　なのに、一度触ふれてしまった温ぬくもりは、ひどく離はなれがたかった。蓋ふたをしたはずの想いが、呆あつ気けなくあふれだしてきてしまう。

　──だめ、離れないと……！

　これ以上一いつ緒しよにいたら、言ってはいけないことまで、口を滑すべらせてしまう。彼の重荷になるだけだとわかっているのに、秘めてはおけなくなる。

　そうなる前にと、身を切る思いで首から放した手で肩を押し、距きよ離りを空けようとした時──祥の腕にさきほどよりも強く、力がこもった。

　背がしなるような抱ほう擁ように、息が止まる。

「──……おまえが、好きだ」

「……ぇ？」

　まるでこらえきれないものがあふれるように、こめかみに落ちた熱い囁きに、頭の中が真っ白になる。

　──好きって、今……？

　聞き間ま違ちがいかと思うような、たった一言の響ひびき。

「──っ」

　しかしその一言が、珪華に踏ふみ止とどまっていた一線を越こえさせた。

　錯さつ覚かくかと思うような一時のあと、緩んだ力に離れた距離に、視線がからみあう。のぞきこんだ、普ふ段だん冷たい双そう眸ぼうにちらつく熱情に、珪華はひきよせられるように爪つま先さきを伸ばしていた。

「わたし、も……」

　祥の唇へ、自分のそれをそっと触れあわせる。

「！」

　わずかにかさついた感かん触しよくのみで、熱も感じないほどのかすめるような口づけに、祥が大きく身み動じろいだ。

　瞬しゆん間かん、自分のしたことに気づき、珪華は祥の身体を押し離していた。

　──ッ、今、わたし──……。

　名残なごりをたしかめるように唇に触れ、さっと顔が赤らむ。

　──莫ば迦かっ、なにやってるの！

　考えるより先に、心が動いていた。衝しよう動どう的にしでかしたことの恥はずかしさは身を焼くようだったが──それ以上に、ひき絞しぼられるような痛みに胸が軋んだ。

　想いが通じあって、どうするというのか。

　祥といくら同じ気持ちを抱いていても、一緒にはいられない。自分は……自分で、佑のもとに留とどまることを選んだのだ。

　なのに、想いが同じだと知ってしまった分、離れたくないと心が悲鳴をあげる。彼を助けたいと切望する思いとは裏腹に、傍そばにありたいのだと手を伸ばしてしまいそうになる。

　だからこそ、この想いを口にするつもりなど、なかったのに──。

「……珪、」
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　擦かすれたようにあがった声に、珪華はびくっと肩を揺るがせた。じりりと足をひき、皆みなまで紡つむがれる前に、逃にげるように踵を返す。

　そのまま背後にいた牙がたちを押し退のけて、もときた道を駆かけ戻る。

　名を呼ぶ声が聞こえたような気がしたが、直後に思いだしたように湧わきあがった騒さわぎと荒あらく門扉が閉ざされる音に、かき消されていった。




　　　　＊




　天から遣つかわされし『救い手』が天子の下へ戻ったらしい──。

　冬至を目前にして、囁かれだしたその噂うわさは瞬またたく間に安永城に広がった。

　それを裏づけるかのように、冬至の祭さい祀しの折に重大な布告をおこなう旨むねが知らされ、皇こう宮ぐう内はどこか浮き足あし立だった空気に包まれていた。




　室へやへ戻るなり、祥はドンッと強く壁かべを叩たたきつけた。

「……なにがめでたいものか」

　もたらされた報しらせに「これで耀国は安あん泰たいだ」と浮かれ騒ぐ貴族を、一体幾いく人にん目にしたことか。冷静さを装った陰かげで苦い顔つきをしていたのは、『救い手』を皇帝に代わって得え損そこねた者たちだけだ。

　あそこにいる大半の者たちは知らない。救い手だけが皇帝の傍にあろうと、決して風が戻らないことを。

　そのありもしない加護の陰で、一人の少女が犠ぎ牲せいになっていることを──。

「──珪華」

　閉じた瞼まぶたの裏に、いつかの地下道で見た泣き顔が浮かんでくる。

　泣いたのを見たのは、あの一度きりだ。怒おこっている顔の方がはるかに見ている……というより、目を怒らせている覚えしかないくらいだが、なぜだか記き憶おくの中の彼女は涙なみだを流していた。笑顔にいたっては、思いだせもしない。

　きっと、最後に見た背中が、泣いているように見えたからだ。こんな風に思うのは。

「くそ…っ」

　あの日からなにごともなかったように、日が過ぎていく。一度は捕とらえられたことすら、夢だったかのように、なにも変わらない。

　ただ、邸やしきから消えた少女の気配と、自分について回る監かん視しの影が、あれが夢ではなかったことを伝えていた。

　──なぜ、こんな莫迦な真ま似ねを……。

　邸に戻ってから、つめていた瞭と雷牙に聞いたところによると、珪華は祥が捕つかまったのは自分のせいだ、と思いつめていたという。

　けれど、兄相手の謀はかりごとに負けたのは、自分だ。いや、負けたというより、手玉にとられたというのが正しい。自身の失態は、自身で償つぐなうのは当然のこと。

　だから、あの日、尋じん問もんの一つもなく牢ろうからだされたことを怪あやしみ、駆けよってくる珪華に目を疑った。

　彼女さえ無事なら、この国は風をとり戻すことができる。自分の替かえはいても、彼女は唯ゆい一いつ無二の存在なのだ。そう思って、逃がしたというのに──

「──っじゃない」

　祥は舌打ち混じりに吐はき捨てると、再度拳こぶしを壁へ打ちつけた。

「俺が……」

『わかってる。でも──信じてるから……いつか、って』

　脳のう裏りに、門もん扉ぴでのやりとりが甦よみがえる。

　彼女はわかっていた。自分が捕らえられたとしても、殺されることはないのを。

　ただ、佑の目的のためにその身をいいように利用されるだけだと、理解していた。

　だからこそ、ああ言った。いつか、自分が兄を下し、風を甦らせる日がくることを信じている、と──。

　その証しよう拠こが託たくされた宝笛だ。あれは『待っている』という信しん頼らいの証あかしにほかならない。

　祥自身、珪華の言動からそれらが読みとれるほど、わかっていた。わかっていて、自分が許せなかっただけだ。

　珪華が、あの男兄のものになることを。

　一生、形にするつもりのなかった想おもいが、あふれてしまうほどに……。

「……あの手を、とる資格もないくせにな」

　祥は無意識に唇くちびるをなぞっていた指に気づき、苦く自じ嘲ちようした。

　唇が触ふれた──心が繫つながったあの一いつ瞬しゆん、離はなしたくない、と強く思った。と同時に、憐あわれみにも似た痛みが胸を刺さした。

　自分には彼女の想いは受けとれない。受けとってはならないのだ。

　にもかかわらず、滑り落ちてしまった言葉を、悔くいても悔やみきれない。

「玄陽……」

　身のうちで相反する想いが荒あれ狂くるうのを止めるように、強く瞼を閉とざす。

　どのくらいそうしていたのか、祥は深い息をつくと、臥牀しんだいへと視線を落とした。

　その床ゆか下したには、珪華から託された宝笛が、厳重に保護された上で隠かくされている。

「──俺の思いはどうあれ、このままにしておくわけにはいかない」

　このまま珪華が兄のものになるのを、黙だまって見過ごせるはずがない。

　佑は珪華を皇后に据すえてしまえば、それを正統の証としていよいよ外がい征せいに力を注ぐようになるだろう。戦いの結果、あの人の言うように新しい土地を得て、豊かになることもあるかもしれない。

　しかし、長年の戦いくさと干ばつで疲ひ弊へいしきった今、民たみに耐たえうるだけのものは残っていない。得る前にどれほどのものを失うとも知れない以上、頷うなずけはしなかった。

「だが……この手にとり戻もどして、どうする」

　今度、行動を起こす際は、もはや秘ひ密みつ裏りにというわけにはいかない。名乗りをあげなければ、こちらが内々に消されるだけだ。

　次期皇こう帝ていに名乗りをあげ、水面下で現体制に不満を燻くすぶらせている者たちを、こちら側にとりこまなくては対等には渡わたりあえない。兄や臣たちが、自分を警けい戒かいしながらも逆ぎやく賊ぞく容疑を公おおやけにしないのは、息を潜ひそめている者たちを刺し激げきしないための用心でもあるのだ。

　けれど、そうして大々的に珪華を奪だつ還かんした場合、彼女を自分の后きさきとしなくては宮きゆう廷ていはおさまらないだろうことは目に見えていた。

　彼女が現皇帝によって救世主だと周知された以上、たとえ宝ほう珠じゆをとり戻したところで、手元に置いておかないわけにはいかなくなる。兄が小鳥と称しようした珪華の翼つばさをもいで、自身の手で鳥とり籠かごに閉じこめることになるのだ。

「それを、あいつが望むのか？」

　いや、たとえ、なにも知らない珪華が頷いたとしても、自分自身がそれを許せない。──許さない。

「どうすれば──」

　時機を見れば見ただけ民と彼女を苦しめ、打ってでればすくなからず国を乱し、彼女にも自身にも望まぬ道を強しいることになる。

　どうすることが最善なのかと、ぎりっと歯は嚙がみした時、

「天狼」

　背後からかかった声に、祥は弾はじかれたように戸口を振ふり返った。

「瞭、雷牙……」

　いつのまにか、自身の片かた腕うでと頼たのむ二人が立っていた。

　出口のない考えに没ぼつ頭とうするあまり、気づかなかった馴な染じみの気配に、だれより祥自身が驚おどろいていると、雷牙が苦く笑しようを浮うかべた。

「ったく、天狼は難しく考えすぎなんだよな、昔っから」

　なに？　と一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた祥が口を開くより早く、隣となりにいた瞭が「あなたが考えなさすぎなんです」と雷牙に冷ややかに一いち瞥べつする。

「けれど、天狼も天狼です。一体、なにを迷う必要がありますか？」

「……どういう意味だ？」

「宝笛がこちらにある以上、彼女が皇后となったところで、今きん上じよう帝ていは帝てい位いの証を手にいれることはできません」

「！　瞭ッ」

「ですが」

　瞭の感情のこもらない科白せりふに思わず声を荒あらげれば、静かだが有う無むを言わさぬ声に押し返された。

「天狼……いえ、祥。あなたは、本当にそれで後こう悔かいしないんですか？」

「……っ」

　言い直された名に、耳の奥に聞こえる呼びかけがある。戦うための名前など呼ばないと、名付け親から与あたえられた言こと祝ほぎを、屈くつ託たくなく口にする少女の声だ。

「なにを悩なやんでるのか知らねえけど、とっさに助けようと思うくらいには、あの娘じようちゃんが大事なんだろ？」

　なら瞭が言うとおり悩む必要はない、とからりと笑う雷牙に、祥は軽く目を瞠みはった。

「おまえたち……」

　順に顔を巡めぐらせれば、どちらからも頷きが返った。

　そこに宿る決意の色に祥は、歴戦の将しよう帥すいが笑わせる、と自嘲の色を濃こくした。

　戦場では迷いが死に直結する。先を読むことは必要不可欠だが、それと悩むことは同じではない。

　──動いても動かなくても、珪華を縛しばることになる。それなら──

　祥は面から表情を消すと、佐さ将しよう二人を鋭するどく見み据すえた。

「表おもて舞ぶ台たいに、でる」

「──御ぎよ意い」

　揃そろって膝ひざを折った瞭と雷牙を前に、祥は腰こしに佩はいた刀を強く握にぎり締しめた。







　冬至の朝は、夜も明けぬうちの祭さい祀しからはじまる。

　冬至を境に、昼夜の長さは逆転する。もっとも長かった夜が明け、徐じよ々じよに長くなっていく昼間の時間を人々は喜び、天てん帝ていと皇帝の祖そ霊れいを祭るのだ。

　南の城外に設しつえられた祭場で、凍いてつく寒さの中、前日からの潔けつ斎さいを終えた皇帝が灯とう籠ろうに照らされた石いし畳だたみを進み、様々な供く物もつが捧ささげられた天てん壇だんへとのぼっていく。

　それを集まった文武百官たちは、一ひと際きわ荘そう厳ごんな面おも持もちで見つめていた。

　祠し楽がく師したちが演奏する楽の中、皇帝が国家安あん寧ねいを祈き念ねんする。

　だが、奏かなでられる音色に、要とも言える横笛の音は響ひびいてはいなかった。

　──当然だな。

　祥は重々しい面を装いつつ、笛の音がないことに気づき、どこか不安げな様子をみせる官かん吏りたちをさりげなく見回した。

　影かげの正体を突つき止めたとはいえ、あれを鎮しずめるには宝笛を奏でる必要がある。しかし、宝笛が皇帝の手元にない以上、それは不可能だ。

「宝ほう剣けんが皇こう宮ぐうにあるというなら、また話は別だが」

　朱す雀ざく門もんから上都をまっすぐ南にいった郊こう外がいにあるこの圓えん丘きゆうから、皇宮までただの笛の音が届くはずがない。

　しかし、肝かん心じんの宝剣は皇帝が身につけている。ここで笛を鳴らせば間ま違ちがいなく影が宝剣から姿を現わす。そうなれば、呪のろいだなんだと騒さわぐ連中によって、今上帝の権けん威いが落ちるのは目に見えていた。

　それなら儀ぎ式しきの形式にこだわる者たちからの多少の反発には目を瞑つぶって、笛がない方を選ぶだろう。あの兄は、そもそも神しん威いなど信じてもいないのだから。

　かくいう祥自身、今年にかぎっては、そんな敬けい虔けんさをもってこの儀式の場に臨のぞんでいるわけではなかった。

　重要なのは、このあと──祭祀が終わってからだ。

　薄うす明あかるくなっていく空の下、腰からさげた刀を持つ手に力をこめ、その時を待つ。

　──この場で救い手の立后を宣言するなら、間違いなく、珪華はこの場のどこかに控ひかえてるはずだ。

　彼女は皇帝にとって、宝珠の代わりだ。自身の正統性と権威を示すため、披ひ露ろ目をしないわけにはいかない。

「……だからこそ、遠えん慮りよなくしかけられる」

　後宮に閉じこめられたままでは、下手な手出しは危あやうい。兄の手の者によってどこかへ隠かくされる可能性が高く、最悪消されることも考えられるからだ。

　いまや遅おそしと、祥は戦場に立つのにも似た昂ぶりを覚えながら、壇だん上じようの背を見つめた。

　やがて、東の地平から朝日が顔をだすころ、祈禱の声が途と切ぎれ、厳おごそかな余よ韻いんとともに楽の音が止やんだ。それにあわせるように、悠ゆう然ぜんと立ちあがった人ひと影かげがこちらを見返る。

　光をまとうように朝日に照らしだされた皇帝の姿に、壇下に控えた官吏たちが打たれたようにいっせいに頭をさげた。

「今日の佳よき日に、皆みなに報しらせがある」

　祥も周囲に倣ならって叩こう頭とうしながら、いよいよだ、と神経を研とぎすませた。

「一度は悪あく辣らつな盗ぬすつ人との手に落ちた、天の降くだされし救い手が、余のもとへと戻る僥ぎよう倖こうを得た」

　皇帝の言葉に、おおっ、と感かん嘆たんとも溜ため息いきともつかぬ数多あまたの声なき声が空気を震ふるわせる。その名残なごりが消えぬうちに、「よって」と堂々たる声が続けた。

「年明け早々にも、立后の儀ぎをとりおこなう」

　救い手を皇后とする──その宣言に、今度こそ、場が静かな歓かん喜きに包まれた。

　しかたがないとはいえ、救い手である以前に一人の少女である彼女の心を慮おもんぱかろうともしないそれにいらだちながら、祥は左右へとすばやく視線を走らせた。

　待っていたようにこちらを見ていた瞭と雷牙に、

「──でる」

　低く告げ、彼はおもむろに上体を起こした。

「彼女をこちらへ──」

「お待ちください」

　佑の指示を遮さえぎって、朗々と空気を響かせる。

　ざわっ、とさきほどとは比にならないざわめきがあがるが、祥の意識は天壇からこちらを見下ろす兄にしかむけられてはいなかった。

「いかがした、天狼大将」

　立場を知らしめるように降ってきた呼びかけに、すっと膝を伸のばす。視線は一時たりともはずさない。

　それは『皇こう帝ていの臣』としてではなく、『耀国の皇子』としてこの場にあることへの、無言の示じ威いにほかならなかった。

「今の儀、承しよう伏ふくいたしかねます」

　凍てつくような空気を震わせた、勝まさるとも劣おとらない冷ややかな宣言に、あたりが水を打ったように静まりかえる。

「なに、を……天、いえ、殿でん下かと言えど、その言葉、許されるものではありませんぞ！」

　次の時、我に返ったように官吏の頂点とも言える左さ丞じよう相しようからあがった糾きゆう弾だんに、祭祀の場が一気に喧けん騒そうに包まれた。

「今のは、謀む叛ほんととられてもしかたがないと承知の上でのお言葉か!?」

「救い手さまの立后をお認めにならぬとは、天をも恐おそれぬ言葉……正気とは思えませぬ！」

　今にもよってたからんばかりの勢いで怒ど号ごうを飛ばす貴族たちを、祥は「では、聞く」と鋭く睥へい睨げいした。

「救い手が兄上の下に戻もどった今、宝剣に宝ほう珠じゆが戻らぬのはなにゆえか？」

　視線をひくように腕うでを持ちあげ、佑の腰こし元もとに指を突きつける。

　隠そうともせず腰からさげられた宝剣の剣けん首しゆは、遠目にも空のままだ。

　佑は眉まゆ一つ動かそうとはしなかったが、気色ばんでいた者たちは、一様に言葉をつまらせた。

「そ、それは……立后さえなり、天帝に認められた夫ふう婦ふとおなりになれば……」

「戻らぬことこそが、その天帝が認めておられぬ証あかしではないのか？」

　あがった反論を、間かん髪ぱついれずに叩たたきつぶす。

　祥はぐるりとあたりを見回して、最後に佑へとむき直った。

「宝剣に宝珠が戻らないのは、救い手がそれを望んでいないからだとしたら？──それはすなわち、兄上が皇帝として天に認められていないということだ」

　救い手が……珪華が佑を皇帝として認めていないのは、噓うそではない。だが、宝珠が戻らないのは、宝笛と宝剣が揃わないからだ。

　わかっていて、いかにも正しいことのように声を張る。

　そうしながら、祥の双そう眸ぼうはまっすぐに兄の姿を射い貫ぬいた。

「──そうであるなら、先せん帝ていの同母弟である私にも、資格はあるはず」

　眩まばゆい朝日を受け、黒く染めた髪かみが本来の蜜みつ色の輝かがやきを透すかす。深い青の瞳ひとみが、空を映したかのようにきらめいた。

　その姿こそ、まさに光をまとうよう、というより、うちから光を発するかのようだった。

　はっきりと表明された帝てい位い争いの意志と、神こう々ごうしいとも言える姿に、だれもが魅み入いられたように言葉を失う。

「……なるほど」

　その沈ちん黙もくを割るように、低く笑声が落ちる。

　瞬しゆん間かん、雷かみなりに打たれたように人々はびくりと身体からだを揺ゆらがせた。

　──さすが、ということか。

　たった一言で、ここまでの威い勢せいを示すことができるのは、よきにつけ悪あしきにつけ、それだけの力を持っているということだ。

　密ひそかに感嘆しつつも怯ひるむことなく、祥は続く言葉を待った。

「余が認められぬ、と？　ならば、いかがする？」

　打つか？　という端たん的てきなそれに、近この衛えから牙がまで揃そろって身構えたのを視界の端はしに捉とらえる。

　だが一方で、圓えん丘きゆうのそこここに配された衛え士じたちが、自分にではなく、近衛たちに殺気をむけるのに祥は気づいていた。

　衛士は貴族から登用された武官とは違ちがい、義務で徴ちよう集しゆうされた民たみ寄りの兵たちだ。普ふ段だん、皇こう宮ぐうか、戦場にいても安全な場所から指示をだしているだけの皇帝より、自ら戟げきを手に陣じん頭とう指揮をとる将軍に気持ちがよるのは、当然とも言えた。

　──ここで乱戦になって勝てる見込みは、五分五分……いや、四分六分か。

　不利には違いない。とはいえ、気力には劣らない分、簡単には負けはしまい。

　ただ、最後の最後まで彼らを巻きこむ心算つもりはなかった。

　祥は静かに肺はい腑ふに息を送りこむと、一歩を踏ふみだした。

　近衛のまとう甲かつ冑ちゆうが重々しい響ひびきをたてるのに、瞭と雷牙が祥を護まもるように片かた膝ひざを突いた。刀に手をかけ、いつでも抜ぬける格好だ。

　それらすべてに関知せず、左手で刀を鞘さやごととりあげた。

「皇帝に天てん帝ていより授さずけられし力は、この地を治めるための力──宝ほう剣けんです。なれば、それをもって力を計り、決着をつけるというのはいかがです？」

　一対一の勝負を──。

　そう持ちかけた祥に「莫ば迦かな…っ」と場が揺らぐ。

　多くの者にとっては、戦場を渡わたり歩いてきた天狼大将こと祥に、有利な勝負に見えるのだろう。だが、佑もまた苛か烈れつで知られた男だ。太子時代には度たび々たび戦場に立ってきた。一方的なものになるはずがない。

「……いいだろう」

　現に佑自身は、くっと喉のどを鳴らすと「刀を」と腰こしから宝剣を抜きとりながら、階きざはしに足をかけた。

「陛下!?」

　まさかのるのかと、近衛大将軍が目を剝むくのにも構わず、刀の要求を繰くり返す。

「時期が早いか遅いか、それだけの違いよ」

　いずれは決着をつけねばならなかった相手だと、注がれた漆しつ黒こくのまなざしと視線が交わる。

　とん、と佑が最後の一段をおりきった時、その瞳がふいっとあらぬ方向を一いち瞥べつした。

　なんだ？　と訝いぶかる前に、

「珪華、そこで見ているがいい！」

　耳を打った叫さけびに、ぴくりと肩かたが跳はねる。

　そんな祥を尻しり目めに、佑は手にしていた宝剣を無造作に放ほうり投げた。

　皇帝の突とつ然ぜんの暴挙に、悲鳴めいたざわめきがあがる。

　ちらりと視線を走らせれば、牙の一人だろう、危なげなく宝剣を手中におさめた男の傍かたわらに、佑の手の者たちに背後を囲まれるようにして立っている珪華の姿があった。

　宮門で最後に見た時同様、上から下まで着き飾かざった姿は、はっと息を吞のむほどに美しい。

　零こぼれんばかりに目を見開いてこちらを見る彼女に、安あん堵どすると同時になんとも言い難がたいいらだちが胸を刺さす。

　たしかに綺き麗れいだ。普ふ段だん飾かざり気がない分、余計に鮮あざやかな印象を受ける。が、それがほかの男の手によるものだということが、癪しやくに障さわった。

「祥──我が弟よ」

　突ついてでそうになった舌打ちを吞みこみ、祥は佑へと意識を戻した。

　指の一本一本から足の爪つま先さきまで神経を張り巡めぐらせ、刀を握にぎる左手に力をこめる。

　佑もまた、伸ばした左手に横合いからさしだされた刀をとった。

「はじめるとしよう」

　高らかに宣告するが早いか、ひきずるような礼装をまとっているなどとは思えぬ動作で刃やいばをひき抜く。

「──いざ」

　どちらの声だったか、高くも低くもないかけ声が落ちた時、むかいあう二人は互たがいに地面を蹴けっていた。

　一いつ拍ぱく後、刀と刀が交わる音が、清すんだ空気に鋭するどくこだました。
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　キイィンッ──

　真正面からぶつかりあった両者の刀が、高く火花を散らす。

　一いつ瞬しゆん、睨にらみあったかと思うと、どちらからともなく飛び退すさり、刀を構え直す。そのまま隙すきを探さぐりあうように、円を描えがくようにして足を運んだ二人は、計ったように同時に踏みこんだ。

　一気に間合いを縮め、再び剣花を散らして切り結ぶ。

　今度は組みあわず、二合、三合と朝日の輝きの中打ちあう様は、まるで剣けん舞ぶでも目にしているかのようだった。

「ハッ」

　祥が下から切りあげるように刃を走らせれば、なんなく弾はじいた佑が返す刀で深く踏みこむ。

　薙ないだ切っ先を紙かみ一ひと重えで避よけた祥が、上から刀身を振ふりおろす。それをまた絶ぜつ妙みような動きでかわす──といった彼らは、相手の動きがあらかじめわかった上で、決められた太刀たち筋すじを描いているように見えるのだ。
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　張りつめた空気にほとばしる殺気が、ひしひしと肌はだを刺し、あてられた緊きん張ちよう感かんに恐きよう怖ふを覚えずにはいられない。

　けれど、真しん剣けんだからこそ、見入ってしまう。ある種、神々しささえ覚えるような光景だった。

「祥……」

　目の前で繰り広げられるそれを、珪華は瞬またたきも忘れて見つめていた。

　あの夜から、珪華は後宮にある芙ふ蓉よう殿でんに幽ゆう閉へいされるようにすごしていた。

　自分で決めたことだ、今さら逃にげたりはしないと言っても「それを決めるのはおまえではない」と佑はとりあおうともしない。

　その彼は時折殿でん舎しやを訪おとずれては、彼女に笛を奏かなでさせていた。もとより影かげを恐おそれるような性格ではなく、宝剣が手元にある以上、人ひと払ばらいさえしてしまえば必要以上に騒さわがれることもない。そうしてしばらく音色を堪たん能のうした後、室へやをあとにする。

　こちらの反応を愉たのしむように戯たわむれに触ふれてくることはあっても、それ以上のことはしかけてこない。

　すべてを覚かく悟ごして後宮入りしただけに、拍ひよう子し抜ぬけしたのは事実だった。

　──立后の儀ぎまでは、事情があって手をださないってこと？

　とはいえ、そんな事情を気にするような男だとは、正直思えない。

　まだ、救い手が必要だっただけで、釣つった魚には興味はないのだという方が納なつ得とくできる。それはそれで腹立たしいが、数多あまたの美び姫きを見慣れている彼には、自分はそちらの方面で興味をそそるような対象ではないということだ。

　ただ、そのことに安堵していたのもたしかで……今朝、というより、夜半過ぎに叩たたき起こされ、降臨節顔負けの身み支じ度たくをさせられた時は、いよいよだ、と寒さばかりでなく、手足が冷たくなるのがわかった。

　それでも意を決して、促うながされるままに輿こしにのりこんだ結果が、目の前のこの光景だった。

「なん、で……」

　たしかに、信じてると言った。

　しかし、こんなにも早く動くとは予想外だった。

　二度目はない、と後宮に潜せん入にゆうする際、言い聞かせてきた祥だからこそ、監かん視しの目のある中でも万ばん全ぜんの態勢を整えてことに臨のぞむだろうと思っていたのだ。

　にもかかわらず、彼はかりそめの皇こう帝てい相手に、『天狼大将』としてではなく、『利祥』として刀を振るっている──。

「……わたしの……ため？」

　無意識に零れた声が耳に届き、珪華は大きく背を震ふるわせた。

　こんなことをしてほしかったわけではない！

　万が一のことがあったら、この国は、民たみはどうなるのか。なんのために、想おもいを殺して宝笛を託たくしたと思っているのだ。

　そう思う端はしから、抑おさえきれない想いに、胸が高鳴るのを静めることができない。あの言葉は勢いに任せたものではなく、本物だったのだと……。

　このまま彼を失ってしまうのではないかという恐ろしさとともに、ほのかな喜びが、心を満たしていく。

「祥…っ」

　珪華は祈いのる心境で、舞まうように刀を振るう祥を見つめた。

　閃ひらめいた白はく刃じんが、皇帝の上衣の重い裾すそを切り裂さく。立て続けの斬ざん撃げきに、距きよ離りをとるように佑が身体からだを捻ねじりながら足を退いた。

　祥はここぞとばかりにそのあとを追い──

「！　だめッ」

　しかけられたそれに、気づいた珪華が声をあげた時には遅おそかった。

　太陽を背にする形で逃げた佑を追った祥が、真正面からさしこむ光を浴びる。

「……っく」

　眩まばゆいばかりの輝かがやきに、一瞬、怯ひるんだように祥の身体が退く。その隙を見み逃のがす相手ではなかった。

「その程度か！」

　戦いに夢中になるあまり周囲の状じよう況きようも碌ろくに見えていないとは、と佑が止とどめの一いち撃げきを深い踏ふみこみとともに繰くりだす。

「──！」

　瞼まぶたの裏に浮うかんだ、一瞬先の最悪の結末に、珪華が声なき叫さけびをあげる。

　その直後だった。

　シャンッ！　と玉ぎよくがぶつかりあうような清すんだ音が響ひびいたかと思うと、ぱっと光の粒つぶが飛び散る。

「なに!?」

　なにが起こったのかと眩さに目を凝こらした珪華の視界に飛びこんできたのは、冠かんむりから垂れた白玉の玉たま飾かざりが無残に千切れ飛んだ佑の姿だった。

「兄上こそ、猛たけりに冷静な判断力を欠いたとみえる」

　そんな見え見えの罠わなにかかるわけがない、と言い捨てすばやく刀を構え直した祥は、傷一つ負っている様子はない。

　──そうか！　誘さそいこまれるふりで、逆にあの位置に誘いこんだんだ。

　その上で、怯む演技で攻こう撃げきを誘った。あらかじめ相手の動きを読み切っていた祥は、佑の渾こん身しんの一撃を避け様、刃を振るったのだ。

　知らずつめていた息を吐はきだした珪華の耳に、カチャッ、と鍔つば鳴なりのようなかすかな音が届く。

「え……？」

　戦う二人のものにしては近すぎる、と反射的に首を巡めぐらせ、目を瞠みはる。

　今まで皇帝の意向に従って控ひかえていた近衛と牙がが、鋭く祥を睨み据すえ、刀に手をかけていた。腰こしを落とし、その足は今にも駆かけだそうとしている。

　──この人たち…っ

　皇帝の劣れつ勢せいを見てとった彼らは、祥に襲おそいかかる気なのだ！

　一気にこの人数に迫せまられれば、瞭と雷牙がいるとはいえ、多勢に無勢だ。祥の不利は火を見るよりあきらかだった。

「──止めなきゃ」

　だけど……、と珪華は束つかの間視線をさまよわせた。

　眠ねむり薬や痺しびれ薬の類たぐいは、用意された衣い裳しようだ、しこんでいない。体当たりをかましたところで、止められてせいぜい一人だろう。

　どうやって彼らの足を止めたらいいのか、と焦あせりの中考えを巡らせる珪華の目に、ふと飛びこんできたものがあった。

　──あれ……！

　それがなにか閃くが早いか、珪華の足は地面を蹴っていた。

　恐怖や畏おそれを感じる間もなく、牙の一人が抱かかえるそれへ飛びつく。

「ぅわッ」

　意識が皇帝の方へ傾かたむいていた男は、突とつ然ぜんの衝しよう撃げきによろめいた。とはいえ、腐くさっても鯛たいといったところか、振ふり払はらおうとする動きをみせたが、こちらがだれか気づいた瞬しゆん間かん、躊躇ためらうように腕うでが鈍にぶる。

　だが、最初から奪うばいとることだけを考えている珪華が、そんな相手に遠えん慮りよするはずがない。

　もぎとるように両手で摑つかんだそれを男の手から奪うと、勢いのままうしろへさがる。長ちよう裙くんの裾に危あやうく足をとられそうになるところを踏み止とどまり、今や驚きよう愕がくを貼はりつけてこちらを見ている男たちをきつく見み据すえた。

「動かないで！」

　高く牽けん制せいを響かせると同時に、奪いとったそれ──宝ほう剣けんの柄つかを摑んだ。鞘さやを振り捨てるようにして抜ばつ剣けんする。

　ガシャンッ、と石いし畳だたみに投げだされた鞘が、高い音をたてた。

「邪じや魔まなんて、させない…っ」

　柄を両手で握にぎり締しめ、男たちに切っ先をむける。夢中だった時には感じなかった重さが、ずしりと腕にかかった。

　老師には「この乱世、女性にも多少の身を護まもる術が必要だから」と、匕ひ首しゆを使った簡単な護身術は教わっていた。そこらの深窓の令れい嬢じようよりは扱あつかえるとはいっても、さすがに長ちよう剣けんともなると易やす々やすというわけにはいかない。

　それを見み抜ぬいたように、むかいあう男の一人が鼻先で笑った。

「邪魔をさせないとおっしゃいますが、そのような細ほそ腕うででどうされるおつもりです？」

　剣を振り回したところで自分が怪け我がをするのがおちだろう、とこれみよがしに指し摘てきしてくる。

「さあ、莫ば迦かな真ま似ねはお止めになって、宝剣をこちらへ」

　口調ばかりは丁てい寧ねいに、いかにも見下す嗤わらいを浮かべて、男が手をさしだす。そのまま一歩踏みこんでくるのにあわせてうしろにさがりながら、珪華は「そうね」と口元に笑えみを浮かべた。

「たとえ振り回したところで、だれ一人傷つけられないでしょうね」

「でしたら、」

「だけど──」

　男がさらに歩を進めようとしたところで、意味深に言葉を切ると、珪華はおもむろに剣を振った。

　そのつたなさにとり囲む男たちの顔に失しつ笑しようが走った。が、次の時、彼らの表情が一様に凍こおりつく。

「わたしの喉のどくらい、簡単に切り裂けるわ」

　珪華は両手で握った剣を肩かたに担かつぐような形で、あらわになった首筋に剣を押しあてていた。このまま手前に剣を滑すべらせれば、刃やいばはいとも簡単に肌はだを裂き、血をほとばしらせるだろう。

「救い手を失いたくないなら、だれも動かないで！」

　珪華は、ほかのだれでもない自分自身を人ひと質じちにとって、男たちの動きを制した。

　微び笑しようを刻んだまま、柄を握る手に力をこめて、視線を巡らせる。

　救い手という存在を失えない彼らは、皆みな、悔くやしげに顔を歪ゆがめてただ立っていることしかできずにいた。首にぴったりと刃をあてているせいで、迂う闊かつに動けないのだ。すこしでも剣を持つ手に力をこめれば、たやすく肌を切り裂く──そう思わせるのに十分なほど、宝剣は鋭するどい輝きをまとっていた。

　首筋にあたる鋭えい利りな感かん触しよくに、ともすれば腕が震ふるえそうになるのを懸けん命めいに押さえつけ、珪華は意識だけを背後へとむけた。

　男たちに正対している分、音や気配でしか、祥たちの様子がわからないのだ。

　──勝負は、どうなってる？　祥は？

　聞こえてくる剣の交わる音に、真冬だというのに背中に汗あせが滲にじむ。

　この場にいる官かん吏りたちの様子を見れば、どちらが優勢かわかるだろうが、男たちから目をそらすわけにはいかない。すこしでも気を緩ゆるめたら、彼らは動くに違ちがいなかった。

「祥…っ」

　負けないで、と口の中で呟つぶやく。

　負ければ確実に命はない。佑が止めを刺ささずとも、目の前にいる彼らがそれを許しはしない。祥がはじめてしまった以上、生き残る道は一つしかなかった。

　ぴんと張りつめた場に、二人の息いき遣づかいと剣花の散る音だけが聞こえる。

　その、だれもが固唾かたずを吞のむ空気を破ったのは、ギィィン！　と一ひと際きわ激しく鳴った刃音だった。

　──なに？　どっち!?

　カランッ、と響いた乾かわいた音に、唸うなりとも喚かん声せいともつかないどよめきがわっと湧わき起こる。

　打たれたように同じ方向へ顔をむけた男たちに、珪華もたまらず振り返っていた。一いつ瞬しゆん首筋に焼けつくような痛みが走ったが、構ってなどいられない。

　眩まばゆさに反射的に瞳ひとみを眇すがめた先には──。




　真っ二つに折れた刀を片手に膝ひざを折る佑と、そんな彼に一部の隙すきもなく切っ先を突つきつけた祥の姿があった。







　終章　裏切　うらぎり







「祥!!」

　目に飛びこんできた光景に、珪華は宝剣を手にしたまま駆けだしていた。

　もはや、まわりなど見えてはいない。喧けん騒そうすらも耳に届かず、長ちよう裙くんの裾すそにけつまずきそうになりながら、ただ一人にむかっていく。

「──珪華」

　刀を突きつけたまま、祥がちらりとこちらを一いち瞥べつした。

「祥ッ、よかった……」

　珪華は、彼の変わりのない様子にほっと胸をなでおろして足を緩めると、膝を折った佑へと視線を移した。

「陛下……ううん、利佑って言った方がいい？」

「──」

「わたしは、この人を選ぶわ。あなたの、」

「……ふっ、はは！」

　后にはならない、と続けようとして、唐とう突とつに落ちた不気味な笑い声に、言葉を吞む。思わず凝ぎよう然ぜんと見下ろした先には、切っ先を目と鼻の先にしながら肩を震わせる佑の姿があった。

　おかしくてたまらないというように喉を鳴らす彼に、ぞっとする。

「……なにが、おかしいの？」

　異様な様子に口を突いたそれに、すっと笑いをおさめた佑が、視線を流してくる。かちあったぬばたまの底知れぬ輝かがやきは、さきほどの笑しよう声せい以上の不気味さを秘ひめていた。

「なに……そういえば、まだだったと思ってな」

「まだ……？」

　完全に足が止まった珪華が、どういう意味かと眉まゆを顰ひそめる。

　ちらりと祥を見るが、彼もまた心あたりがないのか、なにを言いだすのかと険しさを滲ませていた。

「おまえが賭かけに勝った代だい償しようを払っていないだろう」

「は？　なに言って……あれは」

　賭は無効だと言いだしたのは、ほかのだれでもない目の前にいる男だ。

　ますますなにを言っているのかと訝いぶかる珪華をよそに、佑は刀など気に止めた素そ振ぶりもなく、うっそりと双そう眸ぼうを眇めた。

「おまえの持っている笛に、名が刻まれていることは？」

「名？──って、あの『清籟』っていう文字？」

　これだけは、と花官たちにいい顔をされない中で強ごう引いんに帯にさしこんできた笛に、つられるように視線を落とす。

　今は錦にしきの袋ふくろに包まれて見えないが、たしかに老師の形見の笛にはうっすらと文字が刻まれていた。名のある笛なのかと、それに気づいた時に思った覚えがある。

「それと賭となんの関係が……」

　警けい戒かいを面に映した珪華に、佑が得たりと唇くちびるを歪めた。

「その笛は、先せん々せん帝ていがとある祠し官かんに授さずけたものだ。当代きっての笛の名手であり、稀き代たいの祠官と謳うたわれた、葵玄陽にな」

「！」

　前まえ触ぶれもなく飛びだした老師の名に、息を吞む。

「老師が……祠官？」

　茫ぼう然ぜんと呟く珪華には、はっとしたように身み動じろいだ祥の姿は見えていなかった。

「兄上！」

「書庫にさえ劣おとらぬ知識を持ち、だれより天の意を汲くみ、風を読むのに長たけたその者を、だれもが祠伯にと望んだという」

　止めるようにあがった呼びかけも無視して、佑は笑えみを浮うかべたまま悠ゆう然ぜんと言葉を続けた。

「しかし、その者に流れる血が、それを許さなかった」

「そんな、まさか……」

　老師が貴族だったなんて、と声にならない呟きが漏もれる。だが、頭の別の部分で納なつ得とくしている自分もいた。

　それが普ふ通つうだったから当時は不思議にも思わなかったが、上都みやこまで旅をし、様々な人間に接してきた今ならわかる。玄陽の持っていた知識も教養も、片かた田舎いなかの一薬くす師しにしてはあり得ないものだった。

「──けど、なんでそんな人が、あんな村に？」

「さて、な。玄陽は、先帝による管一族殲せん滅めつの直前、姿を消している。それから十六年、ようとして行方ゆくえが知れなかったが──」

　いつのまにか、のめりこむようにして続きを待っていた珪華の視線の先で、佑がつっと祥へと視線を動かした。

「──あとは、おまえも知ってのとおりよ、祥」

「え……祥？」

　どういうことだと祥の顔を凝ぎよう視しすれば、彼は感情をどこかに置いてきたような無表情で自分の兄を見つめていた。

　埒らちがあかないとばかりに佑へ目を戻もどすと、彼はひとしきり喉のどを震ふるわせた後、おもむろに口を開いた。

「一年半前、東の房ぼう州しゆう城にて殺された」

「っ！」

　ようやく乾きかけた傷をこじ開けられるような胸の痛みに、珪華はきつく唇を嚙かんだ。

　あふれだしそうな憎にくしみを抑おさえつけるように佑を睨にらみつけ、

「そこに、おまえの姿があったとの報告がはいっている──祥」

　無造作につけ足された言葉に、耳を疑った。

　──……今、この人、なんて言った？　老師が殺された場に、祥の姿があった、て……？




　それではまるで──玄陽の死に、祥が関かかわっていたかのようではないか。




「──そんなのっ、でたらめよ！　ねえ、そうでしょ、祥！」

　しばらく愕がく然ぜんとしていた珪華は自失から立ち戻ると、鋭するどく佑に言い放ち、ばっと祥を仰あおいだ。彼の口から「違ちがう」と「そうではないのだ」と言ってほしくて、ひき結ばれた唇を凝視する。

　だが、見つめた唇は一音たりとも言葉を紡つむごうとはしなかった。言い訳などないと言わんばかりに固く閉じられている。

「…………う、そ」

　その意味するところに、珪華はゆるゆると目を見開いた。

　佑が虚きよ言げんを呈ていしているなら、彼が否定しない理由がない。にもかかわらず、黙だまったままだということは……。

　ゆっくりと視線をあげる。さしこむ朝日に青く輝く瞳ひとみは、しかしちらっともこちらを見ることはなかった。ただ、まっすぐに佑を見下ろしている。

　それこそが、なによりの答えだった。

「……ッ」

　胸に錐きりを刺さすような痛みが走り、息がつまる。手から力が抜ぬけ、持っていた宝ほう剣けんの切っ先が、ガシャンと石の敷しきつめられた地面を叩たたいた。

　それにも気づかず、珪華は左手で胸むな元もとを強く握にぎり締しめた。

　どんな風にかは、わからない。けれど、祥は老師の死になんらかの形で関わっているのだ。そして、佑が気づいていたなら、彼もまた、知っていたはずだ。

　出会った夜、地下道で一夜を明かしたあの日、自分が語った老師こそが玄陽だと──！

　──また……？

　またも、自分は騙だまされていたのだ。かけがえのない存在だと知っていると告げたその口で、なにも知らぬ風を装っていた。

　あの時見せた優やさしさは、償つぐないのつもりだったのか？　それとも、救い手を得るための偽いつわりだったのだろうか。

　ならば、これほど滑こつ稽けいなことはない。

　口では虚きよ勢せいを張りながらも、傍かたわらにある温ぬくもりを心ここ地ちいいと思い、『珪華』を見てくれるまなざしに喜び、なくしたくないのだと願い……気がつけば膨ふくれあがっていた想おもいは、祥を選んでいた。

　あの「好きだ」という言葉は、一体、なんだったのだろう……。

　──莫ば迦かみたい…っ

　二度と求めないと思っていたものを求めてしまった結果、こんなにも胸が苦しい。

　傾かたむけた想いの分だけ、突つきつけられた裏切りは、心をえぐった。

　ぽっかり開いた穴に、簡単に、暗い方へと転がり落ちてしまいそうになる。

「……から、言ったのに」

　一人で生きていくのだと。そうすれば、こんなに傷つかずにすんだ。

「──珪華」

「…………」

　自じ嘲ちようが口を突いた珪華に、躊躇ためらうような呼びかけがかかる。

　珪華はそれに無言で応こたえ、右手に握った宝剣の柄つかにぐっと力をこめた。

　驚おどろくほどあっさり持ちあがったそれを握ったまま、踏ふみしめるように祥へと歩みよる。

「珪華さま！」

　焦あせったようにあがった声も無視して、珪華は宝剣を振ふりあげ──思いきり、祥の目前へと突き立てた。

　ギイィンッ、と嫌いやな音がして地面にはめこまれた石と石の間に、宝剣の切っ先がめりこむ。

「──これは、あなたに託たくす」

「な、に……？」

　勝利したとはいえ、仮にも皇こう帝ていに刃やいばをむけた祥を自分が選ばなければ、彼に待っているのは死だけだ。

　自分から老師を奪うばった彼のことなどどうでもいい、と頭をもたげそうになる暗い心を抑えつけ、珪華は宝剣から手を放した。

　彼がたとえ自分を裏切っていようと、利用していようと、この国にはきっとこの人が必要なのだ。

　けれど──

「──わたしは、あなたを許せない」

　どうしようもなく痛む胸と、沸わき返るような憤いきどおりが、あふれるように涙なみだとなって零こぼれ落ちる。

　それを見られたくなくて、珪華は後あと退ずさりながら乱暴に目元を拭ぬぐった。
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「──佑」

　想いを断たち切るように背を返す。

　呼びかけに、佑が立ちあがる気配がした。かと思うと、「そう擦こすると赤くなる」と涙を拭うのを阻はばむように、やんわりと手を握られる。

　それを振り払はらうだけの気力は、今の珪華には残っていなかった。

　わかっている。

　自分が天から降くだされた存在なのだとしたら、個人的な感情には目を瞑つぶり、祥の手をとるべきだった。ともにあるべきだ。

　だが、モノではない心が、それを拒こばむのだ。

「……さよなら」

　背中を追ってくる声は、珪華が圓えん丘きゆうを立ち去る時まで、ついに聞こえることはなかった。







　あとがき







　こんにちは、岐川新です。

『蒼の狼は華を愛でる』も無事に二巻をだしていただくことができました。

　前回が物語のはじまりということもあり、すこし堅かた苦くるしい部分が多かったかな、ということで、今回は軽い感じをめざしてみたのですが、いかがでしたでしょうか？……と書いてみたものの、主役二人があんなことになっていて、「どこが!?」という声が聞こえてくるような気もします（苦笑）。

　一巻では『動かしていた』キャラクターたちも、二巻にいたり、好き勝手に『動く』ようになってきました。思わぬことをしでかしてくれる反面、作者自身が「こうくるか！」と思うこともあり、作品というのは生きてるんだなぁ、とつくづくと感じますね。約一名、なかなか動こうとせず、こちらの手をわずらわせてくれるのもいますが……。

　そんな彼らの成長を、一いつ緒しよに見守っていただけたら嬉うれしいです。




　一つ、お知らせを。すこし前になってしまいますが、二〇一二年七月二十六日発売の「プレミアム・ザ・ビーンズ」ＶＯＬ．２に短編を書かせていただきました。前巻で珪華が後宮にいるころのお話です。避ひ暑しよを兼かねた祭さい祀しで訪れた離り宮きゆうでの夏の一夜に興味がある方は手にとってみていただけたら、と思います。




　最後になりましたが、イラストを担当してくださっている周防佑未様。挿さし絵えにダイジェスト漫まん画がにと、様々な珪華たちの表情を見ることができるのが、いつも楽しみです。特に祥の武官姿に惚ほれ惚ぼれします！　素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　担当様。今回の原げん稿こうの仕上がりの早さは、切せつ羽ぱ詰つまっていたがゆえの火事場のナントカだったということで……。色々とご迷めい惑わくをおかけして申しわけありませんが、これからもよろしくお願いします。

　そして、本書を手にとってくださった皆みな様さまに、最上級の感謝を。また前回、アンケートにご協力いただいた方々もありがとうございました。応おう援えんしてくださる皆様のおかげで、いつもがんばることができます。すこしでも楽しんでいただける作品をめざしてがんばりますので、これからもよろしくお願いいたします。

　それでは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように。


岐川　新　　
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